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第一章　未知との遭遇







　言ったとして何も変わらないと知っていながら、それでも口にしてしまう。

　世の中には往々としてそういうことがある。

　たとえば、

「暑い……」

　夏特有の高い気温についてとか。

　津つ守がみ風かざ也やは今、自宅から駅へと向かう道中にあった。

　集めている漫まん画がシリーズの新刊が発売されたと、ネットを通じて知ったからだ。

　時刻は午後一時過ぎ。しかも今日は平日。普ふ段だんなら授業を受けている時間だが、現在、高校は夏休みへと突とつ入にゆうしていた。

「……やっぱり出かけるんじゃなかったかな」

　想像を軽く超こえてくる熱波に、己おのれの行動を後こう悔かいする。昨今、電子書しよ籍せきで家に居ながら即そく座ざに単行本を読むことが出来るので、そうすれば良かったのだ。

　ただ風也はどちらかと言えば紙で本を読むのが好きだった。上手うまく説明できないが、質感や、ページをめくるという行こう為いそのものに、妙みような心地ここちよさを覚えてしまう。

　レトロゲームなどもよくプレイするので、昔からある物に対して惹ひかれる傾けい向こうがあるのかもしれなかった。

（まぁ、やってしまったことは仕方ない。せめて、駅前の喫きつ茶さ店てんで冷たいものでも飲んで、涼すずんでから帰ろう）

　前向きに算段していると、大きな橋が見えてくる。真下には澄すんだ色の川が流れていた。ここを越えれば駅はすぐそこだ。

　と――そこで、何気なく視線をやった風也は、欄らん干かんにもたれかかる誰だれかの姿を見た。

　女の子だ。ただし、日本人ではない。ワンピースから覗のぞく肌はだは真っ白で、眩まばゆいばかりの銀色の髪かみを長く伸のばしている。加えて、横顔にある瞳ひとみは今日の空みたいに真っ青だった。

（ヨーロッパとか、その辺の子かな。珍めずらしいな）

　いくら国際社会といっても、都心ならいざ知らず、この近所ではまず外国人など見ない。

（向こうの人は見た目で年ねん齢れいが分からないけど、オレより年上かな）

　あまり無ぶ遠えん慮りよに観察するのも失礼だろうかと思いつつ、つい注視してしまう。

　が、女の子はこちらの存在にすら気付いていないようで、欄干から身を乗り出だしながら一心に景色を眺ながめていた。

「カワ！　ヤマ！　ハタケ！　ニホン！　ジャパン！」

　単語を叫さけびながら興奮している様子だ。察するところ、日本らしいものに感動しているのだろう。

「ヤマ！　ニンジャ！　ニンジャニンジャ！　ニンジャ、イル！」

　居ないよ、と思わず突っ込みかけた。今時珍しいくらい、こちらの文化に疎うといようだ。

（……まあ、楽しそうで何よりだな）

　なんだか和なごんだ気持ちになりながら、風也は女の子の横を通り過ぎようとした。

「カワ！……アア！　サカナ！　コイ！」

　が、直後、彼かの女じよの体が大きく傾かたむいたのでぎょっとする。どうやら川で泳ぐ鯉こいを発見したようだ。

「サカナ、サカナ、コイー！」

　しかも目をキラキラさせながら、更さらに手を伸ばし――。

「あ、危ない！」

　と風也が忠告するも虚むなしく、女の子が橋から落ちた。激しい水音がする。

「おいおいおい、ちょっと!?」

　慌あわてて橋から下を覗き込むと、女の子は苦しそうに顔をしかめながら暴れていた。どうやら泳げないらしい。

「タスケテ！　タスケテ！」

　救いを求めるように声を上げる女の子。風也は周囲を見回した。自分以外に人はおらず、引き上げるようなロープもない。

「……ああ、もう、くそ！」

　水泳はあまり得意ではないが、そんなことを言っていられる状じよう況きようではなかった。

　風也は上着を脱ぬぐと、欄干に上がり、そのまま飛び込んだ。

　先さき程ほどまでの暑さが嘘うそのような川の冷たさが全身を襲おそう。思わず震ふるえた後、水を掻かき分わけながら女の子に近付いた。

「オレに抱だきついて！」

　手を広げると、女の子は無む我が夢む中ちゆうといった様子で飛びついてくる。柔やわらかな感かん触しよくが伝わってきたが、意識している暇ひまなどなかった。衣服と人一人分の重さが加わり、更に動くことが困難になったものの、どうにかして岸にたどり着く。

　先に女の子を上げた後、風也も陸に帰き還かんした。

「な、なんとかなった。どうなることかと思った……」

　安あん堵どの息をついていると、女の子は激しく咳せき込んだ後、こちらを見つめてくる。

「――、――っ！」

　次いで口を開き、何かを言ってきたが、理解が出来ない。彼女の母国語のようだ。

「あー、ええと、アイキャントイングリッシュ……いや、イングリッシュか、これ？」

　英語の授業で教師が話すより早口の上、滑なめらかなので、それすらも判断つかなかった。

「うー。え、英語、ハナセマセーン。スミマセーン」

　パニックになって胡う散さん臭くさい外国人のようになってしまった。すると、女の子は何かに気付いたように目を見開く。そして、

「スマヌ！」

　日本語だが可愛かわいらしい外見には似合わぬ、渋しぶい言葉を口にした。

「ニホンゴ、スコシ、デス！　スコシ、ニホンゴ、スマヌ……デス」

　日本語が少ししか話せないことを謝あやまっているようだ。風也は首を振ふった。

「い、いや、別にいいよ。怪我けがとかなかった？」

　女の子が首を傾かしげて、瞬まばたきを繰くり返かえす。こちらの言葉が分からなかったのかもしれない。

「えーと。あー。……大だい丈じよう夫ぶ？」

　シンプルにしてみると、今度は笑え顔がおになって頷うなずいた。

「アンズルナ！　デス！」

「それなら良かった。……なんか微び妙みように単語のチョイスが古ふる臭くさいな」

　親の影えい響きようだろうか、と思いつつ、続けてみた。

「危ないから、今度は、気を付けてね」

　区切りながら丁てい寧ねいに言うと、女の子はまた笑って、こちらを抱き締しめてくる。

「うわっ!?　ちょっ!?」

　風也は激しく当とう惑わくした。感謝の意を伝えているつもりなのだろうか。向こうでは当たり前の習慣なのかもしれないが、さすがに色々と恥はずかしかった。

「アリガト。アリガトデス！」

「あ、ああ、分かった、分かったから、離はなして」

　顔が熱くなるのを感じつつ、半ば無む理り矢や理りに女の子を剥はがした。彼女は自分を指差す。

「エルシー！　デス！」

「ん？　ああ、エルシーっていうのか。オレは津守風也」

「ツカミハカゼヤ？」

「いやそんな漫まん才ざいの冒ぼう頭とうにやるギャグの提案みたいじゃなくて。つ・が・み・か・ざ・や」

「オゥ。カザヤ。カザヤー！　デス！」
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　覚えてくれたようだった。無む邪じや気きに喜ぶ姿に、こちらもなんだか嬉うれしくなってくる。

「宜よろしくね」

「ヨロシクゴザル」

「ヨロシクゴザル!?」

　ついに使い方まで間ま違ちがい始めた。が、とりあえず指し摘てきすると長くなりそうなのでやめておく。

「それにしても、オレもそうだけど君もびしょびしょになっちゃったな。家は近くにある？」

「イエ？　ハウス？　アー……トオイデス！　デンシャ、ノルデス！」

「そうか。参ったな。オレの家までもそれなりに距きよ離りはあるし」

　いくら夏といっても、この状態のままだと、風邪かぜを引いてしまうかもしれない。

「こうなったら、いっそ駅まで行って、替かえの服を用意してあげた方がいいかな……」

　風也はそう判断した。

「よし。助けたのも何かの縁えんだ。一いつ緒しよに駅までいこう。君、濡ぬれてる。服、プレゼント」

　こちらの言葉にぽかんとしていたエルシーだったが、やがて合が点てんがいったように目を輝かがやかせた。

「オゥ、カザヤ、アリガトーデス！」

　しかもまたもや抱きついてくる。川に飛び込んで冷え切った体温が、急きゆう上じよう昇しようした。

「うわっ。だ、だからそういうのはいいって！」

　好意でやってくれているエルシーに悪いと思いつつ、強ごう引いんに離すと、彼女はきょとんとする。

「ええっと。その、日本人を気軽に抱きしめると、誤解されちゃうことになるよ。分かる？　誤解」

「……アー」

　しばらく考えているようだったが、ようやく意味するところを理解したらしい。エルシーは少し顔を赤らめた。

「スマヌ、デス。……デモ、ゴカイ、ヨイカモ。デス」

「ん？　どういうこと？」

　風也は首を傾げたが、エルシーは薄うすく笑って、目を細める。

「ナイショ。デス」

　その、明らかに含ふくみを持たせる表情が、彼女の外見と相まってどこか大人びていて、不意にどきりとさせられた。

「え、えっと……ま、まあ、いいか。それじゃあ、オレについてきて」

　咳せき払ばらいして誤ご魔ま化かしつつ、風也は彼女を駅まで案内することにした。

　駅前広場にある噴ふん水すい前まで来ると、辺りを見回す。すぐに衣服を取とり扱あつかう大型量りよう販はん店てんが目に止まった。

「よし、あそこに行こう。ついてきて、エルシー」

　声を掛かけようと振り向むいた風也だったが、

「カザヤ、クルマ、キマス。デス」

　エルシーが肩かたを叩たたいてきたので、彼女が指差す方へと視線を向ける。

　確かに、黒くろ塗ぬりの高級車がゆっくりと近付いてくるところだった。なんだろう、と一いつ瞬しゆん警けい戒かいしたものの、すぐに車種に見覚えがあることに気付く。

「あれ、もしかして……」

　真横で停車し、窓が下がっていくに従って、自分の記き憶おくが正しかったことを知った。

「奇き遇ぐうね、津守君」

　後部座席にいたのは、風也が通う高校の先せん輩ぱい、御み子こ戸と千ち紘ひろである。

「先輩！　どうしたんですか、こんなところで」

「父の仕事関係で付つき添そいをね。私の役目は済んだから、先に帰っていたのよ」

　千紘は表情一つ変えず、硬かたい口調で、流れるように返してきた。いつも通りの彼女の姿だ。風也以外の誰かが居る時は、という条件がつくのだが。

「君こそ、どうしたの。服が随ずい分ぶんと濡れているようだけど。それに……」

　と千紘はエルシーへと目線を移した。

「同じような状態の子もいるわね。外国の人に見えるけど」

「ああ、はい、ちょっと事情がありまして……」

　風也は簡単に先程のことを説明しようとする。

「エルシー、デス。カザヤ、ニ、オソワレタ、デス！」

　が、エルシーがとんでもない爆ばく弾だんを放ほうり投なげてきたので、それどころではなくなった。

「いやいやいやいや！　違ちがう違う違う違う！」

　急いで否定した風也だったが、千紘はじっとしたまま、

「……襲われた？」

　と繰り返した後、

「そう、襲われてそんなことに。全く驚おどろいたものね一体どんな状況だったのかしら特とく殊しゆなプレイということかしら津守君にはそんな趣しゆ味みもあるのねいいのよ人それぞれだからでもきちんと相手の了りよう解かいはとらないとね」

　怒ど涛とうの勢いで一気に喋しやべった。見た目には普段と変わりないが、よく観察すると全身が小刻みに震えている。千紘の本当の姿を知っている風也は悟さとった。

　彼女が、滅め茶ちや苦く茶ちや動どう揺ようしていることを。

「違いますって、先輩！　エルシーも変なこと言わない！」

「アー。オソウ、チガウデス……ゴウイノウエ？」

「そういう方向の訂てい正せいじゃなくてっ!!」

「そう合意の上なのそれならいいわ特に私が口を出す問題ではないわねでも君は未成年なのだから節度は保ってやらないといつか過あやまちを犯おかす可能性も」

「先輩も落ち着いて下さい！　話し方が壊こわれたロボットみたいになってますから！」

　二人を宥なだめ、風也は千紘にかいつまんでエルシーとの関係を話した。バイブレーション機能を搭とう載さいしているような状態だった彼女は、ようやく元に戻もどる。

「なるほど。理解したわ。まあ、津守君がそういうことをする人じゃないことは分かっていたけどね」

「だったらなんで動揺してたんですか」

「……別に動揺などしていないわ。ただ人間、絶対だと明らかなものでもわずかな可能性を危き惧ぐすることはあるものよ」

　やっぱり動揺してたんじゃないか、と胸中で指摘しつつ、風也は頬ほおを掻いた。

「で、まあ、エルシーに服を買ってあげようかと思いまして。今から店に行くところです」

「そう。でも津守君、女の子の服を選んだことがあるの？」

「……恥ずかしながら、ないですね」

「だと思ったわ」

　と言いながら、千紘は小さく息をつく。嘆なげきを意図したように思えるが、どことなく安心したようにも見えるのは、気のせいだろうか。

「ごめんなさい。私、ここで降りるわ」

　と思っていると、千紘は運転席に声をかけた。

「しかし、お嬢じよう様さま」

「後こう輩はいが人を助けようとしている時に素す通どおりは出来ないでしょう。それほど時間はかからないわ。先に帰っていて」

「……承知しました」

　運転手の男性は頷くと、車のドアを開ける。千紘が出ると、わずかな音を立てて、去っていった。

「いいんですか？　先輩」

「気にしないで。今日の予定は終わっているから」

　千紘は言って、エルシーに頭を下げる。

「御子戸千紘。津守君が通う高校の二年、つまりは彼かれの先輩よ。宜しくね、エルシーさん」

「センパイ？」

　エルシーが首を傾げた。

「えーと。なんて説明したらいいのかな」

　風也が困っていると、

「――――」

　突とつ然ぜん、千紘がどこかで聞いたような、しかし理解は出来ない言語を喋った。すると、エルシーが目を丸くした後、同じような言葉で返す。二人はわずかに会話を交かわした後で、互たがいに頷いた。

「分かってもらえたみたいよ」

　千紘が風也に向かって言う。

「先輩、エルシーの言葉、分かるんですか」

「ええ。一応、小さい頃ころから何カ国語かは習っているから。彼女、北ほく欧おうの出身みたいね。言葉に少しなまりがあるから、多分――」

　と、千紘はある国の名を挙げた。残念ながら風也は知らなかったが、エルシーが顎あごを引いたところを見るに、当たっているらしい。

「はあ……さすがですね、先輩」

「大したことはないわ。それより、早く服を買ってあげましょう」

　千紘が颯さつ爽そうと歩き始めた。その後ろ姿は凛りんとしていて、隙すきがない。

（……本当、こっちに居る時は完かん璧ぺきなんだよなぁ）

　改めて、風也はそう思った。




　結局、エルシーに着せる服の代金は、全すべて千紘が払はらってくれた。

　風也は何度もお金を出すと告げたのだが、その度にやんわりと断られたのだ。

　それどころか、こちらのズボンまで買ってくれそうになったので、そこはきちんと自分の小こ遣づかいから出した。

　真新しいツーピースを身に纏まとったエルシーを、せっかくだからと、風也達たちは店の近くにあった喫茶店へと連れていく。

「アイスコーヒーを」

「オレも同じの」

　千紘と風也が注文すると、エルシーが続いた。

「ライス、オオモリデス」

　店員がぎょっとする。そりゃするわと思いながら風也は訂正した。

「エルシー、ここは定食屋じゃないから」

「アー。スマヌデス……。ギュウドンオオモリ、タマゴツキ！」

「いやだから！」

　収しゆう拾しゆうがつかなくなりそうなので、風也が代わりにアイスミルクティーを頼たのんだ。

　やれやれと思いながら千紘を見ると、思い切り視線を逸そらして、座すわっているソファの背に顔をくっつけている。何かを堪こらえているようだ。

「先輩。エルシーの反応が面白おもしろいなら我が慢まんしなくていいですよ」

「……全く面白いところなどなかったわ」

　再び前を向いた彼女の顔には、笑えみなど一つも浮うかんでいなかった。さすがというべきか。

「ところでエルシーは、どうして日本に来たんだ？」

　風也の質問にきょとんとするエルシー。意味が分からなかったらしい。

　代わりに、千紘が彼女の母国語で話した。すると、彼女は手を打ち、同じ言葉で答える。

「父親が仕事の都合で一カ月ほど前から日本で暮らしているので、学校の夏休みを利用して、十日ほど遊びに来たみたいね。元々、こっちの文化に憧あこがれがあったみたい」

「へえ、そうだったのか」千紘の通訳に風也は頷きつつ、続けた。「じゃあ、しばらくこっちに居るんだな」

　エルシーが「ソウデゴザル」と時代がかった台詞せりふを返してくる。

「それにしても、自宅が遠いなら、どうしてこっちまで来たんだ？」

「アー……。デンシャ、ノルデス、イッパイ、オリタデス。シラナイトコ。オモシロイ、タンケン、シラナイトコデス、ワカラナイ。デス」

「……ん？　電車に乗ってたまたまここで降りて、探検している内に道に迷ったってことか？」

「ソウデゴザルデス」

　運ばれてきたミルクティーをストローで飲みながら、エルシーは言った。

「随分と好こう奇き心しん旺おう盛せいなのね。でも、程ほど々ほどにしておかないと危ないわよ。たまたま通りかかったのが津守君だったから良かったけど」

　アイスコーヒーをストローで掻き混まぜながら、千紘は注意する。

「ソウデゴザルデスナー。カザヤ、エルシー、オジサマデス」

「ん？　おじさま？　いや、どう考えてもオレはそこまでエルシーより年上じゃないよ」

「オジサマ。カザヤ、ハクマイ、ノッタ、オジサマデス」

　白米に乗ったオジサマってなんだろう、と風也は戸と惑まどった。

「寿す司し職人……とか？」

　千紘が真しん剣けんな顔で呟つぶやく。

「なんでオレがエルシーの寿司職人なんですか？」

「さあ。助けられた時にお寿司を握にぎっていたとか」

「どんな状況なんですかそれは」

　本職でもそんなことはしないだろう、と風也が眉み間けんに皺しわを寄せていると、千紘はわずかに肩を竦すくめる。

「何にせよ、気を付けてね。日本には、好こう奇き心しんは猫ねこをも殺すっていう諺ことわざもあるわ」

「コ―キシン、ネココロス？　コ―キ・シン、キケンジンブツデス？」

「人の名前ではないよ」

　風也がやんわり訂正すると、千紘がまたソファに顔を埋うずめた。

「だから先輩、笑いたいなら笑ってもいいですって」

「別に……面白いことなど何もないわ」

　すぐに平静さを取り戻す千紘。最も早はや、ここまでくると芸だろう。

「……アッ」

　と、そこで突然、エルシーが何かに気付いたように手首を見下ろした。そこには腕うで時ど計けいがはめられている。防水性なのか、川に飛び込んだにもかかわらず、壊れてはいないようだった。

「パパ、カエルデス。エルシー、カエル、オコラレマス。デス」

「ああ、門限があるの。大変ね」

　千紘がわずかに同情を込めた眼まな差ざしを送る。彼女も同じような立場にあるからかもしれない。

「モンペ、ナイデスヨ」

「門限ね。変な知識はあるなぁ……」

　日本に憧れがあると言っていたが、色々と雑多に勉強したのかもしれなかった。

「エルシー、カエルデス。カザヤ、チヒロ、アリガトデス！」

　エルシーは立ち上がると、丁寧に頭を下げてくる。

「気にしないでいいよ。日本を楽しんでね」

「良い思い出が作れるといいわね。……ところで、ちゃんと帰れるの？」

「ジシンナドナイデス」

　千紘の質問に、胸を張るエルシー。

「なぜ堂々としているのか分からないけど、案内を書いてあげるから、それに従えばいいわ。家のある駅はどこなの？」

　エルシーから駅名を聞くと、千紘は懐ふところからメモ帳を取り出し、ページを破ると、そこにさらさらと何かの文字を書いた。英語のようだが筆記体の為ため、所々しか分からない。

　渡わたされたメモを見たエルシーは、笑みを浮かべて、再び礼を言った。

「バーイ！　デス！」

　手を振って、小走りで、店を出て行く。

　何かと賑にぎやかな彼女が去ると、急に周りが静かになった。

「ちょっと変わってるけど、良い子ね」

「ええ。っていうか幾いくつくらいなのかな」

「さっきの会話で言っていたわ。君と同じ年みたい」

「へえ。やっぱり向こうの人は大人びて見えますね」

　顔や体つき、全体に漂ただよう雰ふん囲い気きは同年代とは思えない。静かに佇たたずんでいれば、千紘より年齢が上だと言われても受け入れてしまいそうだった。

　ただ、リアクションが素す直なおというか、派手なので、妙なギャップがある。

　そのおかげで親しみやすさを感じたところもあるので、風也としては好印象であったのだが。

「……可愛いって思ったんじゃない？」

　不意に千紘から尋たずねられて、風也は胸が高鳴る。

「べ、別にそういうわけでは……まあ、同級生みたいで付き合いやすいって言えばそうですし、可愛くないと言えばまあ嘘になってしまう気がなきにしもあらずなりけりではあったりなかったりですが……」

　曖あい昧まいに誤魔化すと、千紘が目を細めた。なんとなく恐こわい気配を感じて、風也は咳払いする。

「そ、それより、先輩、どうですか？　明日辺り」

「ん？……ああ、あそこのこと？」

「ええ、そうです」

　風也と千紘、二人の間で「あそこ」といえば、一つしかなかった。

　千紘は少し視線を上げていたが、やがては頷く。

「ええ。そうね。多分、昼間の間なら大丈夫よ。父が出かける予定になっているから」

「そうですか。じゃあ、明日、あそこで」

「ええ――」

　こちらにそっと顔を寄せると、千紘は秘密を伝えるように囁ささやいた。

「――グリムヴェリアで、会いましょう」




　グリムヴェリアは、風也達が居るところとは違う場所に存在する世界だ。

　早い話が、ゲームや小説、漫画などではおなじみの、異世界というものである。

　風也が『神様』から召しよう喚かんされ『来訪者』と呼ばれながら、グリムヴェリアに散らばる島々を探たん索さくする様になってから、数カ月ほどが経たっていた。

　初めは基本的に一人でやっていたが、最近、頼たよりになる相棒が出来た。

　それが――。

「解・放・感――！　いえええええええええええいっ！」

　隣となりで両手を上げ、全身で喜びを表現している、御子戸千紘である。

　風也より遅おくれて来訪者になった彼女と出会ったのが、かれこれ、二カ月ほど前。

　そこから、紆う余よ曲きよく折せつあって、コンビを組むことになった。

　異世界にくると、まるで別人かと思うくらい千紘の性格が変わるのだが、これも慣れたものである。

（それにしたって、今日はいつもより振れ幅はばが激しいなぁ……）

　夏休みに入って学校が無い為、千紘は親の監かん視し下にある時間が長かったらしく、ストレスが溜たまっているのかもしれなかった。

「さー！　今日はどんな冒ぼう険けんをしようかしら、なにしてみようかしら、津守君!?」

　千紘は、わくわくが止まらないように足あし踏ぶみをする。

（だったら先輩の欲求不満を解消させてあげるのも、相棒であるオレの務めだな。よしっ）

　風也は気合を入れた。とは言え、無理やりやっているという感じは全くしない。千紘が笑顔になる手伝いが出来るのは、自分にとっても嬉しいことなのだ。

「そうですね、第九島にでも行ってみましょうか。ちょっとした依い頼らいを受けてるってのもあるんですけど、今の時期にだけ現れる魔ま獣じゆうがいるって前に聞いたことがあるんです」

「へえ、それは興味深いわね！　というか、グリムヴェリアも結構暑いけど、季節とかあるのかしら？」

　頭上を仰あおいで、千紘が目を細めた。

「らしいですね。基本的には一年を通じて気温は安定しているようですけど、二カ月ほどすごく暑かったり、寒かったりするそうです」

「なるほど。日本と似た感じの気候ね。なにかしら、神様の思おも惑わくがあるのかしら」

　どうだろう、と風也は考え込んだ。今のところグリムヴェリアの創造主には一度しか会っておらず、子どもの姿をしていることと、やけに親しげというか、馴なれ馴れしい対応をしてくるということしか知らないのだ。

「ともあれ、早さつ速そく行きましょう。せっかく先輩に時間が出来たんだから、無む駄だには出来ませんよ」

「そう、その通りよ！　さすが津守君、良いこと言うわね。ボーナスポイントをあげましょう！」

「いつから先輩とのやりとりがポイント制になったのか分かりませんが、集めると何かあるんですか？」

「割引されるのよ」

「なにがです？」

「……人生のやるせなさとか？」

　確かにそれは出来るだけ減らしていきたい、と賛同した風也だったが、具体性がないにも程ほどがある。

「何も考えずに言わない方がいいですよ、先輩」

「そ、そんなことはないわよ。深い思し索さくの果てに得た答えなんだから」

「じゃあ、どういう感じでやるせなさが増減するんです？　何をすれば少なくなるんです？　方法は？　それを先輩が出来るのはどうしてなんですか？」

「ちょ、ちょっと！　ぐいぐい迫せまらないで！　悪かった、悪かったわよ！　勢いだけで言いました！」

　問いつめた風也を怯おびえるように、千紘が自分の体を抱いた。

「やっぱりそうだと思いました」

「こわー。津守君、段々と私に対して遠えん慮りよがなくなってない？　先輩よ？　先達の輩やからと書いて先輩よ私？」

「存じてますよ。グリムヴェリアでももっと先輩らしくしてくれれば、配はい慮りよしますが」

　肩を竦めると、千紘は「なによー！」と両手を腰こしに当てる。とは言え、本当に怒おこっているようではなく、どことなく楽しそうだ。それはこちらも同じだった。

「それじゃ、港にでも向かいましょうか」

　微笑ほほえんで風也が歩き始めると、千紘も軽かろやかな足取りでついてくる。

「今日もレアンカスは賑やかね。というかいつ来ても人が多い気がするわ」

　千紘の言う通り、周囲には、鎧よろいを身に着けた多種多様の人々が行き交っていた。大体が来訪者だ。

「そうですね。昔、オンラインゲームやってた頃を思い出して、ラグるんじゃないかと不安になります」

「ラグ？　オンラインゲームって混こむと敷しき物ものになるの？」

「そのラグではなく。回線が詰つまって動きが鈍にぶくなったりするんですよ」

「へえ。確かに魚がぎゅうぎゅう詰めになってると動きにくいわね」

「……ボケで言ってます？」

「なにが？」

　本気で『海かい鮮せん』と間違っているのだろうかと思ったが、真実が明らかになったらなったで恐いので、風也は追つい及きゆうしないことにした。

　間もなく潮風の匂においが漂い始め、陽光に照らされて煌きらめく海面と、大きな船が停てい泊はくしている様子が見えてくる。

「先輩、空いてる船を探しましょうか――」

　と風也が振り返って千紘に話しかけた時だった。

「あれー！　もしかして、カザヤかー！」

　突然、どこからか声がして、金属同士がぶつかり合う鈍い音が聞こえてくる。

　何事だときょろきょろしていると、間もなく、何かが近付いてきた。

　鎧である。

　洋画などで出てくる館やかたによく飾かざられているような、全身を覆おおうタイプのごつい鎧が、うるさく音を鳴らしながら歩いてくる。

「な、なにあれ、魔獣!?」

　千紘が風也の後ろに隠かくれて警けい戒かいした。

「確かにああいう感じの奴やつが居ないわけではないですが……そもそも中央島に魔獣はいないから違うと思います」

　加えて、魔獣が親しげに話しかけてはこないだろう。

「なんじゃー、あんたも来訪者じゃったんか。随分と奇遇やねぇ。こりゃ驚いたわぁ！」

　風也の前に立って、動く鎧は、こちらの体をばんばんと叩いてきた。非常に痛い。

「いや、ごめん、誰だれだっけ……？」

　顔が鉄仮面で完全に隠されている上、声も籠こもっているので判別がつかなかった。どことなく、女性であるような気はするのだが。

「んん？　なに言っとる、うちじゃ、覚えとらんかねぇ？」

「生あい憎にくと鎧に知り合いはいないはずなんだけど」

　指摘すると、動く鎧は「ん？」と首を傾げて停止した。

　が、間もなく、「ああ！」と気付いたように手を打つ。

「そうじゃった、そうじゃった。うち、鎧を着てたんや。さっきそこの防具屋で見てなぁ。こりゃぶちおっきいなぁと思って買ってみたんよ。そしたら窮きゆう屈くつやし身動きとれんし、たいぎぃしんどい思って、そしたらどこかで見た顔がいるけん目ぇ凝こらしたら、カザヤじゃけぇ、こりゃ挨あい拶さつせな思たんよ。あっはっはっは！」

「はあ、まあ、はい。いや、長い説明の割に事情が一いつ切さい把は握あくできないんだけど……」

　方言っぽい喋り方かただが、どこの出身なのだろうかと風也は訝いぶかしんだ。

「そうや、そうや。ちょっと待っときぃ。今外すからねぇ」

　動く鎧はそう告げて、鉄仮面を両手で掴つかんだ。しばらくぐいぐいと上下に引っ張ったり左右に揺ゆらしたりしていたが、

「……あれ？　抜ぬけん？」

　とんでもないことを言いだした。

「こりゃぴったりはまっとるわぁ。あっはっはっは！」

「いや笑いごとじゃないわよ!?」

　魔獣でないと分かったのか千紘が前に出て突っ込む。

「しゃあない。このまま生きるとするわぁ」

「どこで前向きになってるんだよ!?」

　仕方なく風也は手伝うことにした。千紘に動く鎧を後ろで掴んでもらい、鉄仮面に手をかけ、力ちから一いつ杯ぱい引っ張る。

「このっ……！　ああ、もう、硬い！」

「あっはっは！　うちの首が抜けそうやね！」

「だから笑ってる場合じゃないって！」

　周囲から何事かと注目を受けている為、非常に居た堪たまれなかった。

「なんで、こんなにぴったりはまって――うおっ!?」

　突然、抵てい抗こう感がなくなった為、風也は勢い余って吹ふっ飛とぶ。尻しりもちをついた状態で右手を見ると、鉄仮面だけがあった。

「……抜けた」

　ほっとしていると、

「あー。どうなることかと思ったわ。慣れんことはするもんやないねぇ」

　少し甲かん高だかい、どこかで聞いた覚えのある声がする。

「……あれ？　君、ひょっとして」

　千紘が驚いたように言ったので、風也は動く鎧の正体を見み極きわめようと身を起こした。

　武骨な全身鎧の上に、愛らしい顔が乗っている。雪を思わせるような真っ白な肌はだに、透すき通とおるような青い瞳ひとみ、それに綺麗な銀ぎん髪ぱつ――風也の脳に仕し舞まわれていた記憶が、即そく座ざに引っ張りだされた。

「ええ!?　エ、エルシー!?」

　間違いない。そこに居たのは、昨日助けた外国の少女だった。

「じゃけん、そうじゃって言っとるやろ」

　今いま更さらなにをという表情を作るエルシー。

「言ってないって！　ど、どうしてエルシーがこんなところに!?」

「そりゃ、来訪者やからね」

　自分の胸に手を当て、なぜか誇ほこらしげにするエルシー。

「じゃあ、君もグリムヴェリアに召喚されてたの？」

　千紘が尋ねると、エルシーは彼かの女じよの方を笑え顔がおで振ふり向いて、

「そうよ。あんたはチヒロさんじゃったね。昨日は世話になったなぁ」

「そ、そうだったのか。まさかエルシーが来訪者だったとは……驚いたな、これは」

　物もの凄すごい偶ぐう然ぜんだ。風也はまだ信じられない気持ちで呟いた。

「驚いたのはこっちもよ。まさか昨日会った人がグリムヴェリアの人やったなんて、ぶち面白いこともあるもんやねぇ」

「……ところで衝しよう撃げき的てき過ぎて気付かなかったけど、その言こと葉ば遣づかいは何？」

　千紘が訊きいて、風也も思い出だした。そういえば、外国人であるエルシーが、なぜ日本の方言を思わせるような喋り方をしているのだろうか。

「ああ。よく言われるけど、分からんねん。なんでか日本の人と話す時だけうちの喋り方が変に聞こえるらしいんじゃ」

「なにそれ。翻ほん訳やく機きの故障みたいなものかしら？」

　怪け訝げんな顔をする千紘に、エルシーも「なんじゃろねぇ？」と不思議そうにするだけだった。

　グリムヴェリアにおいて、こちらの世界に居る人々はもちろん、来訪者の使う言語は統一されている。というよりは、向こうの言葉がこちらに分かりやすいよう、自動的に変へん換かんされるのだ。

　来訪者になるのは日本人だけとは限らない為、意思疎そ通つうがしやすいようにというグリムヴェリア神の配慮なのかもしれない。

　ただ、今回のようなパターンは初めてだった。

「というか、方言っぽいものが、一つじゃなくて、幾つかごちゃ混ぜになってる感じがしない？」

「そうですね。そのせいで無む茶ちや苦く茶ちや変に思えます」

　千紘に対して、風也は深々と頷うなずく。聞いていると混乱してきそうだ。

「それよりも、初めて会った時にはまさかと思ってたんじゃが、ひょっとしてカザヤはあの【疾しつ風ぷう迅じん雷らいの魔ま剣けん使い】かの？」

　エルシーは体を覆う鎧を外しながら問うてくる。下からは多くの来訪者がそうであるように、簡易的な防具だけを身に着けた格好が現れた。

「ん？　あー……いや、まあ、なんていうか」

　何となく照れくさくなって、風也は曖昧に誤魔化す。

　エルシーが口にしたのは、グリムヴェリアの住人や、他ほかの来訪者が風也の活かつ躍やくを聞いてつけたあだ名だった。

　彼らにしてみれば、英えい雄ゆうにつける二つ名のような意味合いをもっているようなのだが、当人としてはやはり、結構恥はずかしい。

　だから、出来ればこのまま流してしまいたかったのだが、

「そう、その通りよ！　文字通り疾しつ風ぷうの如く駆かけ抜け、迅じん雷らいのような刹せつ那なの激しさをもって、あらゆる魔獣を打うち倒たおす！　遠き者は音に聞け、噂うわさの、幻まぼろしの、伝説の勇者、疾風迅雷の魔剣使い、津守風也とは、彼のことよ――っ！」

　千紘が予想以上に派手な勢いで紹しよう介かいしてくれた。

「ちょっと先輩！　やめて下さいよ！」

　大声を出されたせいで、周りにも知しれ渡ったようだ。何人もがこちらを見ながら囁き始める。

「なによ、いいじゃない、事実なんだから。実際、沢たく山さんの魔獣を倒してるでしょ？」

「そうですけど、誇こ張ちようされてますって！　ただでさえ持ち上げられ過ぎてる気がして困ってるのに！」

「評価されてるんだから、素直に受け取っておけばいいのよ。謙けん遜そんし過ぎるのは日本人の悪い癖くせよ」

「そりゃ、そうかもしれませんけど、オレは別に目立ちたいわけでもないですし――」

　と千紘を説得していた風也だったが、ある叫さけびによって、遮さえぎられた。

「ぶ……ぶちすご――ッ！」

　不意打ち気味に放たれた為、体を竦ませて視線をやると、エルシーが大きな目を一いつ杯ぱいに見開いている。

　と、間もなく彼女はわなわなと震ふるえ、辛しん抱ぼう堪たまらなくなったように、駆けだした。

　かと思えばその途と中ちゆうで石いし畳だたみを蹴けり――こちらに、飛びついてくる。

「うわ、え、ええ!?」

　予想していないアクションに、風也はそのまま倒されてしまった。

「あの格好良いカザヤがまさか疾風迅雷の魔剣使いだったなんて、うち、信じられん！　ぶちたまらんわぁ！」

　女の子に上へ乗られる経験など無かった為、風也は大いに混乱する。

「ちょ、ちょっと待って！　な、なに、なになになに!?」

　誰か今の状じよう況きようを説明してくれ、と願ったが、生憎とそんな奇き跡せきは起こらない。

「カザヤとちゃんとお話し出来るだけでも感謝してたのに、グリムヴェリアの神様もにくいことをしてくれるわぁ！」

　エルシーはこちらの体をぺたぺたと触さわってくる。この積極性は、外国の人間だからなのか、それとも彼女本人によるものなのか、風也には分からなかった。というより、そんなことを思考している暇ひますらない。

「だ、だから、エルシー！　そういうことすると誤解されるって前に言っただろ!?」

「あ！　そ、そうじゃったね」

　一いつ瞬しゆん、こちらから離はなれそうになったエルシーだったが、なぜか考えるような間を空けた。

　更さらには、

「……まあ、少しくらいええやない。うちは気にせんよ」

　微笑みながら、動こうとしない。

「いやいやいや！　オレが気にするんだって！」

「えー。日本人は照れ屋やねぇ」

　そう言っているエルシーの肌は、赤く染まっていた。元が白い為に、よく目立つ。

　彼女自身恥ずかしさを感じてはいるようだが、それ以上にこちらが慌あわてているので、からかっているのだろう。

「ちょ、ちょっと、ちょっと！　ほら、エルシーさん、離れて！　公衆の面前よ、ここ！」

　が、千紘に抱だき起おこされ、エルシーは「あん」と唇くちびるを尖とがらせながらも、無理やりに風也から引ひき剥はがされた。

「た、助かった……」

　あのままだとどうなっていたか分からない。主に理性的な問題で。と、思春期真っ盛りの風也としては、安あん堵どした。

「そこまで津守君の渾あだ名なでテンションが上がるとは思わなかったわよ。一体どうしたの？」

　千紘に問われ、エルシーは「決まっとるじゃろ！」と興奮する。

「疾風迅雷の魔剣使いと言えば、目標に掲かかげている来訪者は沢山おるんじゃけぇ！　うちもグリムヴェリアに来てからずっと憧れてたきに！」

「そ、そうなのか？」

　全く自覚はなかったが、と風也が戸惑っていると、エルシーは何度も頷いた。

「まさかそれがカザヤやったなんて、これはきっと、運命じゃけぇ！　だから、うち、興奮しっ放しなんよ！　カザヤー！」

　また走り出そうとしたエルシーを、千紘は首根っこを掴んで止めた。

「だから、ダメだってば！　抱きついちゃ！」

「勢いに任せたけどあかんかったか……というか、あんた、本当にチヒロか？　なんか地球で会った時と違ちがわん？」

「あー……先せん輩ぱいも色々あってね。グリムヴェリアに居る時以外は演技してるんだよ」

　風也の詳しよう細さいを省いた説明に、エルシーは「ほうかー」と分かったような、分かっていないような顔をする。

「まあ、ええわ。でもチヒロ、なんでうちを止めるんじゃ。なんぞ、カザヤを抱き締しめたら都合悪いことがあるんかの？」

「え？　え、ええと、いや、あの……別にないけど……」

　千紘は気まずい部分を突つかれたかのように、目を泳がせた。

「やったらええやない。日本ではいかんかもしれんけど、ここは異世界やき。それに、これはうちのカザヤに対する親愛の情じゃけぇ」

「い、いや、でもね？　淑しゆく女じよたるもの、みだりに異性に触ふれるものじゃないというか、なんというか……」

「ほーん。それは日本人特有のもんかの？　でも――外国人のうちには関係ないき！」

　言うが早く、エルシーは千紘の手から逃のがれると、こちらに向かって駆け出した。

「ああっ!?　さ、させんっ！」

　しかし千紘は身を屈かがめると同時、短たん距きよ離り選手もかくやとばかりの瞬しゆん発ぱつ力りよくを見せてダッシュすると、エルシーより先に風也の体に接近し、抱き寄よせて来た。

「せ、せせ、先輩!?」

　風也としては何がなんだかよく分からず、ただ、ただ、動揺するしかない。

「チヒロ、ずるい！　なんでカザヤを独ひとり占じめしようとするんじゃ！」

「そ、そういうわけじゃないけど！　でも、こう、なんていうか！　なんていうかこう、そういうわけじゃないけど、もうエルシーはダメよ！」

「はっきりせにゃー、うちだって納なつ得とくできんやろ！」

「それはそうかもしれないけど……よ、世の中には形にはならないけど大事なものってあるじゃない!?」

「あるけど今の場合は関係ないじゃろ！」

　二人は言い合いを始めたが、風也には彼かの女じよ達たちを止める余よ裕ゆうなどなかった。千紘の体温やら柔やわらかさやらなんだか甘あまい匂いまでしてきて、平静さを保つので精いっぱいだ。

「むううううう。なんじゃ、チヒロとカザヤは付き合ってるんか？」

「え!?　あ、いや、それは……別に……そういうわけじゃ……」

　千紘は頬ほおを赤くして、視線を逸らした。

「じゃったら別にええじゃろう。うちだってカザヤが欲ほしい！　ぎゅっしたいんじゃけぇ！」

「な、なんて正直な欲求!?　さすが外国は違うわね……って、そういうことじゃなくて！　ダメだってば、もう！」

　千紘は更に強く風也のことを抱き締め、そうすると彼女の豊かな胸がダイレクトに当たって来て、風也としてはなんだろうこの楽園は永遠に居たい、と現実逃とう避ひする他ない。

「ちょっと、津守君からもなんとか言ってよ！」

「え、ええ!?　オレですか!?　いや、あの、えーと」

「そうじゃ！　カザヤの意見を聞いて決めることにしようや！　どうなんや、カザヤ！」

「どうなのよ、津守君、エルシーにぎゅっとされたいの!?」

「されたいじゃろ!?」

　二人から小刻みに問いつめられ、風也は返答に窮きゆうした。この状況で窮しない奴が居れば紹介して欲しい。即座に弟で子し入りするから。

「あー……その、ですね……」

「その、なに？」「はっきりして欲しいわ！」

　ぐいぐいと女性二人から迫られ、サスペンスなどでよく見る、崖がけっぷちに追い詰められた事件の犯人ってこんな感じなんだろうな、と大量の冷ひや汗あせを掻かいた。このままでいくと、動機を告白してから荒あれた海に落下してジ・エンドになるのは目に見えている。

　だから、

「オレとしては、ですね……オレとしては――」

　風也は、苦くるし紛まぎれに、こう提案するしかなかった。

「――三人で、仲良くしませんか？」




　船に揺られること十数分ばかり。

　風也は当初の予定通り、第九島に降り立っていた。

　もちろん、一人ではない。傍かたわらには仲間が居た。

　二カ月ほど前とは比べ物にならぬほど、来訪者として成長した千紘。

　そして――。

「ほー。ここが第九島か。うち、来るのは初めてじゃねぇ」

　物もの珍めずらしそうに景色を眺ながめている、エルシーである。

　天てん真しん爛らん漫まんといった様子で、元気に明るく振る舞まう彼女とは対照的であるように。

「…………」

　千紘は盛大に頬を膨ふくらませてむくれていた。

「せ、先輩、機き嫌げん直して下さいよ……」

　恐おそる恐る声をかけると、千紘は、ぷい、と顔を背そむける。

「別に機嫌なんて悪くしてないし」

　嘘うそだ。この上なく分かりやすい嘘だ。彼女にしては珍めずらしく、はっきり怒っていた。

（……ううん。選せん択たく、間ま違ちがえたかな）

　時間が経つにつれてそんな不安が大きくなってくる。

　二人を宥なだめる為、「仲良くしましょう」と漠ばく然ぜんとした答えを捻ひねり出した風也だったが、そのせいで色々あって「三人で島を探索する」ということになったのだ。

　あの時はこれ以外の解決法がない、と思ったものだったが、ひょっとすればもっと他にあったのかもしれなかった。

「ここにはどんな魔獣がいるんじゃ？　カザヤ」

　が、エルシーは場の空気などまるで気にしていないようで、能天気に尋ねてくる。

「あ、ああ。大体は他の島にもいるような奴らばっかりなんだけど、期間限定で現れるのも居るって話を聞いてね、今回はそいつらが標的なんだ。大体の生息地は当たりをつけてるから。……エルシーは来訪者になってどれくらい？」

「そうやね。ええと、数カ月くらいじゃったと思うわ」

「ああ、オレと同じくらいか。それなら、ある程度はそっちの判断に任すよ」

「いやいや、なにを言うとる。是ぜ非ひとも、カザヤの手本を見せて欲しいきに！」

　エルシーは首を横に振って、身を乗り出してきた。

「ん？　どういうこと？」

「言ったじゃろ、うちはカザヤに憧あこがれてたんじゃ。疾風迅雷の戦うところを目の前で見せてもらって、参考にさせてもらいたいんや！」

「あ、ああー……そういうことか。まあ、それは別にいいんだけど」

　ちらり、と風也は千紘の方を見る。彼女は未いまだ頬を丸くしながら、

「べーつにー。いいんじゃないのー、津守君の格好良いとこを見せればー」

　と明らかに含ふくみのある言い方をしてきた。まるで子どもだ。

「先輩……エルシーと一いつ緒しよに居るの嫌いやですか？」

　それならちゃんと対応した方がいい、と思って尋ねたが、千紘は少し視線を逸そらして、

「別に、そういうわけじゃないけど……」

「他に理由があったりします？」

「理由っていうか……その……せっかく津守君と二人で探索できると思ったのに……」

　最後の方はぼそぼそと呟つぶやくように言ったので、聞こえ辛づらく、風也は「え？」と聞き返す。

　だが彼女は頬を赤らめたまま、「なんでもない！」と強ごう引いんに話を打ち切った。

「……参ったな」

　どうすればいいんだろう、と困っていた風也だったが、

「そうじゃ！　うち、チヒロの戦い方も見てみたいんじゃ」

　思ってもみないエルシーの発言に、千紘は意外そうに自分を指差した。

「私？」

「そうじゃ！　最近、来訪者の間でチヒロも有名になっとるんよ」

「え？　私が？　なんで？」

「決まっとる。今まで一人でやってきた疾風迅雷の魔剣使いが、チヒロと活動し始めたじゃろ。英雄が認めた相棒じゃて凄すご腕うでの来訪者に違いない言うて、もっぱら話題の的じゃけぇ」

「そ……そうなの？」

　にわかには受け入れがたい、という表情を見せる千紘。が、エルシーが頷き、

「せやから、うち、チヒロも尊敬してたんよ！　是非とも勉強させてつかぁさい！」

「…………そうなんだ」

　それなりに千紘と一緒に居る時間が長い風也には、彼女の気分がみるみる向上しているのが分かった。

「ふ、ふーん。津守君ほどの実力はないけど、そ、そういうことならあれね。何かの糧かてになるかもしれないから……見てもらっても、いいけれど？」

　案の定、長い髪かみを手で払はらい、エルシーの方を向いた千紘は、最大レベルの決め顔をしていた。

「見てもらっても――いいけれど!?」

　更には二回同じことを言う。調子に乗り始めているのは明らかだった。

（……まあ、機嫌が直ったのならいいか）

　結果オーライだ、と風也は苦く笑しようして、島の攻こう略りやくを始めることにした。

「さあ！　エルシーさん！　私についてらっしゃい！　いいこと、ここは第九島よ、未踏破島でないとしても、決して油断してはダメ！　油断、即すなわち、死！　決して単独行動はダメよ!?」

　意い気き揚よう々ようと先を進みながら、千紘は声高らかに言う。物凄く嬉うれしそうだった。

　考えてみれば、新米の来訪者であった彼女が誰かにはっきりと頼られるなど初めての経験だったのだろう。テンションが爆上げになるのも無理もない、と風也は納得した。

「うん、分かったで、チヒロ先生。あと、うちのことはエルシーさんじゃなく、ちゃん付けで良いけぇ！」

「了りよう解かいよ、エルシーちゃん！」

「先生！」

「エルシーちゃん！」

「先生！　先生！」

「エルシーちゃん、エルシーちゃん！」

「先生いいいいいいいい！」

「エルシーちゃああああああああん！」

　なぜか互たがいに呼び合い、その場で抱き合あう千紘とエルシー。

「……また急に仲良くなりましたね、先輩」

　楽しそうだから別にいいけど、と思いつつ、生暖かい気持ちになる風也だった。

「あ、チヒロ先生！　あそこに魔獣がおるよ！」

　エルシーが前方を指差す。確かにそこには、人間とも動物とも違う、異形の化け物が居た。見た目は巨きよ大だいな亀かめに似ている。というかそのものだ。ただ、甲こう羅らの縁ふちに幾いくつもの棘いばらがついていて、尻尾しつぽが大きく、先せん端たんが鉄の塊かたまりのような形と色をしていた。

「お、いきなり出たな。こいつが【武装亀アーマー・タートル】か」

「ひょっとして、この時期にだけ出るっていう魔獣？」

　千紘の質問に風也は頷く。

「情報で聞いていた姿そのままです。話によれば、普ふ通つうの魔獣よりずっと多い経験値がもらえるとか。素材も貴重なので、換かん金きんすれば結構な額になるそうですね」

　ゲームで言えば期間限定モンスターといったところだろう。

「ひとまず、オレが戦いましょう。……さぁ、時の狭はざ間まに迷い出た愚おろかなる者よ。我わが剣けんにて再び眠ねむりへと誘いざなってやろう」

　風也は千紘達たちの前に出て、手を翳かざした。

「……なんかカザヤが変な感じになっとらんか？」

「ああ。あれ、津守君の癖よ。思春期の男子がよくなるんだって。北ほく欧おうにはない？」

「ははーん。そういえば、ネットとかで見たことある気がするなぁ」

「そっとしておいてあげてね。指し摘てきすると恥ずかしがるから」

　しかし背後でこそこそ話されるのが気になって集中できない。

「……あの、ばっちり聞こえてるんでやめてもらえませんか」

　振り向むいて咳せき払ばらいすると、

「ああ！　気にせんでええきに！　疾風迅雷らしくて素す敵てきやと思うわぁ！」

「そ、そうよ！　いつもながらに格好良くてばっちり！　いよっ！　津守節ーっ！」

　エルシーも千紘も満面の笑顔で拍はく手しゆした。

「逆にやりにくいです！　いいですよ、どうせ中二病ですよ、オレは！　もうどうとも思ってません！」

　最近、千紘と行動するようになってから、段々と慣れてきたのだ。というより、開き直ったという方が正しいが。

「さぁ、粛しゆく清せいする！　我が手に現れよ、全すべてを断たち切きる天の武器――蒼そう穹きゆう王おう！」

　言い放つと共に集中すると、目の前に光の粒りゆう子しが集まり、一本の巨大な剣となった。

「おお！　あれがカザヤの御み業わざ【魔ま剣けん】か！　初めて見たけど痺しびれるわぁ！」

「あれだけじゃなくて、他にも色々と持ってるのよ！　その全てに呼び出す時の台詞せりふがあるの！」

「細かいのう！　そういう設定に凝るところも男の子じゃぁ！」

「だからやめて下さいってば！」

　千紘の解説にいちいち感動しているエルシーにやりにくさを感じつつ、風也は蒼穹王を手に取ると、地を蹴った。アーマー・タートルは身構えるように態勢を低くする。

　振り下おろした刃やいばが甲羅へと衝しよう突とつし、鈍い音を立てた。が、少しも通じている様子はない。

「硬っ……！」

　想像以上の強度だ。この蒼穹王は重量がある分、防ぼう御ぎよ力りよくのある魔ま獣じゆうに効果的な破は壊かい力りよくをもっているのだが、それでも通じないというのはよほどのことだ。

　一いつ旦たんわずかな距きよ離りをとった風也を見て、好機だと思ったのか、アーマー・タートルは短い足で地を掘ほり始めた。明らかになにかしらの攻こう撃げきをする前兆だ。

　と思う間もなく――激しい音が鳴り始めた。譬たとえるなら、電動式チェーンソーのスイッチを入れた時のものに近い。

　見れば、アーマー・タートルが持つ甲羅の縁にある棘が高速で回転を始めていた。

「不味まずい――っ！」

　嫌な予感を覚え、風也は咄とつ嗟さに魔剣を切り替かえることにした。

「我が手に現れよ、凍いてつく嵐あらしを纏まとう武器――雹ひよう結けつ王おう！」

　蒼穹王を消し、代わりに青く美しい、細身の刃を持つ剣を呼び出す。柄つかを握にぎって切っ先を突き出すと、途と端たんに近くにある草木が一瞬にして凍こおり付ついた。刃が急冷された空気の膜まくを纏った為ためだ。

「亀なら寒さには弱いはず！　凍てつく王の裁定にて、己おのれの罪を嘆なげくがいい！」

　得え物ものを振るうと空気の膜が真まっ直すぐと放たれ、アーマー・タートルにとりついた。

　が――相手は咄嗟に頭と手足を甲羅の中に引っ込め、防ぼう御ぎよ態勢をとる。更にはそのまま膜が消えるのをやり過ごすと、再び全身を露あらわにし、即座にこちらに向けて猛もう烈れつな勢いで突とつ進しんしてきた。

　風也は慌てて横手に転がることで、それを避さける。しかし、すかさず方向転てん換かんして向かってきたアーマー・タートルによって、一いち撃げきを喰くらってしまった。

　ただそれは、直接的なダメージはなく、刹那で展開されたバリアのような壁へき面めんによって無効化される。来訪者に与あたえられた神の力、守護結界のおかげだ。

　とは言え、風也が右手で空中をなぞるようにすると、表示された横棒のようなゲージが一割ほど減っていた。不用意に受け続ければ、中央大陸に強制送そう還かんされてしまいそうだ。

「結構やるじゃないか。そうでなくっちゃな……！　だったらこうだ！」

　強敵を前にして燃えてきた風也は、再び次の手を打った。

「我が手に現れよ、全てを断ち切る天の武器、蒼穹王！」

　巨大な剣を再び手に取るが、これで終わりではなかった。

「同時励れい起き。我が手に現れよ、罪過を劫ごう火かで薙なぎ払う意志、灼しやく熱ねつ王おうッ！」

　左手に、刃に燃え盛る炎ほのおを宿した剣を握った。

　疾しつ走そうすると、風也はアーマー・タートルからの突とつ貫かんをぎりぎりでかわしながら、二本の魔剣を全力で相手に突き刺さす。切っ先が甲羅にわずかに食い込んだだけだったが、十分だった。

「醜しゆう悪あくな存在に、凄せい絶ぜつにて苛か烈れつなる断罪を！　爆はぜろ、【裂れつ紅こう衝しよう破は】！」

　叫びながら、風也は退たい避ひする。

　刹那――巨大な爆ばく撃げきと共に、アーマー・タートルは砕くだけ散ちるのだった。

「フッ……己が脆ぜい弱じやくさを、神に嘆くがいい」

　クールな台詞とは裏腹に、風也はガッツポーズをとる。

「なんや、今の攻撃はー！」

　エルシーが高こう揚ようしたように両手を握り締めた。

「二本の魔剣を同時に使うスキルでね。一日に使える回数が限られてるのが難点だけど、いざという時には役に立ってくれるんだ」

「おおおおお！　すごいなぁ、さすがカザヤじゃ！」

「いや、それほどでも……って、あれ」

　真正面から称しよう賛さんされて照れていた風也は、ふとあることに気付く。

　草むらから、別のアーマー・タートルが現れたのだ。恐らくは爆ばく発はつ音おんを聞きつけたのだろう。

「何なん匹びき来たって同じだ。オレの魔剣で斬きり伏ふせるのみ……！」

　魔剣を構え、挑いどみかけた風也だったが、

「――待って、津守君！　ここは私に任せてちょうだい！」

　そこで千紘が宣言し、彼女は和弓のような形の武器を呼び出した。

【神しん弓きゆう】と呼ばれる彼女の御業だ。

「津守君の相棒の活躍、見ているのよ、エルシーちゃん！」

「おお！　格好ええなぁ、チヒロ！　これは期待してしまうわ！」

　エルシーが瞳をキラキラとさせながら千紘を見る。

「ふっ……こんな魔獣、私の手にかかればちょちょいのちょいってものよ」

　自分に向けられる尊敬の眼まな差ざしに、千紘は長い髪を手で梳すき、きりっとした顔を覗のぞかせる。ただしその口もとは完全に緩ゆるんでいた。どう考えても、エルシーに良いところを見せてやろうとしているのは明白である。

「気を付けて下さいよ、先輩。さっきは倒せましたが、こいつはオレも初めての奴なので、他にどんな能力を持ってるか分かりません」

「任せなさいって！　丁度この間、新しいスキルを覚えたばかりなのよ。お披ひ露ろ目め会といきましょう！」

　千紘は弓を構え、右手をゆっくりと引いた。すると光が集まり、矢を思わせるような形へと変わっていく。

「さぁ、千紘伝説の始まりよ！　喰らいなさい――【軍ぐん鳥ちよう矢や】！」

　掛かけ声ごえと共に千紘がアーマー・タートルではなく、遥はるか上空に向かって矢を放った。

　すると、一本だったそれは――瞬またたく間まに数十本に分ぶん裂れつし、弧こを描えがいて、一いつ斉せいに相手に降り注いだ。

「うおおおお！　すごい！　さすがチヒロ先生じゃぁ！」

　エルシーが再び興奮する。

　さながら矢の驟しゆう雨うとも言える現象は、全てがアーマー・タートルを直ちよく撃げきした。

　確かに今まで出で遭あってきた魔獣であれば、容易たやすく倒されてしまうほどの威い力りよくだった。

　そして――。

「…………ん？」

　千紘は怪訝な顔をした。

　全てが終わった後、そこにあったのは、アーマー・タートルの甲羅だけである。

　先さき程ほどのように首と手足を引っ込めたのだろう。それだけなら、特に気になるところはなかった。

　ただ一点。

　千紘の矢が、甲羅に突き刺さったまま、停止しているところを除けばだが。

「なにこれ、どうなってるの？　攻撃が通じたの通じてないの？」

　首を傾かしげながら、千紘はアーマー・タートルの様子を確かめるように、近付いていった。

「先輩、離れて下さい！　完全に倒せたと分からない以上、未知の相手に不用意な真似まねは危険です！」

　風也は長年の経験から、嫌な予感を覚えて駆けだす。

「大だい丈じよう夫ぶよ。なんか全然動かないから。余裕で倒しちゃったのかもしれない……」

　と千紘が言いかけた直後のことだった。

　アーマー・タートルが再び太い手足を出し、地面を強く踏ふみしめる。

　どんっ、という鈍にぶい音が発せられたかと思うと――。

　千紘の放った矢が、全て、彼女に向かって反射した。

「えええええええええええ!?　うそおおおおおおおお!?」

　自分の攻撃が自分に返ってくるという異常事態に千紘はパニックに陥おちいり、背を向けて逃にげ出すことしか出来ない。

「我が手に現れよ、嵐巻き起こす死の刃――風かぜ斬きり王おう！」

　そんな彼女とアーマー・タートルの合間に滑すべり込むと、風也は別の魔剣を呼び出して振るった。凄すさまじい衝しよう撃げき波はが巻き起こり、矢を吹ふき飛とばしていく。

　しかし全てを防ぎきることは出来ず、幾つかは守護結界に当たって弾はじけた。ゲージが減ったところを見ると、敵に当たって止まった時点で、御業は相手の攻撃へと変換されてしまったらしい。

（こいつは思っていた以上に厄やつ介かいな相手だぞ。大きさ自体は大したことないけど、能力は第一島なんかの長おさ並だ！）

　更に先ほどの攻撃で守護結界の限界が近付いてしまった。あまり長時間戦うのは命取りと言える。

「チヒロ、今度はうちの出番や！」

　と――そこで、エルシーが飛び出した。彼女が手を翳すと、そこに武器が顕けん現げんする。

　長い柄を持ち、左右の先端にそれぞれ、斧おのと矛ほこを思わせる刃がついていた。

「それが君の御業か、エルシー！」

「そう、【千せん斧ぶ】いう武器じゃけぇ！　便利よこれは！」

　アーマー・タートルがエルシーに向かって突とつ撃げきする。しかし、彼女は千斧を地面に突き出すとそれを支えに高く飛び、身軽にかわした。

　彼女は地面に着地するのと同時に、柄を振り回まわして槍やりの刃を前に突き出す。

　背後から襲しゆう撃げきをかけられ、対応できなかった相手は、真っ直ぐと甲羅の中身を貫つらぬかれた。

「よいしょーっ！」

　更にはそのまま大きく持ち上げられ、中空に放ほうり投なげられたかと思うと、

「ぶち硬かたいもんは、壊こわせばええんやー！」

　エルシーは柄の中央を持つと、千斧を『二つ』に分解した。槍と斧に分かれた御業は、互いが鎖くさりに繋つながれており、彼女は一方を持って一方を振り回し始める。

　投げ縄なわの要領で解き放たれた槍部分は、アーマー・タートルに巻き付き、そのまま地面に叩たたきつけられる。

　激しい音と共に甲羅が砕け、相手はもがき苦しんだ。しかしまだ生きているようで、体を揺ゆするとひっくり返り、態勢を起こした。

「おっとぉ、まだやるんかいや。ほんならとことんやってやるけぇな！」

　エルシーは千斧を元に戻もどすと、再び戦いを挑もうとする。

　しかし、アーマー・タートルもただやられてばかりではなかった。尻尾を振ふり回し、先端にある鉄てつ塊かいで彼かの女じよの動きを牽けん制せいする。

　当たった部分の地面が砕ける威力に、エルシーも容易には手を出せなくなったようだった。が、

「はあっ！」

　彼女は再び鎖を投とう擲てきした。ただし、今度の狙ねらいは本体ではない。尻尾の方だ。

　体の一部を束そく縛ばくされたアーマー・タートルは、動きを制限され、必死に解放されようともがくあまり隙すきだらけになる。

　エルシーが鎖を持って、その場で腰こしを大きく捻った。細身の体からは考えられない程ほどの力で、アーマー・タートルを振り回し始める。

「おどりゃああああああああああ！　トドメめやあああああああ！」

　エルシーが手を離した。凄まじい勢いで相手は吹っ飛んでいく。そのまま、抵てい抗こうするこさえ出来ずに近くの木へと衝突した。轟ごう音おんと共に木が倒れ――間もなく、アーマー・タートルはわずかに痙けい攣れんした後、沈ちん黙もくする。

「どうや！　見たかー！　倒したでー！」

「エルシー、すごいぞ！」

　強引ともとれる技ではあったが、相手が成す術のなくなるほど怒ど涛とうの攻撃は、目を見張るものがあった。

「なにを言うとる！　カザヤも素晴らしかったけぇ！」

「いやいや、エルシーの御業には負けるって！」

「カザヤに比べれば大したもんじゃないけぇ！　うち、惚ほれ直してもうた！　ほんならこれはお互いの勝利じゃ！　コンビの大勝利じゃけぇ！　ぶち嬉しいわぁ！」

　両手を高々と上げるエルシーに、カザヤもまた顔を綻ほころばせた。

「……へぇー。良かったわね」

　が、暗く沈しずんで淀よどみ切った声に、はたと我に返る。

　ゆっくり視線を傾かたむけると、そこには、膝ひざを抱かかえて影かげを背せ負おった千紘の姿があった。

「せ、先輩も良かったですよ。ほら、あいつの能力がどんなものか分かった訳ですし」

　慌てて風也はフォローする。

「そうじゃあ、チヒロがおらんかったら、うちらが同じ目に遭あっとったかもしれん」

　続けてエルシーが言うと、俯うつむいていた千紘は、ようやく少しだけこちらを向く。

「本当……？　私、役立たずじゃなかった……？」

「ないないない！　ないですよ！　そうだよな、エルシー！」

「うん。チヒロも立派に戦っとったけぇ！」

　エルシーは、深々と頷うなずきながら、

「ただ、カザヤに比べると、噂うわさで聞いてたほどのびっくりはなかったなぁ！　あっはっはっは！」

　物もの凄すごく正直な感想を述べた。

「……そうよねきっとそうよねそう思われたと私も感じたわ所しよ詮せん期待外れ失敗して失格になって失望の烙らく印いんを押おされたのよそうだ旅に出ようどこか遠く誰だれも私を知らない土地へ……」

　ますます落ち込んで地面にめり込むのではないかと思うほどに、頭を下げて行く千紘。

「あああああ、もう！　そんなことないですって！　それに先輩はほら、これからの人ですから！　これからの人！」

　このままだと彼女が失しつ踪そうしてしまうという危き惧ぐを抱いた風也は、跪ひざまずいて、元気づけることにした。

「これからの人……？」

「オレだって先輩の頃ころは同じようなものでしたよ！　年季が違うんですから！　先輩がオレと同じくらい経験を積めば、すごい来訪者になれますよ！」

「……そうかしら？」

「そうに決まってます！　寧むしろオレなんか足元にも及およばないくらいになっちゃうかもしれませんよ!?」

「まさか、そんな、そこまでは……」

「いやー、恐こわいなー！　恐いなー、その日が！　きっとオレが先輩に色々教えてもらう立場になってるんだろうなー！　そうなるとグリムヴェリアへ先に召しよう喚かんされた立場ってのものがなくなりそうで、恐いなー！」

「…………」

　千紘は無言のまま、大きな、非常に大きなため息をついた。
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　ダメだったか、さすがにわざとらしかったか、と風也が内心、焦あせっていると、

「……そうね……」

　小さく告げると、千紘は、がばっと顔を上げた。

「そうね！　私はこれからなのよ！　誰でも最初は初心者！　大切なのは積み重ねよ！」

「そ、そうですよ！　その通りです！」

「負けないわよ、津守君！　私もいつか君のように有名になって、格好良いあだ名とかつけてもらうんだから！　四し面めん楚そ歌かの弓使いとか！」

「その意気です、先輩！　頑がん張ばって下さい！」

　その四字熟語は決して尊敬されている感じではないと思ったが、今指摘するとまた元に戻ってしまうかもしれないと、風也はただ、全てを肯こう定ていすることにした。

「そうと決まったら、努力、ひたすら努力よ！　千里の道も一歩から、ローマは一日にしてならず、桃もも栗くり三年、ブロッコリーは八年よ！」

「ブロッコリーは育つのにそんなにかからないと思いますが、その精神が大切です、先輩！」

「あっはっはっは！　さぁ――まだまだ攻略するわよ、津守君！」

　千紘は瞬く間にやる気を取とり戻すと、立ち上がり、意気揚々と歩き始める。

「チヒロ、前向きな人じゃねぇ。うち、明るくて好きやわぁ」

　感心したように腕うでを組むエルシー。

「前向きっていうか、根が単純なだけな気もするけどね……」

　頭が良いのに騙だまされやすい性格というのも変わっているなと思いつつ、風也は彼女に続いたのだった。

「あ！　そういえば、津守君。依い頼らいを受けたって言ってたけど、どんなの？」

　ふと思い出だしたように、千紘が告げてくる。

「えっと、この島に生息している鳥の卵をとってきて欲しいっていうんですよ。滋じ養よう強きよう壮そう効果があるらしくて、病気で体力が落ちたりしてる時に食べると良いんだとか」

「ああ、カモメモドキのことやね」

　エルシーが頷く。それ自体は他の島にもいるので、彼女も知っていたのだろう。すると、千紘は小首を傾げた。

「カモメモドキ？　カモメに似てるの？　そんな卵くらい、楽勝で持って帰れそうね」

「まあ、字じ面づらだけ聞けばそう思えるんですが」

　風也は足を止めた。上の方を指差す。

「意外と、そうでもないんですよね」

　何かが羽ばたく巨大な音と共に、場に居た全員が風圧を受けた。

　上空を、カモメに似た鳥が飛んでいる。

　ただしその大きさは段だん違ちがいだった。ざっと数メートル以上はある。

「いや、でっか!?　あんな鳥の卵を運ぶの!?」

「そうです。で、卵があれです」

　指を差す方向を変える風也。そこには巨きよ木ぼくが聳そびえており、頂点に枝を複雑に組み合わせた円形状の何かがあった。カモメモドキの巣だ。

　中央には、三つほど、冗じよう談だんみたいな規模を持つ白くて丸い物体が鎮ちん座ざしていた。

「はー。そりゃ鳥がああなんだから、卵だってそうよね。……あれ、持てるの？」

「まあ、ギリギリなんとかなりますよ」

「ただカモメモドキの場合、卵の大きさだけが問題じゃないけぇ」

　エルシーは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「なに？　カモメモドキが追いかけてくるとか？」

「そっちは大だい丈じよう夫ぶです。カモメモドキは餌えさを探しにいくとしばらく、自分の巣には帰ってこないんで。今行くところですね」

　風也が言って間もなく、巣に立っていたカモメモドキが、いずこかへと飛び立っていった。

「ホントだ。じゃあ、何も問題ないんじゃない？」

「……だといいんですが。まあ、とりあえず、とってきます」

　巨木に近付くと、風也は足をかけた。グリムヴェリアに来ると、同時に身体能力も幾らか上がる。先ほど、エルシーがアーマー・タートルを放り投げられたのもそのおかげが大きいはずだった。故ゆえに今回も、するすると頂上まで登っていける。

　巣に上がると、卵の一つを、両手に抱えた。それなりに重いが、持ったまま動けないわけではない。

「カザヤー、こっちやー」

　地上の方からエルシーが声をかけてきた。見下ろすと、彼女は周辺の草を集めて来て、クッションを作ってくれている。ありがたいと思いながら、風也は卵から手を離はなした。

　虚こ空くうを落下していく卵は、無事に柔やわらかな草に包まれる。

「うん、上手うまくいったわね！　じゃあ、後はこれを虫むし籠かごに入れればばっちりってことね」

「いや、そういうわけにもいかないんですよ」

　風也は木から降りながら言った。

「この卵、ショックを受けたり、硬い物に触ふれると途端に割れてしまうので、虫籠に入れることが出来ないんです」

「そ、そうなの!?」

「ええ。草や巣みたいな物に包まれていたり、手で持ったり抱えてる分にはいいんですけど。泥どろみたいなところでなければ、地面に置くだけでもうダメです。虫籠も容器と言えばそうなので。以前に入れたところ、出した時に割れてることが続きまして」

「はあ……随ずい分ぶんと面めん倒どうな代しろ物ものなのね」

「藁わらに包つつんでから入れたこともあったんやけど、どうしても中でぶつかってしまうんか、それでもあかんかってなぁ。おまけに中身が出るとすぐダメになってしまうけぇ。直接運ぶしかないんよ」

　エルシーが肩かたを竦すくめた。

「割と難しい仕事なんで、報ほう酬しゆうが良い割に来訪者の中でもやり手が少なくて」

　今回、どうしてもと懇こん願がんされた為、風也も引き受けたのだった。

「はー。なるほど。だったら、交代で運びましょ。聖域にある街までは行けばいいのよね？」

「そうですね。とりあえず、向かいましょうか。面倒なことが起こらない内に」

「面倒なこと……？」

　千紘が不思議そうにしたところで、異変が起こる。

　遠くにある木々が、ざわざわと揺れ始めたのだ。

「カザヤ、来たようじゃけぇ」

「もう嗅かぎつけたのか！　早いな……先せん輩ぱい、急ぎましょう！」

　風也は卵を抱えこんで、走り始める。

「なになに、なんなの!?　なにがくるの!?」

　エルシーと共についていきながら、訳が分からなくなっている様子の千紘へ、風也は端たん的てきに言った。

「後ろを見て下さい！　いますから！」

　視線を背後へと向けると、やはりというべきか、そこに居る。

　円えん筒とう形けいをした、灰色の、ぶよぶよとした塊だった。上部分からはミミズにも似た触しよく手しゆが幾つも出ており、それぞれ不規則にうねっている。

　大きさは象ほどもあり、うごめきながら、どういう仕組みか凄まじい速さで追いかけてくる。

「うわあ!?　なにあの、気持ち悪いの！　なんていうか……いや、なんていうか、あれ、なに!?　たとえが見つからないレベルで不気味なんだけど!?」

　千紘が悲鳴を上げた。

「【不定形の影アンノウン・シヤドウ】って呼ばれててな、魔獣なんじゃが、カモメモドキの卵が好物なんよ！　やけど、あの体じゃ木に登れないから、来訪者が運んでるやつを嗅ぎつけて、狙ってくるんじゃけぇ！」

「少しでも接近されたら触手で卵を奪うばわれますからね、気を付けて下さい！」

　エルシーと風也からの解説に、千紘は青ざめつつ、

「ああ、もう、面倒なことってこのこと!?　鬱うつ陶とうしいわね――！　あっち行け！」

　自らの御業を生み出すと、弓の弦つるを引ひき絞しぼって、矢を放った。

　光の矢は真っ直ぐと飛んで、アンノウン・シャドウの体を直撃する。

　が――ぼよん、という情け無い音を立てるだけで、傷一つさえつけることなく、それは消え去った。

「み、御業が効かない!?　どうなってるの!?」

「無理です、先輩。あいつの体は全ての攻撃を無効化します！」

「じゃあ、倒たおせないっていうこと!?」

「いえ、数分に一度だけ、弱点が露出するんです。そこを狙うしかありません！」

　風也が千紘と会話している内に、アンノウン・シャドウがこちらに向かって触手を伸のばしてくる。

「カザヤ！　こっちじゃ！　こっちに渡しぃ！」

　エルシーが両手を広げた。

「よし、頼たのんだぞ！」

　風也は卵を放り投げた。宙に弧を描いたそれを、エルシーは見事にキャッチする。

「ナイス、エルシーちゃん！」

　千紘に拍手され、エルシーは嬉しげに微笑ほほえむ。

　風也は何の能力も無い魔ま剣けんを呼び出して、迫せまりくる触手を斬り落とした。

　しかし相手はすぐに別の触手を体の中から生やし、エルシーへと向かわせる。

「エルシーちゃん、次、私！」

「ほいよっ！」

　卵を投げられ、千紘はなんとかそれを受け止めた。代わりにエルシーは御業で触手を追おい払う。

「うふふふ、この韋い駄だ天てんの千紘を捕つかまえてごらんなさーい！」

　卵を持ったまま、千紘が無む駄だにキラキラしたような笑え顔がおで、アンノウン・シャドウを翻ほん弄ろうした。

「先輩、古いラブドラマじゃないんですから！　遊ばないで下さいよ！　あと韋駄天って呼ばれてたんですか!?」

「だって、こんな思いっきり走ることなんてないから、なんだか楽しくなってきて！　あと韋駄天は適当に言いましたごめんなさい！」

　そんなことだろうと思った、と風也が苦笑していると、相手の触手が今度は千紘に狙いを定めた。

「ふっ、そうはいかないわよ！　はいーっ！」

　千紘が華か麗れいに跳ちよう躍やくし、触手の先が空を切る。

「おお！　見事じゃ、チヒロ！　いや、チヒロ先生！」

　感動しているエルシーに、千紘は、ふふん、と自慢げに鼻を鳴らした。

「いいこと、エルシーちゃん。蝶ちようのように飛び、蜂はちのように刺し、ダンゴムシのように転がる。それが理想の戦いというものよ！」

「いや最後のは割と格好悪いように思えるんですが!?」

「泥に塗まみれない勝ちなんて、勝ちとは言わないのよ、津守君！」

　説得力があるような、まるでないような、微び妙みようなところだ。

　風也が戦法というものについて改めて想おもいを馳はせていると、

「何度やっても無駄よ！　はいーっ！」

　千紘が、再度襲おそい掛かって来た触手を跳とんで避けた。

　が――彼女に近付いていた触手が求めていたのは卵ではない。

　先端が千紘の足首に絡からむと、彼女を思い切り宙へと持ち上げた。

「ちょっ……きゃあああああああ！」

　これは予想していなかったようで、絶ぜつ叫きようする千紘。

「先輩！　この……！　風斬王！」

　風也は呼び出した魔剣で衝撃波を飛ばし、触手を切り飛ばした。

　そのまま踵きびすを返かえして走ると、落ちてくる千紘を受け止める。

「大丈夫ですか、先輩！」

「え、ええ、なんとか。守護結界が発生しなかったわね」

「相手に直接的な攻撃の意志がなかったからでしょうね。あのまま地面に叩きつけられそうにでもなったら発動したでしょうが」

　ともあれ、卵も問題ないようだ。千紘の腕の中にきちんと存在していた。

　ただし、アンノウン・シャドウには追いつかれてしまう。

　千紘を下ろしたところで、すぐ目の前に、不気味な塊が聳え立たっていた。

　今逃げようとすれば、先程の千紘と同じ目に遭って、今度こそ卵を奪われてしまうだろう。

「どうするの？　津守君」

「戦うしかありませんね。ただ、丁度いいです。そろそろ、時間ですから」

　風也が予想した通り――アンノウン・シャドウに変化が訪おとずれた。

　体のある部分辺りが震ふるえると、上下に開いたのだ。

　中から垣かい間ま見みえたのは、巨大で血走った目玉だった。

「うわ。気持ち悪い物の中から気持ち悪い物が出た！　全然意外性がないわよ。ギャップ萌もえを狙いなさいよ！」

「魔獣にエンタメを求めないで下さいよ。大体、出たのがまつげばっちりのつぶらな瞳ひとみだったら、それはそれで嫌いやじゃないですか！」

「確かに！　想像しただけで寒気が走りそう！」

「ともかく、あれがアンノウン・シャドウ唯ゆい一いつの弱点です。あそこを突つけば一発で倒せます！」

　ただし、目玉の露出している時間は限りなく少ない。再び閉じてしまえばまた数分間は待たなければならなかった。

「っていうかなんで弱点をわざわざ晒さらすの？」

「分かりませんが、魔獣にも魔獣なりに理由があるんでしょう。先輩だって目玉突かれたらやばいけど、ずっと閉じながら生活も出来ないですよね」

「はっ。そ、それもそうね！　冴さえてるわ、津守君！」

　適当に言っただけのことで褒ほめられても、割と複雑な気持ちになるな。風也は思いつつ、攻撃を開始することにした。

　手に持っていた魔剣から衝撃波を飛ばす。空気を切り裂さきながら、不可視の刃が魔獣の目玉を狙った。

　が、防がれる。相手は触手を寄り集めると壁かべのようにして、風を凌しのいだのだ。

「くそっ……っ！　そう簡単にはいかないか！」

「……待って、津守君。いいこと思いついたわ！」

　千紘が不敵な顔をして、立ち上がった。と、そこへ、

「おどりゃああああああああああっ！」

　二人の様子を見て戻って来たらしきエルシーが、跳躍と共に千斧を振りかぶる。ただ、刃はやはり、触手によって防御されてしまった。それ自体は切断されたものの、弱点には届かない。

「いけんか！　中々やるなぁ！」

「いえ、ちょうどいいわ！　エルシーちゃん、これを受け取って！」

　千紘がエルシーに向けて卵を投げる。直後に御業を呼び出して、構えた。

　アンノウン・シャドウは触手を斬られたばかりで、次手の用意をするのに手間取っている。目玉までの線が完全に無防備な状態になっていた。

「そうか、そういうことか。素す晴ばらしいです、先輩！」

　千紘の考えを理解した風也が称賛すると、彼女は微笑みながら矢を放とうとして、

「――ええっ!?」

　次に愕がく然ぜんとなった。

　相手は、ようやく生みだした触手を、千紘ではなくエルシーへと向かわせたのだ。卵を受け取ろうとしていたエルシーは、攻撃をまともに受けた。守護結界のおかげで直接のダメージはなかったが、彼女が反射的に目を瞑つぶって固まったせいで隙が出来、卵を絡めとられてしまう。

「ああ、もう、こざかしいっ！」

　しかし、千紘は諦あきらめなかった。そのまま走ると、地を蹴けって、エルシーとアンノウン・シャドウの間に入ったのだ。

　卵とは別に、千紘に向けて放たれる触手。彼女は恐おそれることなく、矢を打った。

　虚空を駆かけ抜ぬける攻撃の意志が、触手の間を華麗にすり抜けていく。

　直後――それは、目玉へと見事に突き立った。

　いわく表現し難がたい叫さけびが迸ほとばしる。アンノウン・シャドウの断だん末まつ魔まだった。

　体から薄うすい煙けむりを上げると、塩をかけられたナメクジのように、触手と胴どう体たいが縮んでいく。

　束縛から解き放たれた卵は落下したが、千紘によって受け止められた。

「よし。一丁上がり！」

　着地した千紘は、安あん堵どを思わせる息をつく。

「おおおおお！　チヒロ、すごいわぁ！」

　エルシーが子どものように目を輝かがやかせながら、千紘に近寄った。

「見事な腕うで前まえじゃけぇ！　カザヤの相棒だけあるねぇ！　うち、感動してもうた！」

「あっはっは、やーねぇ、そんな大したことでもないわよ。これくらい、津守君に付き合ってたら日にち常じよう茶さ飯はん事じなんだから」

　照れくさそうにする千紘だったが、エルシーは尚なおも続ける。

「なにを言うとる！　見事な状じよう況きよう判断と、見み惚とれるくらいの実行力じゃけ！　チヒロはやっぱりカザヤと同じで一流の来訪者やね！　なぁ、カザヤ！」

　同意を求められて、風也は頷いた。

「ええ、オレもそう思います。初めて島に来た時とは比べ物にならないですね。さすが先輩は成長が早いです」

　これは自分もうかうかしていられないなと、本気で思った程だ。

「そ……そう？　そんなに？　そんなにだった？」

　二人から褒められると、さすがに千紘も素す直なおに受け取ることにしたようで、頬ほおを赤らめながら訊きいてきた。

「うん、最高じゃけぇ。チヒロ、うちにもっと学ばせて欲ほしいわ！」

「あ、あはははは。いやぁ、嬉うれしいわね。熟練の津守君やエルシーちゃんにそう言われると。よーし、それじゃあ、もっともっとこの島を探たん索さくしましょうか！」

「おお！　ついていくでぇ、チヒロ！」

「おー！　ついてきなさーい、エルシーちゃん！　第九島なんて、私にかかればちょちょいのちょいよ！　えいえい、おーっ！」

　千紘は、気合を入れるように、両手を振り上あげる。

「ちょ、先輩!?」

「ん？　なに？　津守君」

　きょとんとした後で、千紘は「……ああ!?」と事の次し第だいに気が付いたようだった。

　彼女の後ろへと、放物線を描きながら、落ちて行く物がある。

　先程まで持っていた、カモメモドキの卵だった。

「あああああああ！　た、卵おおおおおお！」

　急いで追いかけた千紘だったが、時は既すでに遅おそい。

　あれだけ苦労して確保した卵は、哀あわれ、地面と接着した。

　ぐしゃり、という小さな音が鳴り、中身がどろどろと零こぼれ始める。

「あああああああああああああ」

　千紘が嘆なげきと共に崩くずれ落おちた。

「……やっちゃいましたね」

　なんと声をかけていいか分からず、風也は頬を掻かく。

「ご、ごめんなさい、ごめんなさいい！　私が！　私がうっかりでダメでどうしようもないグズの間ま抜ぬけ野や郎ろうだからぁぁぁ！」

　千紘はこちらに向き直ると、必死で頭を下げた。

「い、いいですって、また取りに行けばいいんだから。気にしないで下さい！」

「そうじゃけぇ。気にせんでええよ！」

　風也に続いて、エルシーもフォローしたが、

「まあ、さっきカッコ良かっただけに、全部台無しやけどな！　あっはっはっは！」

　笑顔で千紘に止めを刺さした。

「はあああああああああああああん」

　千紘は地面に突っ伏ぷして脱だつ力りよくする。

「こ、こら、エルシー、そういうこと言っちゃダメだって！　先輩、大だい胆たんの様に見えるけど繊せん細さいなところもあるんだから！」

「ん？　うち、なんか要いらんこと言うてもうた？」

　風也の注意にも、不思議そうな顔をするエルシー。全く悪気はないようだった。

「……と、とにかく、先輩、元気出しましょうよ。まだまだここから、挽ばん回かいできますって！」

　千紘の傍そばに蹲うずくまり、風也はどうにか彼女を立ち直らせようとする。

「本当……？　こんなうっかりでダメでどうしようもなくて愚ぐ図ずでのろまで間抜けだけど何事にも一いつ生しよう懸けん命めいなところのある私が……？」

「なんで最後だけちょっと長所を持ち出してきたのか分かりませんが、そうです、大丈夫ですって！　前向きに行きましょうよ、前向きに！」

「……そう、そうかな。うん。そうよね。落ち込んでたって始まらないわよね」

　段々と調子を取り戻してきた千紘は、頭を振って、立ち上がった。

「よ、よぉし！　へこたれないわよ、津守君！　今度こそ、今度こそやってやるわ！」

「その意気ですよ、先輩！　ファイトです！」

　風也が応おう援えんすると、千紘は深く頷く。

「さあ、卵を取りに行きましょう！　私が責任をもって運ぶわ！」

　堂々とした態度で、カモメモドキの木に向かって歩き始める千紘。

　その後ろ姿に、風也は胸を撫なで下おろした。

「カザヤも大変じゃのう、色々と」

　エルシーが、同情気味に言ってくる。

「……まあ、オレもああいう先輩の方が好きだから」

　答えながら、風也は少しだけ口元を緩ゆるめた。




　それから風也達たちは、どうにか卵を再度とった。加えてアンノウン・シャドウの襲しゆう来らいを掻い潜くぐりつつ、納品することに成功する。

　しかし、島の攻こう略りやくをまた始めたものの――結局、千紘はそれからも、大した活かつ躍やくは出来なかった。

　第九島の魔ま獣じゆうは他ほかよりも強い上、そもそも彼女は来訪者になって間もないのだから、当然の話だ。

　ただ、当人的には納なつ得とくいっていないらしく、港に帰き還かんしてからもむくれていた。

「むー。理り屈くつでは分かっていても、二人の戦いについていけないのは悔くやしいわねぇ」

　千紘もそれなりにこちらの世界に馴な染じんでおり、ある程度の自信が出来ていたはずだ。故にこそ、余計に不満なのだろう。

「まあまあ。もっと強くなれば第九島だって余よ裕ゆうで攻略できるようになりますよ」

　風也は手にもった【虫籠】を、宙に放った。中に封ふう印いんしたアーマー・タートルや他の魔獣達たちは、第九島にある聖域で換かん金きん済みである。

「そうじゃあ。それに、チヒロとカザヤの戦いは面白おもしろくて、興味深かったけぇの」

「ん？　そう？　私も？」

　自分を指差す千紘にエルシーは頷いた。

「一人ずつでやっている時とはまた違ちがっていたけぇ、なんか変わってたわ。うちも他の人と組むことはあったけど、それとはちょっと違うんよ」

「へえ……あんまり意識してなかったけど」

　千紘がこちらの方をちらりを見てみる。しかし風也としても同じなので、首を傾かしげるだけだった。

「カザヤと組んだらうちもああなれるんかのう。やってみたい気がするわ」

「はは、機会があったらな。それはそうと、ちょっと春はる鐘がね亭ていにでも寄ってみる？」

「春鐘亭って、ああ、なんかちっこい子が店員やっとるところじゃろ。うちが常連にしてるところとは離れてるけぇ、あんまり利用したことはなかったけど、ええとこなん？」

「とっても良いところよ。料理は美味おいしいし、そのちっこい、ニーナって子が可愛かわいいし！　なんていうか、色んな意味で！」

　千紘の力説に、エルシーは「ほー」と興味のありそうな顔をして、

「ほんなら、行ってみようか。楽しみじゃ」

　と賛成した為ため、三人は春鐘亭へと向かうことにする。

　大きな通りを歩くといつもの看板が見えてきたので、店の扉とびらを開いて中へと足を踏ふみ入いれた。

「いらっしゃい。おお、カザヤか」

　カウンターでグラスを磨みがいていた店主、バドがにこやかに出で迎むかえてくれる。すると、

「カザヤさん！　いらっしゃいませです！」

　他の客の注文を受けていた金色の髪かみを持つ幼い少女、ニーナが、飛ぶようにやってきた。

「おーい、ニーナちゃん、オレまだ何も頼んでないんだけど」

　男性客が声をかけると、ニーナは振り返り、

「じゃあ、本日のおすすめでいいですね！」

「いや、なんで決められるんだよ!?　おすすめにしようと思ってたけど！　なんか嫌だわ！」

「いいじゃないですか！　カザヤさんが来てるんですよ!?」

「だからなに!?　どういう理由!?」

「ああ、もう、なんですか！　早く決めて下さい早く！　早く早く！」

　取って返すと、ニーナはその場で地じ団だん駄だを始めた。

「こら、ニーナ。客を差別するな」

　しかしバドから叱しかられると、「むうううううう」と唸ることで最大限に不服を訴えながらも、大人しくなる。

「あれがニーナなん？」

　一通りの様子を眺ながめていたエルシーが、囁ささやくように尋たずねて来た。

「そうだよ。看かん板ばん娘むすめってやつだな」

「津守君が大好きで、ついさっきみたいなことしちゃうのよね」

　千紘の説明にエルシーは「ふーん」と相あい槌づちを打ち、呟つぶやく。

「カザヤは人気があるんやねぇ。こりゃ、ライバルが多くて大変そうじゃあ」

「なにか言ったかしら？　エルシーちゃん」

　が、千紘が訊いても彼女は「んーん。なんでもないわ」と首を振って、

「それじゃ、カザヤ、空いてる席に座すわろうか」

　と躊躇ためらいなく、自分の腕をこちらのそれに絡めてきた。

「ええ!?　お、おい、エルシー！」

　慌あわてた風也に、エルシーは小首を傾げる。

「どしたん？　ええやないか、気にすることはないわ。北ほく欧おうでは当たり前のことよ」

「そ、そうなのか!?　そう言われるとそんな気もするけど……」

　何分とこちらは外国の知識などまるでない。ただ、恥はずかしいことは恥ずかしかった。

「で、でも、日本じゃなんていうか、こういうことは、好意を持った人にしかやらないし」

「ふーん……。ほんなら、何の問題もないね」

　こう言えば離れてくれるだろうと思ったが、なぜかエルシーはますます密着してくる。

　頬を赤らめながらも、嬉しそうに顔を綻ばせる。

「だって、うち、カザヤに好意あるからね」

「ええ!?」

「川で溺おぼれてたところを助けてくれて、一いつ緒しよに冒ぼう険けんもしてくれたんや。嫌きらいになるわけないやろ？」

「あ……そ、そういうことか。いや、オレもエルシーのことは嫌いじゃないけど……」

　困ることは困る。風也がどうすればいいかと迷っているのを見て、エルシーは笑えみを深めた。今の状態をどこか楽しむように。

「こら、問題あるわよ！　離れなさい！」

　と、そこで、千紘がぐいぐいとエルシーを引っ張った。

「ん？　うちがカザヤと腕組むのにどういう問題があるんや？」

「え、えーと、それは……その、破は廉れん恥ちじゃない！　人前で！」

「北欧では別に誰も気にしないけぇ」

「ここはグリムヴェリアよ！　ダメだってば！」

　千紘は無理やりにエルシーを離すと、風也を自分の元に引っ張ってきた。

「あ、そうはいかんで！」

　負けじとばかりに、エルシーも引っ張り返す。

「ちょ、ちょっと！　もう、この子は！　どうして津守君のことになると意固地になるのよ！」

「それはチヒロだって同じじゃけぇ！」

「いや、二人とも、ちょっと落ち着いて……」

　何の争いだか分からなくなってきていたので、風也が宥なだめようとしていると、

「あああああ！　なにしてるんですかー！　チヒロさんに知らない人までー！」

　ニーナまで参加してきた。彼かの女じよはエルシーにくっついて、抗こう議ぎし始める。

「風也さんと何かしようとするなら、ニーナに許可をとってくださいー！　というか誰だれなんですか、あなた！」

「うちはエルシー！　そんな決まりないやろ？」

「あります！　ニーナの認にん証しようを受けた人しかカザヤさんにはくっつけないんです！　そしてニーナもカザヤさんの認証を受けた人しかくっつけません！」

「え、だったら、津守君に認めてもらえれば私、ニーナちゃん触さわり放題ってこと!?　津守君、許可下さい！」

　突とつ然ぜん、千紘が関係のないところに反応した。

「ダ、ダメです！　カザヤさん、許可出しちゃダメですよ!?」

「いや、出さないけど、そういうことを言ってる場合じゃないんじゃ……」

「さー、カザヤ、うちの隣となりに座ればええんよ」

「だからダメですってばー！　チヒロさんも止めて下さいー！」

「津守君！　一回！　一回だけでいいから許可ちょうだい！　それでいいから何もしないから！」

「それなにかする奴やつの台詞せりふですって！　前にも言いましたよね!?」

「ニーナちゃん、注文……」

「今日は本日のおすすめ以外認めません！」

「カザヤー、こっちじゃけぇ」

「こら、だからくっついちゃダメだってば！」

「ニーナの許可をとって下さいいいいい！」

「ああ、もう、いいから皆みな、一いつ旦たん静かにして！」

　状況が非常に混乱してきた為、風也は大きく手を叩たたいた。

「オレ達、休きゆう憩けいする為に来たんだから、そうしましょうよ。余計疲つかれてどうするんですか」

　その言葉で千紘達たちは、ようやく平静さを取り戻もどしたようだ。

「……それもそうね。我ながら取り乱していたわ」

　千紘が耳まで真っ赤にして軽く咳せき払ばらいすると、エルシーも肌はだを朱しゆに染めた。

「そ、そうじゃねえ。あかん、あかん。あっはっは」

　誤ご魔ま化かすように朗ほがらかに笑いつつ、着席する。

「ニーナ、ごめん、果実水を三つ」

　風也が注文すると、未いまだエルシーにしがみついていたニーナは、慌てたように距きよ離りをとった。

「あ、わ、分かりました！　お父さん、果実水―！」

　手を振ふりながらカウンターへと戻っていく。

「すみません、バドさん。お騒さわがせしまして」

　頭を下げた風也達に、バドは「なんの。カザヤも大変だな」と笑って手を振った。

　それぞれが席につき、ニーナが届けに来た果実水を受け取ると、ようやくまともな会話を始める。

　しばらくの間は今日の戦果や、互たがいに今までやってきたことなどで盛り上がっていた。

　だがそれもひと段落したところで、千紘が不意に尋ねる。

「そういえば、エルシーちゃんは日本の文化に興味があるのよね。見たいものは見れた？」

　エルシーは二杯はい目の果実水を一口含ふくんだところで、

「んー、そうじゃねえ。最初はパパに案内してもらったんやけど、色々忙しいけぇ、あんまりやわ」

「ふうん。せっかくの機会なのに、それは残念ね」

「そうなんや。……あ」

　と、そこで、何かを思いついたように、エルシーが口を開く。

「そうや。カザヤ、チヒロ、良かったらうちに日本を紹しよう介かいしてくれんかなぁ？」

「ん？　オレ達に？」

　風也が首を傾げると、エルシーは頷うなずき、

「気になるもんが色々あるんじゃけど、日本のことはまだよく知らないから、行き方がよく分からんのよ。もし二人の都合が良かったら、という話なんじゃけど……」

「や、オレは別に構わないけど……先輩はどうですか？」

「うーん。そうねえ」

　千紘は眉間に皺を寄せて考え込んだ。家の事情が事情だ。難しいかもしれないな、と風也は思っていたが、

「……まあ、明日ならなんとかなるかも。今日に続いて、父は会社に行っていて居ないから」

「そうなんか！　うちも明日で問題はないけぇ、なら、二人に案内して欲しいんじゃけど！」

「先輩が大丈夫ならオレもオッケーだよ。でも、気になるものってなんなんだ？」

「シロじゃ！」

　聞いてすぐに脳内変へん換かんが出来ず、風也は「シロ？」と鸚おう鵡む返しにしてしまった。

「シロって、ええと、お城のこと？　江え戸ど城じようとか」

　が、千紘の確かく認にんで、そういうことかと合が点てんがいく。

「そう、城じゃ。日本の城が見たいけぇ、連れていってくれんかなぁ？」

「どうしてお城に興味があるの？」

「パパが日本の時代劇が好きで、うちも小さい頃ころから一緒に観みてたんや。そこで出てくるお城が格好良くて、ずっと実際に目にしたいと思ってたんじゃけぇ！」

　なるほど、と納得しつつも、風也は千紘と顔を見合わせた。

「城……オレ達の住んでる街にありましたっけ？」

「いや、どうだったかしら。私は知らないけど」

　そんなものがあるなら小学校の時などに社会見学で行っていてもおかしくはないのだが、覚えがない。ということは、そもそもが存在していないのだろう。

「え、日本って城がどこにでもあるものやないん？」

「さすがにそこまでは。オレ達の街に無ければ近くにあればいいんだけど……」

　風也が首をひねると、千紘も唸うなった。

「ぱっとは出てこないわね。困ったわ……ネットで検けん索さくしてみるって手あるけど、いっそ誰かに聞いてみるとか？」

「誰かって、グリムヴェリアの人達は無理だろうし、そうなると……あっ」

　脳のう裏りに浮うかんだ人物に、風也は手を打つ。

「琴こと蕗ぶきだ！　琴蕗に訊いてみてはどうでしょう」

　琴蕗泉いずみ。風也達と同じ、日本から召しよう喚かんされた来訪者で、二人共通の知り合いだった。

「ああ。琴蕗さんならいいかもね。彼女、作家を目指してるんでしょ？　私達より知識が豊富そうだし」

　千紘も同意するように頷き、ニーナを呼んだ。

「ニーナちゃん、今日、琴蕗さんを見なかった？」

「イズミさんですか？　それなら、さっき、買出しに出た時に中央広場の方で見ましたよ。カザヤさん達が店に来る少し前だから、まだいるかもしれません」

「よし。そうと決まれば善は急げだ。バドさん、お勘かん定じようして下さい。ニーナ、また来るよ」

　風也はエルシーや千紘が自分の分を出そうとするのを制し、お代を置くと、席を立った。

「すまんなぁ。カザヤ、イズミっていうのは知り合い？」

　エルシーの質問に、風也は店を出ながら答えた。

「そう。こっちで出来た友達だ。頼たよりになるよ」

　風也達三人は、急ぎ、レアンカスの中央広場へと向かう。

　多くの人で賑にぎわう中――果たしてそこに、見覚えのある姿を見つけたのだった。

「琴蕗―っ！」

　手を振ると件くだんの人物がこちらを向く。特とく徴ちよう的てきな尖とがった目を瞬またたかせて口を開いた。

「あれ、カザヤ？　久ひさし振ぶりじゃない」

　泉は昼食の途と中ちゆうだったのか、手にもった残り少ないサンドイッチをたいらげてから、こちらに近付いてくる。

「チヒロさんも、こんにちは」

「こんにちは！　ねえ琴蕗さん、今、時間ある？」

「あるけど、どうしたの？……なんか、あたしが知らない子もいるみたいだけど」

　千紘に答えながら、エルシーに視線を移す泉。

「初めてまして！　うち、エルシーいうけぇ、よろしゅうな」

「……はじめまして。琴蕗泉よ」

「イズミって呼んでええやろか？」

「まあ、構わないけど……ちょっとカザヤ」

　風也の服の裾すそを引っ張ると、泉は囁き掛かけてきた。

「なに、この、個性が爆ばく発はつしたような子。外国人みたいだけど、なんでこんなになまってんの？」

「いや、それがオレも分からなくてさ」

　事情をかいつまんで説明すると、泉は顔中に浮かべていた疑ぎ問もん符ふを、大体の数、減らしてくれた。

「……はあ。グリムヴェリアもいまいち分かんないところね。別にいいけど。それで、何の用？」

「イズミ、オシロって知っとる!?」

　エルシーが興奮した様子で問とい掛ける。

「オシロ？　オシロって、ああ、あの、王様とか殿との様さまとかが住む？」

「合ってるわ！　合ってるけど、ダメよ、琴蕗さん！」

　びしっと千紘から指差されて、泉は眉まゆを顰ひそめた。

「なにが？」

「そこはちゃんとボケないと！　エルシーちゃんがせっかく、オシロ、なんていう違う意味にもとれることを言ってくれているのだから！　活いかさないと勿もつ体たいないでしょ!?」

「え、いやなんで？　普ふ通つうに答えたらダメなの？」

「ダメよ！　会話の発展というのはキャッチボールなのよ!?　相手が良い球を投げてきたら、こっちも見合った返球をしないと！　琴蕗さん、作家志望なんでしょ！　普通の対応してたらダメじゃない！」

「無む茶ちや苦く茶ちやな理論言い出したな、この人……」

　作家でも普ふ段だんからこねくり回した言い方などしてない気もする。風也とてそういった知り合いが居るわけではないので、否定はできないが。

「うっ……痛いところついてくるわね。分かったわよ。お城、お城……オシロってあれ？　京都の舞まい子こさんとかがつけるやつ？」

「それはオシロイやーんっ！」

　すかさず手の甲こうで泉の肩かたを叩く千紘。次いで、きりっとした顔をしながらこちらを見てきた。

「何を求めてオレにどや顔をしているのかは分かりかねますが、正直、評価的にはさほどでもないかと思います」

「はうっ！　さ、さすが津守君、えぐりこむような意見を言うじゃない。さすが私の認めた子よ……」

「いや、あの、これ、あたしもとばっちり受けてない？　なんか無む茶ちや苦く茶ちや恥はずかしいんだけど」

　赤らめた顔を手で隠かくす泉に、風也はなぜか「ごめん」と謝あやまった。

「なあ、今のはなに？　日本人の挨あい拶さつかの？」

　エルシーが千紘と泉を交こう互ごに見比べながら、好こう奇き心しんを剥むき出しにする。

「違うから。っていうか、話が進まないでしょ。お城ってなによ」

　泉が額を押おさえてため息をつくのに、風也は苦く笑しようした。

「ああ、エルシーに日本を紹介しようと思ったんだけどさ。お城のあるところを知らないかって言うんだよ。でもオレや先せん輩ぱいの住んでる街にはないから、琴蕗なら知ってるかなって」

「別にあたしに尋ねなくても、ネットで調べりゃいいでしょ」

「そうやってコミュニケーションを断絶していったからこそ、現代の殺さつ伐ばつとした人間関係が生まれてしまったのよ、琴蕗さん！」

　力説する千紘に、泉は冷めた目を向ける。

「時代の在り様っていうのは文明の発達に合わせて変わっていくものよ。だから現代がそうなら、なるべくしてそうなっただけで、別にいいんじゃないの？」

「なっ……!?　ここでそういうこという!?　いつからそんな子になっちゃったの、琴蕗さん！」

「先輩、ややこしくなるから少し大人しくしてて下さい」

「津守君まで！　これが現代の闇やみね……」

　ふう、と嘆くように首を振る千紘。が、彼女はすぐに気持ちを切きり替かえるようにして、

「でも琴蕗さん、確かにネットで調べることも出来るでしょうけど、私達はそれより君に訊くことを選んだのよ。それがどういうことか分かる？」

「どういうこと？」

「琴蕗さんの豊富な知識や的確な答えを引き出す能力を、頼りにしているからよ。つまり君をネットよりも信しん頼らいしているということ。だから、教えてくれると有あり難がたいのだけど」

「……え、そ、そうなの？」

　泉の頬へ、徐じよ々じよに赤みが差してきた。彼女はしばらく明後日の方向に視線を逸そらしていたが、やがて、軽く咳払いをする。

「ま――まあ、そういうことなら。やぶさかではないけどね。別に答えるのが嫌ってわけじゃないし」

「さすが！　ありがとう、琴蕗さん！」

　拍はく手しゆをする千紘は、こちらを見てウインクした。

（琴蕗のこういう反応見たかったから、わざわざあんなこと言ったんだな、この人……）

　思おも惑わくを見み抜ぬいた風也は、やれやれと頬を掻く。

「っていうか、そういや、お城ならあたしが住んでる街にあるわよ」

「え、そうなのか？　琴蕗の住んでるところってどこだっけ？」

　思えばちゃんと聞いたことが無かった。彼女とはグリムヴェリアでしか会わないのだから、わざわざ尋ねる必要もなかったのだが。

「島しま郷ごう市ってところだけど、聞いたことない？」

「ああ。って、え、そこならオレ達のところから電車で一時間くらいじゃないか」

「そうなの？　じゃあ、丁度いいじゃない！」

　千紘が手を合わせてはしゃいだ。

「ただ、別に大した由来があるわけじゃないわよ。ただの地方の殿様だし」

「エルシーはお城が見たいだけなんだろ？　それでいいか？」

　話を振ると、エルシーは、両手を高々と上げた。

「よかよ！　日本のお城が見れるなら万ばん々ばん歳ざいじゃけぇ！」

「じゃあ決まりね！……あ、そうだ。琴蕗さん、良かったら君も、案内してくれないかな？」

　千紘が泉の肩を叩くと、彼女は「は？」と目を丸くする。

「なんであたしが？」

「だって琴蕗さんの街だったら、私達は不ふ馴なれだし、頼たのめないかなって。あ、ひょっとして明日、予定があったりする？」

「特に無いけど……」

「じゃあ、お願い！　エルシーちゃんが日本を堪たん能のうできる、お手伝いしてあげて！」

「イズミ、頼むけぇ！」

　千紘とエルシー、二人揃そろって手を合わされ、泉は唸った。が、

「まあ、上手うまく案内できるかどうかは分からないけど、いいわよ」

　ついには承しよう諾だくした為、ぱっと顔を輝かせた千紘達から抱だきつかれる。

「やったー！　琴蕗さん、最高―！」

「最高じゃー！　イズミー！」

「ちょっ、やめてってば！　別にそんな大したことでもないから！」

　顔を真っ赤にしながら二人を引ひき離はなした泉は、ふと気づいたように言った。

「そういえば……グリムヴェリアで知り合った人と地球で会あうのは、初めてね」

「ああ、そういやオレもそうだな。先輩は元から知ってたし。ちょっとしたグリムヴェリア地球交流会ってところか」

　ニュアンス的には違うだろうが、ネットのオフ会にも似た雰ふん囲い気きがあった。

「いいじゃない。それなら、宗そう谷や君も誘さそいましょうよ」

　良いことを思いついた、とばかりに千紘が指を立てる。が、途と端たんに泉が渋しぶい顔をした。

「なんでトオルを呼ぶのよ。だったらあたしは参加しないわよ」

「どうしてよ、いいじゃない！　いつも二人で行動してるんだから、仲良しでしょ？」

「チヒロさん、視力悪いの？　どこをどう見たらあいつとあたしが仲良しなの？」

「え、それはこう、なんていうか、反発する琴蕗さんを宗谷君が朗らかに見守っている感じというか。正反対だからこそ、良いカップルになりそうっていうか……」

「なるほど。そういう趣おもむきは確かにありますね」

　風也が同意すると、泉は「どこがよっ！」と即そく座ざに噛かみついてくる。

「多大な誤解があるようだから説明するけどね！　あたしは出来るならあいつと関かかわりたくないの！　それなのに、なんだか分からないけど、一緒に居る機会が多いわけ！　良い迷めい惑わくなの！」

「はいはい、分かった、分かった」

「琴蕗も大変だよな」

　千紘と風也が笑え顔がおで頷くと、泉は「きーっ！」と金切り声を上げた。

「やめてよ、その、本人は自覚してないんだろうなぁって感じで生温かく見守るの！　ラノベとかじゃたまに見るけど、実際にやられるとすごく腹立つわ！」

「トオルっていうのも、カザヤ達の知り合いなんか？」

　一人話についていけないエルシーが首を傾げる。

「そうよー。元気の良い子でね。豪ごう快かいな性格をしていて、琴蕗さんの照てれ隠しをいつも明るく受け入れてくれてるの」

「こらチヒロさん！　何も知らない奴に嘘うそを吹ふき込まない！　違うから！　全然！」

　エルシーに真実を教える千紘に、泉は必死で抗議する。

「ともあれ、オレ達で会うなら宗谷も誘わないとな。仲間外れみたいで可哀かわい想そうだし」

「本気なの？　もう……」

　泉はため息をついていたが、やがて光明を見み出いだしたように「あ！」と声を上げた。

「その前に、トオルがあたしの街に来れるかどうか分からないじゃない！　ほら、ひょっとしたらすごく遠いところに住んでるかもしれないし！」

「ああ、そういえばそうか。どうなんだろ。ちょっと探してみようか？」

　風也は千紘に問いを振ったが、それを泉が遮さえぎってくる。

「いやいやいや！　そんな都合よくグリムヴェリアに居るかどうか分かんないし！　明日なんでしょ!?　時間も無いじゃない！」

「それはそうだけど、誰かに居場所を訊きいてみるくらいはしても――」

　と千紘が言いかけた時だった。

「よー！　カザヤ達じゃねーか！」

　一度聞けば忘れることのない、広場中に響ひびくような声が鼓こ膜まくを揺ゆらす。もしかしてと思って見ると、やはり、そこには渦か中ちゆうの青年がいた。

　短く切った髪に、ガタイの良い体。腕うでには武骨な手てつ甲こうのような防具をつけている。

「ぎゃあああああああああああ！　なんでいるのよあんたはああああ！」

　泉が悲鳴を上げると、青年――宗谷貫とおるはきょとんとする。

「さっき島から帰ってきたところだー！　じゃーな、今日は助かったわ！」

　貫は一緒に歩いてきた人達に手を振った。彼かれらは口々に彼へ挨拶をして、去っていく。どうやら、他の来訪者と組んで攻略していたらしい。

「おー、イズミもいるじゃねーか！　元気かよ！　あっはっはっは！」

　こちらに近付いてくると、貫は泉の背中をばんばんと叩いた。

「さっきまで元気だったけど、あんたに会った途端、急にテンションが谷底まで落ちたわ！　叩くな！　痛いから！」

　振り返かえって、貫の胸にチョップを喰くらわせる泉。が、彼は全く意に介かいさずに呵か々か大たい笑しようしているだけだった。

「ほー。確かに教えてもらった通りじゃねえ」

　エルシーが腕を組んで、うんうんと頷く。

「お！　なんだなんだ、見知らぬ奴がいるじゃねえか。外国の人か？　ぐっばーい！」

「そこはハローでしょうが！　いきなり帰るな！　いや寧むしろ帰りなさい！　帰れ！」

　背の高い貫を見上げて叫さけぶ泉。

「お、そーか、ハローか。いやぁ、イズミは博識だなぁ！　はっはっは！　将来有望だ！」

「だからなんで上から目線なのよ、あんたは……」

　疲れ果はてたように俯うつむく泉に、貫は「どうした、腹でも痛いのか？」と見けん当とう違ちがいの心配をしていた。

「久し振り、宗谷。この子はエルシーっていって、この間、知り合ったんだけど」

　と、風也は泉にしたのと同じ説明をしつつ、ついでに交流会についての話もする。

「どうかしら、宗谷君。もし都合が良ければ、君も来ない？」

「待ちなさい、トオル！　無理よね、きっと無理よね!?　トオルってすごく遠いところに住んでるものね！　ほら、南米とか！」

　千紘が誘おうとするのを、そうはさせじと、泉が決めつける。

「いくらなんでも南米はないだろ……」

　風也は突っ込んだが、泉から鷹たかのような鋭するどい目で睨にらみ付つけられて黙だまった。恐こわい。

「なんべーっていうのがなんだかわかんねえけど、俺が住んでるのは羽はね前まえ市ってところだ！」

　貫の返答に、泉は「はあ!?」と愕がく然ぜんとなった。

「羽前市って言えば、島郷市から電車で三十分くらいか？」

　風也が確認をとると、貫は「おう、そうだ！」と頷く。

「だから交流会には行けるぜ！　俺も明日は暇ひまだから丁度いいや！」

「暇になるな！　忙いそがしくしてろ！　後、今すぐ南米に引っ越こしなさい！」

　泉から連続チョップを喰らいながらも、貫は「イズミはなんで怒おこってんだー？　はっはっは！」といつも通り笑い飛ばした。

「じゃあ、決まりね！　琴蕗さん、お城から一番近い駅ってどこかしら？」

「……あの、それより、まじであたしも参加しなきゃダメ？」

　当とう惑わくした顔で伺うかがいを立てる泉に、千紘は口元を嬉うれしそうに緩めた。

「言ったでしょ、私達は琴蕗さんを頼りにしてるのよ。だから、お願い！」

「たのむけぇ！」

　エルシーにまで深々と頭を下げられると、泉は一旦、空を仰あおいだが、やがては諦あきらめたように言った。

「分かったわよ……。じゃあ、島郷駅ってとこの改札前で集合ね。時間は午前十一時くらいでいい？」

「了りよう解かい！　うわー、楽しみになってきたわね！」

　千紘が両りよう拳こぶしを握にぎるのを、エルシーも見て真似まねをする。

（確かに、なんかわくわくしてきたな）

　異世界を通じて知り合った仲間と地球でも会う。

　今までやろうと思えばいつでもやれたことなのに、なぜ実行しようとしなかったのだろうと、風也は疑問に思った。

　いや――ひょっとすれば、千紘と行動するようになったからかもしれない。

　彼女と出会う前、風也はソロでやることが当たり前になっていた。

　泉や貫ともある程度親しくはしていたが、基本的に行動は単独。

　ネットゲームをプレイする時と同様、自分のペースで淡たん々たんと強くなっていくことに、魅力を感じていたからだ。

　だが千紘と共に戦い、助け合う喜びを感じたことで、誰かと関わる楽しさもあることを知った。

　だからこそ、今自分は、高こう揚ようするような気分を味わっているのかもしれない。

「よーし、じゃあ明日は、思いっきり楽しむわよー！」

　千紘が高々と手を上げるのに、風也もまた、倣ならうのだった。







第二章　異世界メンバー交流会







　翌日。風かざ也やは最も寄より駅で千ち紘ひろと集合し、一旦、エルシーのマンションがあるという駅まで迎むかえにいった。

　エルシーはまだ日本の交通事情が分かっていないし、千紘はそもそも電車にあまり乗ったことが無いので、先導した方がいいと判断した為だ。

　一時間余りをかけて、目的地へと到とう着ちやくし、風也達は電車を降りた。

　平日とあってか人の数はまばらである。これなら、泉いずみ達を見失うことはなさそうだった。

「お、来たな、カザヤ達！」

　まず初めに会ったのは、貫とおるである。

「なんか鎧よろいとかつけてないオマエら見ると、変な感じするな！」

「確かにな。まあ、でも、宗そう谷やはらしい格好してるから、あんまり違い和わ感かんないな」

　薄うす手でのシャツとジーンズという服装を見て、風也は感想を述べた。

「おう！　ま、グリムヴェリアでも地球でも、俺は変わらないってことだ！　あっはっは！」

　駅構内にこだまするかのような豪快な笑い声を立てる貫は、ふとそこで、傍かたわらに立つエルシーを見る。

「よぉ、エルシー！　今日は色々と日本の良いところを紹介してやるからな！」

「マカセル。デス！」

　親指を立てたエルシーに、不思議そうな顔をする貫。彼の内心を悟さとった風也は先んじて告げた。

「ああ、彼女、地球ではまだ上手く日本語を話せなくて、単語くらいしか使えないんだよ」

「お、そういうことか！　気にすんな、気にすんな。俺も日本語よく知らねえんだ！」

　貫からフォローになっていないフォローを受けたが、エルシーは「キニシナイ、デス！」と快活に答える。恐おそらく、意味は理解していないだろう。

「で――こっちが、チヒロか」

　次いで千紘の方へと視線を移した貫だったが、

「……宜よろしくね」

　そっけない対応に、またもや、きょとんとした。

「なんだよ、チヒロ、調子でも悪いのか？　無理せず帰って休んだ方がいいぞ」

「別にそういうわけではないわ」

「でも、いつもみたいにニコニコしてねぇし、いつもみたいにでけぇ声で暴れたりしてないじゃねぇか！」

「前半はともかく後半は多少、異議を唱えたいところなのだけど。ちょっと事情があってね」

　無表情のままで言った千紘に、貫が怪け訝げんな表情を作ってると、

「ごめん、遅おくれた！　バスが渋じゆう滞たいしててさ」

　入り口の方から、泉らしき人物が駆かけてきた。

『らしき』という曖あい昧まいな印象を受けたのは、他ほかでもない。泉のようにも見えるが、あまりにグリムヴェリアと違ちがった雰囲気である為ため、すぐにそうと分からなかったのだ。

　短めの髪かみはそのままだが、眼鏡をかけていて、服装もひどく大人しかった。たとえるなら、放課後、学校の図書室で静かに本を読んでいる文学少女のようだ。

「…………」

「なに、どうしたのよ、カザヤ」

　思わず黙り込んでいると、泉は眉まゆ尻じりを上げた。

「なんだよ、イズミ！　オマエ、グリムヴェリアの時と全然違うな！　ちっともガサツに見えねえぞ！　どうかしたのか!?」

　しかし貫がど直球で自分の感想を並べ立てたので、怒った泉に蹴けりを喰らう。

「誰がガサツよ、誰が！」

「あれ？　ガサツって良い意味じゃなかったか!?」

「思いっきり悪口だわ！……ったく。別にどうもしないわよ。というかあたしは基本的にこういうスタイルなの。グリムヴェリアが特別」

「なんでグリムヴェリアだけ特別なんだ!?」

「……別にいいでしょ。説明する義理はないわよ」

「なあ、なんで？　なんでだ？　なんでなんだ!?」

　顔を背そむける泉に貫がしつこく絡からむと、彼女は頬ほおを赤らめながら、「うるさい！」と怒ど鳴なった。

「要するに、グリムヴェリアでは解放的になっているから、違う自分になっているということね。津つ守がみ君がなんていうか、アレな感じになるのと同じことで」

「まあ、そういうことなんだけど……カザヤと一いつ緒しよにされるのもなんか嫌いやね」

「どういう意味だよそれは」

　大体分かっているが、と風也はむくれた。
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「カザヤ。ダレデス？」

　エルシーが泉を見て尋たずねてくる。

「ほら、やっぱりエルシーにも分からないじゃねえか。ははははははは！」

「そ、そんなに変わってないでしょ!?　泉よ、泉！　イズミ・コトブキ！」

　自分を指差した泉を見て、ようやくエルシーは合点がいったようだった。

「オゥ、イズミ！　メガネ！　メガネ。メガネ、ガ、ホンタイデス」

「違うわ！」

　即座に否定されて、エルシーが目を瞬かせる。恐らくはよく意味が分からずに使ったのだろう。

「……そういえば、髪の色はどうしたんだ？　グリムヴェリアの時と違うようだけど」

「ああ。向こうで染めたのよ。だから地球に戻ると、元の色になるの」

　泉は少し色素の薄うすく、茶色に見える黒くろ髪かみを、指でいじった。

「っていうか、あたしとしてはチヒロさんの変わりっぷりの方が気になるわよ。あなた、本当にチヒロさん？　なんか変じゃない？」

　一いつ切さいの感情を排はいした様子の千紘に、泉が首を傾かしげる。

「そうなんだよ、俺もさっきそう思ってよぉ！　俺達やっぱり、気が合うな！」

「誰だれだってそう思うわ！　共感性を求めてくるな！」

　泉が貫に歯を剥くのに、千紘は口を開いた。

「そうね。二人が揃ったことだし、簡単に説明しておくわ」

　と、自身の家庭の事情を語る。

　全すべてを聞き終えた後、泉は複雑そうな顔をした。

「それはまたなんとも、厄やつ介かいな環かん境きようね。息が詰つまるというかなんというか。あたしだったらすぐに喧けん嘩かして家出しちゃいそう」

「まあ、小さい頃からそうだから、もう慣れてしまったわ」

　千紘はエルシーの方を向いて、彼かの女じよにも外国語で何かを喋しやべり始めた。同じ話をしているのだろう。

「チヒロも色々大変だってことだな！　しっかしよぉ、何も俺らの前でもそういうことしなくてもいいんじゃねえか!?　誰もバラしはしないんだしよ！」

「そうね。グリムヴェリアでのチヒロさんを知ってるんだし、今いま更さら水みず臭くさいわよ」

「エルシー、チヒロ、チガウ、ヨイデス」

　貫、泉、エルシーが交互に告げてくる。

「オレもそう言ったんだけどさ」と風也は経けい緯いを説明した。「以前、先輩と二人で出かけた時、素の自分を見せてたら、うっかりオレのクラスメイトと会っちゃってな。あの時は咄とつ嗟さに元に戻もどってなんとかなったけど、油断できないから、今日はいつものままでいるってさ」

　一応、印象を変える為に髪を纏まとめて帽ぼう子しを被かぶっているものの、前回はそれでもバレてしまったので、用心を込めてとのことだった。

「えー。でもさぁ、なんか変というか、ぶっちゃけ、違和感ありまくりなのよ」

　と、泉はエルシーとの会話を終えた千紘に近付いていって、彼女を見上げる。

「あたしは、あのテンションマックスのチヒロさんが、なんだかんだ楽しくて好きだからさ。出来ればグリムヴェリアのままでいて欲ほしいんだけど」

「そうだな！　俺もなんかやりにくいぜ！」

「そう言われても……何かあったら皆みんなに迷惑をかけてしまうかもしれないし」

　千紘はわずか、戸と惑まどう素そ振ぶりを見せた。

「そんなの、あたし達がフォローするわよ。決まってるじゃない」

「おう！　任せとけよ！　イズミがなんとかすらぁ！」

　泉が自信ありげに腰こしへ両手を当て、貫もまた腕を組んだ。

　エルシーも会話自体は詳くわしく分からないものの、何となくどういう流れなのかは掴つかんだようだ。貫の隣となりで彼と同じポーズをとっていた。

「いやあんたもなんとかしなさいよ！　なんで堂々と他人任せにしてるのよ!?」

「だって俺、頭悪いからな！　そういうのはイズミの役目だろ！　大だい丈じよう夫ぶだ、俺は言われたことはなんでも従うから！」

「ほほー。言ったわね。じゃあ、あんた、あたしを肩かた車ぐるましろって言ったらするわけね？　公衆の面前でもやるわけね!?」

「よっしゃああああ、やってやるぜええええええ！」

　挑ちよう発はつするように言った泉だったが、貫はあっさりと承諾して、彼女を担かつぎ上あげた。

「ぎゃああああああ！　本当にやるなバカ！　あんたには羞しゆう恥ち心しんってもんがないのか！　っていうかできる訳ないでしょうが！」

「はっはっは！　イズミはちっこいからなんとかならぁ！」

「トオル！　エルシーモ！　キボウデス！」

　頼んだエルシーを、貫は「おうよおおお！」と同じく持ち上げる。体格の良い彼だからこそ出来る芸当だった。

「と、とにかく！　チヒロさん、何かあったらあたしらが解決してあげるから！　遠えん慮りよなく本当の自分を出しなさいよ！」

　暴れて貫の拘こう束そくから逃のがれた泉が、荒あらく息をつきながら言う。

　風也は微笑ほほえんで、千紘の方を見た。

「ですって、先輩。いいんじゃないですか？」

「……でも……」

　まだ逡しゆん巡じゆんしている様子の千紘に、風也は自分の胸を叩たたく。

「もちろん、オレだって協力します。せっかく琴こと蕗ぶき達とグリムヴェリア以外でも会えたんですから、楽しみましょうよ、一緒に。そっちの方がオレも良いです」

「……津守君」

　千紘は少しだけ目を見開いていたが、やがては頷うなずき、

「ええ、そうね。分かった……いえ、分かったわ！　私、全力百パーセントの自分でいくから、皆、任せたわよ！」

　満面の笑えみを浮かべて、意気込んだ。

「そうこなくっちゃね！　豪ごう華か客船にでも乗った気でいればいいわ！」

　泉も景気よく答え、貫に担がれていたエルシーも声を上げる。

「チヒロ！　タイタニックデス！」

「いやそれ沈しずむからな!?」

　指し摘てきした風也に不思議そうな表情をするエルシー。悪気は全くないらしい。

「それじゃ、まずはエルシーの希望通り、お城に行きましょうか。バスに乗って十五分くらいだから」

　泉は風也達を先導し、駅前の大通りに出ると、停留所まで進んだ。

　幸いバスはすぐに来た為、乗り込むと、ほどほどに空いていた。

　風也が二つ並んだ座席の一つに腰かけたタイミングで、千紘もこちらに向かって歩き出したが、

「カザヤ、エルシー、トナリ。デス！」

　その前に、エルシーが元気良く隣に座すわる。

「オシロ、タノシミデス。スゴイデス。スゴイタノシミ！」

「あ、ああ、そうだな。オレも楽しみだよ」

　予想していたのとは違う展開に風也が千紘の方へと眼まな差ざしを送ると、彼女は見たこともない顔をしていた。

　怒っているようにも見えるし、悲しんでいるようにも見える。しかし同時に喜んでいるようでもあるし、仕方ないかと諦めているようにも見えた。

　まるで自分で自分の感情が制せい御ぎよ出来ていないようだ。しかし彼女はやがて、にっこりと笑って、泉の隣に腰かけた。

「いいの？　チヒロさん」

　何とは言わずに問いかけた泉に、千紘はにこやかな顔のままで答える。

「ん？　なにが？」

「……ううん。なんでもない」

　言い知れぬものを感じたのか、泉はそれ以上追つい及きゆうせずに、前を向いた。

　間もなくバスは出発したが、

「カザヤ！　カザヤ、アレ、ナンデスカ？」

　途端にエルシーが身を乗り出だして、窓の外を指差す。見れば、饅まん頭じゆうの看板だった。

「あれはお饅頭だよ」

「マンジュ？」

「日本のお菓か子し。甘あまくて美味うまいよ」

「アマイ！　ウマイ！　タベタイデス、マンジュデス！」

　もっとよく見ようとしているのか、更さらに窓へと近付くエルシー。しかしそのせいで、体がぴったりと押し付けられ、ちょうど彼女の胸が顔に当たった。

「ちょっ……エルシー、あの……」

「マンジュ！　タベル、ナイデス。カザヤ、アルデスカ？」

「あるよ。あるけど、ええと、その……」

　ぐいぐいと柔やわらかな感かん触しよくが当たり、さすがに平静ではいられなくなる。彼女は無意識でやっているのだろうが、それだけに注意し辛づらかった。

（というかエルシー、もしかして、下着つけてない……!?）

　薄手の生き地じと肌はだの間にあるべき物が一枚足りない気がする。

（外国の人ってそういうのが多いって聞いたことがあるような、いやでも、単純に彼女がそういうの着けたがらないだけなのか、ど、どっちなんだ、国際的に重要な問題だぞこれは!?　え、重要なのか!?　今そのことを吟ぎん味みしている場合なのか、オレ!?）

　風也があまりの事態に混乱の極きわみに達しようとしていると、

「アッ！……ウッカリ。デスネ」

　エルシーがこちらを見下ろし、頬を赤らめると離れた。風也はほっと一息つく。が、

「カザヤ、ドキドキ？」

「……え？」

「ドキドキ、シタ？」

　自分の胸を腕で隠しつつ、エルシーはどこか、悪戯いたずらっ子のようにはにかんだ。

「モット、スル？」

「い、いやいやいや、いいって、そういうことしちゃダメだよ！」

　慌あわてて首を横に振ふっていると、

「ヒャッ!?」

　突とつ然ぜん、エルシーが引っ張られるようにして、後ろへと下がる。

「エルシー？　バスの車内では静かにしましょうね？」

　エルシーの服の裾すそを掴んでいた千紘が、にこやかに注意した。

「……先輩？」

　なんだろう。笑顔にもかかわらず、妙みような迫はく力りよくがある。裏に激しい気持ちを隠しているような。

「……？　ワカッタデス」

　エルシーもそれを感じたのか、きょとんとしたものの、素す直なおに従って座席に座り直した。

「チヒロさん……本当にいいの？」

　改めて泉から尋ねられ、千紘は答えようとしたが、一いつ旦たん、口を閉じた。

　そのまましばらく沈ちん思し黙もつ考こうし、改めて彼女に返す。

「……うん。まあ。大だい丈じよう夫ぶ」

　ただ、椅い子すに背を預けて、呟つぶやくように言った。

「変ね。さっきのは事故だったし、その後のも、からかっているだけって分かってるのに。なんなのかしら、この感情」

「……ふうん？　別に変じゃない、普ふ通つうのことだと思うけど」

　千紘を意味ありげに見つめながら、泉が返す。

「え、でも、エルシーがスキンシップ多めなのもお国くに柄がらかもしれないし、細かいことを気にしない性格ってのも分かってるのよ？　ただ、なんていうか、こう、妙な感じになってああいうことをしてしまったというか……」

「だから、それが変じゃないって言ってるの。チヒロさん、自覚してないのね。いや、ある程度はしてるけど、はっきりとは形になってないってところかな」

「どういうこと？」

　首を傾げた千紘に、泉は「いやぁ、まあ、いいじゃん、いいじゃん」と含ふくみ笑わらいを漏もらした。何か面白おもしろい物でも見つけた、といった感じだ。

　風也としても先さき程ほどの千紘の対応と合わせ、二人の会話が気になるところではあったが、それ以上は発展しないようだ。代わりに、

「なんだ、なんだ！　なんかよくわかんねぇから、俺にも教えてくれよ！」

「あんたは黙ってろ！」

　振り返って無ぶ遠えん慮りよに尋ねてくる貫に、泉の一いつ喝かつが決まっただけだった。

　十数分後、バスは目的地であるお城前の停留所へと到着し、風也達は先を進む泉についていく。

　城の周りは公園になっているらしく、夏休み中とあってか、あちこちに屋台が出ていた。

「うおー！　祭りだー！」

　貫は辛しん抱ぼう堪たまらなくなったように、凄すさまじい勢いで駆けて行く。

「マツリ!?　ジャパン！　ボンオドリデス！」

　エルシーも何かを勘かん違ちがいしながらそれについていった。

「こらーっ！　集団行動をとりなさい！……ったく、本能のままに生きてる連中はこれだから。ねぇ、チヒロさん？」

「ふぁい？」

　千紘を振り返った泉がずっこけた。彼女がタイ焼きを咥くわえ、手にタコ焼きやらベビーカステラやら焼き鳥やら、沢たく山さんの食べ物を握っていたからだ。

「いつのまに買ってきたのよ!?」

「さっき誰よりも速く行って、買って、戻って来てたよ」

　あまりの手て際ぎわの良さに、風也も止める暇がなかった。

「チヒロさん、あなただけはカザヤと同じで理性的な行動をとると思ってたのに……」

「琴蕗、本来の姿を見せた先せん輩ぱいにそういう期待をしてはいけない」

「なによ、失礼ねぇ」

　重々しく首を振った風也に千紘が頬を膨ふくらませる。

「いやぁ、買った、買った！　やっぱ祭りはいいなぁ！」

　そうこうしている内に、貫とエルシーが帰ってきた。千紘のように食べ物をもっていることはもちろん、風船や巨きよ大だいなビニール製のハンマーまで抱かかえている。

「そんなもん買ってどうするのよ、邪じや魔までしょ」

「邪魔じゃねぇよ！　これすっげえ役に立つんだぜ!?　なあ、エルシー!?」

　泉の指摘に貫がエルシーへと話を振ると、彼女は「ハイデス！」と声を上げた。

「ハンマー。タタカエル。デス！」

「誰とよ？」

「マジュウニゴザル」

「グリムヴェリアにもっていく気なのかよ」

　それはちょっと無む茶ちやに過ぎるのでは、と風也は思ったが、エルシーはやる気満々になっていた。

「はあ……もういいわ。城行くわよ、城」

「イズミ、ハンマーやるよ！　オマエも装備しろ！」

「いるか！　自分の頭カチ割りなさい！」

　貫に対して泉が叫ぶと、彼は「はっはっは！　スイカじゃあるまいし！　あっはっはっはっは！　スイカ！　はっはっはっは！」と笑い転げていた。相変わらずツボが分からない。

「カザヤ、ヤバソバデス」

　エルシーがこちらに、ビニールパックに包まれた茶色い麺めんを見せてきた。

「ああ、焼きそばね。やばいソバみたいになってるよ」

「ヤギソバ？」

「食べたくないよそんなソバ……」

「タベルデス！　カザヤ、ヤギソバ、タベルデス」

　エルシーは割りばしを二本に割ると、不格好な手つきで麺を持ち上げた。

「ん？　ああ、ありがとう」

　受け取ろうとした風也だったが、上手うまくかわされてしまった。エルシーは、いやいやとするように首を横に振り、

「エルシー、ヤルデス」

　麺をすっとこちらに差し出してくる。食べさせてあげよう、ということらしい。

「え、いやいや、いい、いいって」

「ヤルデス。エルシー、オボエタ、スキナヒト。タベサセル！　デス！」

　ぐい、と迫せまってくるエルシー。

「いいって、ほら、自分で食べられるから」

　強ごう引いんに押おし切きられそうな気がしたので、風也は素す早ばやく箸はしをとって、麺を啜すすった。ソースの濃こい味が口内に広がる。

「ムウウウウ……アッ」

　しばらく不満そうにしていたエルシーだったが、何かに気付いたかのように声を上げ、

「……エイッ」

　背を伸のばすと、風也の口元近くに唇くちびるを近付けてきた。

「わあっ!?」

　さすがに驚きよう愕がくして跳とび上がった風也は、一体何が起こったのか分からずに目を何度も瞬またたかせる。

「カザヤ……ソバ、ツイテタデス」

　エルシーは舌を出して、頬を赤らめた。麺の切れ端はしが口くちの端はしについていたらしい。

「あ、ああ、そういうことか……ありがとう。いや、でもさ、エルシー」

「カザヤ、キス？」

　小首を傾げると、エルシーが目を閉じて、唇を突つき出す。

「……へ？」

「キス、ヨカッタデス？」

　しばらく考えた結果――『唇にキスした方が良かった？』と訊かれていることに気付き、風也は急激に体温が上がった。

「い、いやいや！　いいです！　いいです、お気持ちだけで！」

　急いで断ると、エルシーは瞼まぶたを上げて「チェー」と舌を出した。どうやらそういう反応が来ることを見み越こして、またからかってきたらしい。

「あのな、エルシー。だから、こういうことを気軽にやっちゃ……」

　いけないよ、と忠告しようとした風也だったが、背後から凄まじい『何か』を感じて振り返った。

　千紘が、何処どこまでも真まっ直すぐとした、矢のように鋭い眼差しを送ってきている。
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「あ……あの……先輩……？」

　視線だけで射殺されそうな気分を味わった風矢は、恐る恐る尋ねた。

　千紘はしばらくの間、背後に不動明王でも背せ負おっているかのような迫力を醸かもし出し続ける。

　が――急に、はっ、と何か憑つき物ものが落ちたように元に戻った。

「あ、あれ？　なに、さっきの……いや、そんな、私、まるで……」

　自分の頬を手で軽く叩きながら、しきりに戸惑っている。自分で自分の変化が受け入れられなくなっているようだった。

「先輩？　どうしました？」

　あまりの激しい変化に風也は心配になって近付く。が、千紘は「ひゃっ！」と声を上げて少し遠ざかった。

「……先輩？」

　風也はまた一歩、踏ふみ出す。

「ひゃあ!?」

　千紘が更に距きよ離りを空けた。

「いや、先輩？」

　一歩。

「ひゃあああああ!?」

　遠ざかる。

「先輩ってば!?　なんで逃にげるんですか!?」

　恐がられているようでなんだかショックだった。すると千紘は振り返って蹲うずくまり、自分の頭を抱える。

「ち、違うのよ、津守君。これは違うの。でもちょっと待って。ちょっとだけ待って。なんだか心の整理がつかなくて。今君に来られたらダメな気がするの」

「……はあ。分かりました」

　そう言われては、従う他はない。腑ふに落ちない気分を味わいつつも、風也は立ち止まった。

「……ウフフフフフ」

　と、背後で妙な笑い声が聞こえたのでそちらを向くと、泉が満面の笑みを湛たたえてこちらの様子を眺ながめている。

「どうしたんだ、イズミ。なんかおかしいことでもあったか!?」

　貫が問とい掛かけると泉はニヤニヤとしながら、

「そりゃ、目の前でこんなラブコメ展開を見せられたら、一作家志望としては笑いも漏れようってもんでしょうよ。いいわよ、チヒロさん、もっと、もっと見せて！　目覚めかけているあなたの姿をもっとあたしに頂ちよう戴だい！」

「……琴蕗、なんかお前、オレ達で楽しんでないか？」

　風也の確かく認にんに泉は「いやいやいやいや」と手を振った。

「とんでもない！　大変ね、カザヤ。こんな良い資料になる……もとい、大変な状じよう況きように置かれて！　同情する、同情するわー！」

「今良い資料って言わなかった!?　言ったよな!?　絶対言った！」

　完全にエンターテイメントとして見られてることに風也は少し憤いきどおったが、泉は「ないない、言ってなーい」と口笛を吹ふいてごまかす。

「……ふー。よし。大丈夫」

　千紘は立ち上がると、ようやくこちらを向いた。そこには先程までの動どう揺ようは欠片かけらもない。

「待たせてごめんね、さぁ、いきましょう！」

「……先輩、本当に大丈夫ですか？」

「大丈夫に決まってるじゃない！　今ならお城がロボットに変形して宇宙船の艦かん隊たいと戦っても、平然と見ていられるわよ！」

「いやさすがにそれは慌てて欲しいところですが」

　ともあれ、問題ないのであれば何よりだ。風也はほっとして、泉達と共にお城の内部へと乗り込んだ。

　とは言え、日本人の風也にとって、何か珍めずらしいものがあるわけではない。

　展示されている日本刀や槍やりなどは、男の子心をくすぐられるものはあったが、それ以外となると茶ちや碗わんや巻物などがあるだけだ。

「ジャパニズム！」

　ただエルシーだけは興奮しっ放しで、あらゆる展示品に飛びついていた。

「カザヤ、サムライ、ニンジャ、ドコデス!?」

　振り返かえって、真しん剣けんな顔をするエルシー。

「え？　いや、サムライもニンジャも、とっくにいない――」

「エルシーちゃん、侍さむらいはもういないけど、忍にん者じやは今でも隠かくれているわ。彼かれらは主の居ない城を守る為、密ひそかにあらゆる場所に潜ひそんでいるのよ。だから迂う闊かつな真似をすると成敗されるから気をつけなさい！」

　風也が答える前に、千紘が適当なことを言った。

「先輩、やめて下さいって。信じたらどうするんですか」

「オーゥ、ニンジャ、チュウギノセイシン……スバラシゴザルデスネー」

　エルシーは天てん井じようを見上げながら、慎しん重ちような態度で様子を窺うかがい始める。

「ほら、信じたじゃないですか！」

「いいじゃない。サンタだって信じる人の下にしか来ないのよ」

「それとこれとは違いますよ！　深夜に忍者がやってきて枕まくら元もとに立ったら恐こわいでしょ!?」

「確かに……喉のど元もとかっきられそうね！」

「かっきられそうね、じゃないですよ！　訂てい正せいした方が……」

　言いかけた風也だったが、

「ニンジャ！　ニンジャ！　オツトメ、ゴクロサマデス」

　と虚こ空くうに向かって頭を下げ始めたエルシーがすこぶる嬉うれしそうだったので、まあいいか、と判断した。

「……ん、そういえば、ここの城って誰が治めてたんだ？」

　風也が忍者の姿を探しているエルシーを見守りつつ、泉に問いかけると、彼女は視線を上にやった。

「えーと……なんか、あれよ、偉えらい人よ」

「無む茶ちや苦く茶ちやアバウトなんだが。地元の殿との様さまだろ」

「し、仕方ないでしょ。興味ないわよ、こんなマイナーな地方の領主なんて」

「最後は森もり鴨おう鷹たか乃のだったはずよ。確か、先祖は信のぶ長ながに仕えていたものの、後に徳とく川がわ側が有利だと判断、そっちに味方して生き延びたとか。幕府が倒たおれるまでは、一族で特に問題なく領地を統治したはずね。確かに世間ではあまり知られてはいないけど、政治的手しゆ腕わんは優すぐれていて、領民にも優やさしかったから、理想的な君主だったんじゃないかしら」

　代わりに答えたのは千紘だった。まるで教科書でもそらんじているように、すらすらと解説してくれる。

「そ、そうなんだ。よく知ってるわね、チヒロさん」

　たじろぐ泉に、千紘は何でもないことのように答える。

「昨日、ここに来るって聞いてから、本で色々調べたからね。色々と読んだ内の一冊に書かれてたわ」

「え、そんなに時間はなかったような気がするんですが」

「父の蔵書にあったから、適当に。私、どんな本も読むのに三十分はかからないから」

　ハイスペック過ぎる。風也は新ためて千紘の凄すごさを痛感した。

「うう。なにかしら、この、圧あつ倒とう的てきな敗北感……」

　泉は愕がく然ぜんとなったように、床ゆかに突っ伏ぷした。

「はっはっは！　イズミはまだまだ未熟者だな！　でも気にするな、知らないことは恥はじじゃねえ、知ろうとしないことが恥なんだ！　ま、頑がん張ばれよ！」

「言ってることは正しいけどあんたにだけは言われたくないわああああ！」

　励はげました貫に、泉はタックルする。

「いやしかし、先輩はさすがですね。グリムヴェリアに居るとつい忘れがちになりますが」

「そう？　別に大したことはないと思うけど」

「そんなことないですよ。学校での噂うわさそのままというか――あ、やべ」

「……噂？」

　千紘が眉まゆを顰ひそめた。風也は自分の失態に、胸中で舌打ちする。彼女は自分が高校でなんと呼ばれているか知らないのだ。別に悪口ではないが、皆から距離を置かれていることがはっきりと発覚するのも良くないだろう。

「いえ、なんでもありません！　あの、憧あこがれだった先輩が居たっていうか、でも別に遠い存在に思えたとかそういうことじゃなくてですね！　その、なんて言うか、こう……すごく素す敵てきでした！」

　誤ご魔ま化かそうとして、つい、思ったままのことを口にしてしまう。自分は何を言っているんだと気付いて照れた風也だったが、

「そ……そう。ありがとう。津守君にそう言ってもらえると、嬉しいわ」

　はにかんだ千紘の表情がたまらなく魅み力りよく的てきで、気持ちを形にして良かったと思い直した。

「て、天守閣から外でも眺めましょうか。きっと良い景色ですよ」

「そ、そうね。そうしましょう」

　どことなくお互たがいぎこちない感じになりながらも、風也と千紘は移動する。

「…………」

「ん？　どうした、エルシー」

　こちらをじっと見つめていたエルシーに風也は問いかけたが、彼女はすぐに笑え顔がおになった。

「ンーン。ナンニモデス。カザヤ、タカイ、タカイデスヨ！」

「うわ、ちょ、落ちるって！　エルシー！」

　何かを探さぐるような目が気になった風也だったが、柵さくを乗のり越こえようとするエルシーを止めるのに必死になって、それどころではなくなった。




　城の見物を堪たん能のうした風也達たちは、次にどこへ行こうかという相談をする為ため、お堀ほりの傍そばにあるベンチに腰こし掛かけた。

　風はないものの、真夏の太陽光が傍に生えた木で遮さえぎられ、わずかではあるが気温が下がっている。

「つってもこの街、そんなに観光スポットがあるわけじゃないのよね。エルシー、なにか見たい物ある？」

　泉から振られて、エルシーは日差しに目を細めながら答えた。

「アニメデス」

「アニメ？　アニメをやってるところ？」

「アニメデス！　オモチャ、マンガ、オタクデス」

　わくわくしたように、エルシーが単語で主張する。

「日本のオタク文化に触ふれたいってことじゃないかしら」

　千紘の推測に、エルシーは頷いた。

「ふうん。ただ、こっちに秋あき葉は原ばらみたいなものはないし……それにトオルはどうする？　超オタクっぽいところだけど、あんたも行くの？」

　貫の方を見た泉へ、彼は即そく座ざに答えた。

「行くぞ！　なんか面白そうだ！」

「でもあんた、アニメ観みたり漫まん画が読んだりするの？　脳筋でしょ」

「アウトドア派って言ってあげろよ……」

　あんまりな言い方に風也が苦く笑しようしたが、例によって貫は全く気にした様子はなく、

「おう！　観たり読んだりするぜ！　あれだ、あれが好きだ！　戦争するやつ！」

「滅め茶ちや苦く茶ちや沢たく山さんあるわよ。どれのことよ」

「なんか犬が主人公のやつだ。じいちゃんちに置いてる奴やつを読んだ」

「……それは宗谷、物もの凄すごく昔のやつなのでは」

　さすがの風也も概がい要ようを知っているだけで、読んだことはなかった。古典中の古典だ。

「あの、そういうのと違ちがって、美少女がキラキラしてたり、美男子がキラキラしてたりするところよ、いいの？」

　泉からざっくりとした説明からの再確認をとられ、それでも貫は頷いた。

「おう！　早朝に山登ると朝日がキラキラしてるしな！　似たようなもんだろ！」

「似てるか！　意味合いが全く違うわ！」

　叫さけんだ泉にも、貫は「あっはっは、同じ、同じ」と笑い飛ばすだけだ。それに合わせて意味の分かっていないだろうエルシーも、「ハッハッハ」と面白がるように声を上げた。

「まあ、本人が良いって言ってるんだから、良いんじゃないかしら」

　結局、千紘の言葉に泉が渋しぶ々しぶ納なつ得とくする形で、一同は次の場所へと向かうことになったのだった。

　しかし――城前の公園を出て、大通りを北の方へと歩き出した時。

「おや……？　ひょっとして、千紘お嬢じよう様さまではありませんか？」

　高いビルの前を通り過ぎたところで、不意に声を掛けられた。

　見れば、壮そう年ねんの男が意外そうな顔で立っている。誰かに見送られながら、外車に乗り込もうとしているところだった。

「ああ、やはり千紘様だ！　どうしたんですか、こんなところで！」

　男は足早にこちらへと歩み寄ると、風也達を無視して、千紘にだけ深々と頭を下げる。

「先だってのパーティーでお会いして以来ですね。ご無ぶ沙さ汰たしております。覚えておられますでしょうか、高たか遠とおでございます。御お父ちち上うえにはいつも大変お世話になっておりまして……」

　傍にいた千紘が、風也にだけ聞こえるように小さく「げっ」と声を出した。

「まさか千紘様がこのようなところにいらっしゃるとは。御父上から、お嬢様は夏休みと言えど、御み子こ戸とに相応ふさわしい人間として勉強を欠かさず、決して外へ出ることも無いと聞いておりましたもので。それに周りの方達は……？」

「申し訳ありません。少しだけ失礼しても宜よろしいでしょうか？」

「え？　は、はあ。もちろん……」

　すぐさま態度を切り替かえると、千紘はこちらに目で合図する。意図しているところを察知して、風也は泉達にもジェスチャーでついてくるよう指示してから、彼かの女じよと共にその場を離はなれた。

　不思議そうな顔をしている男を他所よそに、千紘は困こん窮きゆうしたように額へ手を当てる。

「参ったわね。父の仕事関係の人よ。あの人の言う通り、私は今日、家で勉強していることになってるの。バレると不味まずいわ」

「そ、そうだったんですか。どうしましょう」

「外に居ることを見つかった以上、そこを誤魔化すのはダメね。いっそ、何か事情をでっちあげたらどう？」

「……事情？」

「外に出ざるを得なくなる事情よ。よんどころない理由があれば、あの人だって納なつ得とくするでしょ」

　泉の考えに、風也も千紘も、なるほどそうか、と賛成した。

「あたしに任せておいて。トオル、あんたは口出しすると余計にややこしくなるから静かにしておきなさい。いいわね」

「おう、任せとけ！」

　胸を叩く貫を泉が疑わしげに見る。

　ともあれ、千紘は風也達と共に再び男の下へと戻もどった。

「お待たせしました。実はこれには少し、訳がありまして」

「訳、ですか？」

　千紘の言葉に男が首を傾かしげると、

「実はぁ、あたし達ぃ、御子戸さんが通ってる高校の後こう輩はいなんですけどぉ！　皆みんなが憧れてる先輩をぉ、転校していった大事な友達の誕生会に、誘さそおうと思ったんですぅ！」

　いきなり、眼鏡を外し、髪かみをくしゃくしゃにしていた泉が、くねくねした腰こしつきで言い始めた。いかにも『何も考えてません』といった人物を思わせる仕草だ。

「そしたらぁ、ちょうど、先輩がおうちから出てくるところでぇ！　これはもう、やるっきゃないっしょって感じでぇ、引っ張って連れてきちゃいましたぁ！」

　横にしたピースサインを額にくっつけ、片目を瞑つぶる泉。

「あっはっはっは！　イズミ、なんだそりゃ、オマエ、バカみたい――」

　言いかけた貫の脛を、男に見えないように軽く蹴ける泉。痛くはないようだが、さすがに自分が迂闊な真似まねをしていることに気付いたのか、貫は口を自分の手で塞ふさいだ。

「……そうなのですか？　お嬢様」

　怪け訝げんな表情を作る男に、千紘は仮面を被かぶりながら答える。

「ええ。勉強の合間に少し気分転てん換かんをしようと散歩に出たところで。何度も断ったんだけど、彼女が強引なものですから」

「はあ。なるほど、そういうことでしたか。しかし君、彼女が誰だれか知っているのかね。君のような人間が容易に誘って良い相手ではないんだぞ」

「ええー。ひどぉい。先輩はぁ、先輩じゃないですかぁ！　ねーえ、カザヤー？」

「え！　あ、え、お、おう、そうじゃん、御子戸先輩連れてきゃ、あいつも喜ぶじゃん、それってまじ最高じゃん、イエー、ウェーイ」

　いきなり泉から振られて、咄とつ嗟さに彼女のキャラに合わせた形で、風也は答える。

　正直、無茶苦茶不自然ではあったが、男は元よりこちらに眼中などないようだった。

「お嬢様も大変ですな。このような輩やからとお付き合いせねばならぬとは。やはり御父上の言う通り、白びやく蓮れん女学園へ通われた方が良かったのでは……」

「いえ。自分の選んだ道ですので。それに、後輩の面めん倒どうを見るのも先輩の務めですから」

「……さすが、人間が出来ておりますな。承知しました。せめて、このことは御父上には内ない緒しよにしておきましょう」

「そうして頂けると助かります」

　千紘が頭を下げると、男も同じように倣ならい、「では私はこれで」と立ち去ろうとした。

　やれやれ、なんとかなったか、と風也が胸を撫なで下おろしたが――。

「チヒロ、ヘンデス。ワラワナイデス。ヘン！　サッキ、チガウデス」

　日本語での会話がよく分からなかったらしきエルシーが、背を伸ばすと、千紘の両りよう頬ほおを引っ張った。

「チヒロ、イツモ、ワラウデス！　エルシー、スキゴザル」

「お、おい、こら、エルシー！　や、やめるじゃん！」

　風也が慌てて止めるも彼女は千紘に無理やり笑顔を作ろうとする。

「いつも笑ってる？　さっきと違う……？」

　男が難しい顔になった。泉は顔を引きつらせ、

「と、というわけでぇ、あたしら、これからパーリィなんでぇ！　御子戸パイセン、行きましょうー！」

　千紘の手を取ると、猛もう烈れつな勢いで走り出した。風也達も慌ててついていく。

　どうにか男から離れた場所までくると、ようやく、人心地つけた。

「あ、危ない。一いつ瞬しゆんまじで焦あせったわ」

　ぜえぜえと息を切らせる泉。風也も全身に脂あぶら汗あせを掻かいていた。

「エルシー、なんでああいうことをあそこで言うのよ!?　積み上げてたものがバラバラになるところだったでしょ!?」

　泉に叫ばれ、エルシーは最初きょとんとしていたものの、やがてはシュンとなった。なんとなく怒おこられているのが分かったらしい。

「……ゴメンデス」

「いえ、いいのよ、エルシー。無理もないわ。私を気き遣づかってくれたのよね。ありがとう」

　エルシーに優しく言って、千紘は微笑ほほえんだ。

「些さ細さいなことだったし、後はなんとかなるわ。それより……私、嬉しかった」

「嬉しい、ですか？」

「皆が私を助けようと頑張ってくれたでしょう。こんなこと、今までなかったから」

　大切なものを確かめるように、千紘はそっと胸に手を置き、

「誰かの前で笑うことも出来ずに、ずっと一人だった私に手を貸してくれる人が、こんなにいるなんて。……グリムヴェリアに召しよう喚かんされて、本当に良かった」

「先輩……」

　その健けな気げな反応に、思わずぐっとくる風也。

「そんなこと、当たり前だぜ、チヒロ。気にすんな！　これからも、グリムヴェリアだろうが地球だろうが、好きなだけ助けてやるからよ！」

　貫がにやりと笑えば、エルシーも千紘の手を握にぎった。

「エルシー、チヒロ、トモダチデス！」

「……ええ、そうね。ありがとう。私も皆を助けるわ」

　千紘が慈いつくしむような目で礼を述べると、泉が照れくさそうにそっぽを向く。

「そ、そうよ。大したことじゃないわよ。あれくらい、いくらでもやってやるわ」

「でもオレはしばらく、あのチャラい感じは勘かん弁べんだぞ、琴蕗……」

　思い出だすだけでも赤面物だと、風也は複雑な想おもいを抱いだいた。

「確かにギャルになった琴蕗さんは良かったわね。あれを見れるならもう一度、父の関係者に会うのもいいかもしれないわ！」

「や、やめてよ！　あたしだってやりたくないわよ!?」

「あたしぃ、先輩をぉ、誘おうとぉ、思ってぇ」

「再現率高く真似しないでよチヒロさん!?」

「あっはっはっはっは、はっはっはっはっはっは！　はっはっはっはっはイズミはっはっはっはげらげらげらげら！」

「あんたは笑い過ぎだっていうのよ！」

　泉から拳こぶしを突き入れられながらも、貫はまだ爆ばく笑しようしていた。

「ったく、もう……にしても、また同じような目に遭あったら困るわね。なんとか出来ないものかしら」

　腕うでを組み、考え深げにしていた泉だったが、やがて何かを思いついたように手を叩たたく。

「あ、そうだ！　良いところがあるわ！　どうせ変装するなら、思い切ってやってしまえばいいのよ！　エルシーの希望も叶かなえられるし！」

「どういうことだ？」

「ついてきなさい、こっちよ！」

　問いかけた風也には答えず、泉はいずこかへと走っていくのだった。

　訳が分からずに全員がついていくと、やがて現れたのは、一軒けんの大きな店てん舗ぽだった。外見からすると、カフェのように思える。

　泉に続いて店内へ入ると、風也は目を丸くした。

　店員に始まり、客の全員でさえ、普通の格好をしていなかったからだ。

　鎧よろい姿の戦士や、白しろ塗ぬりの顔に黒いマントを羽織った吸きゆう血けつ鬼き、ローブを目ま深ぶかに被って杖つえを持った魔ま法ほう使つかいがいたかと思えば、ぴったりとしたスーツに身を包つつんだＳＦチックな衣装の者、はたまた、顔面に特とく殊しゆメイクを施ほどこしてゾンビのようになっている者もいる。

「な、なんだここ」

　異空間に迷い込んだようだ。グリムヴェリアでもここまで個性的な面々はいない。

「すごいでしょ。コスプレカフェよ。持ち込みもオーケーだけど、衣装をレンタルすることも出来るのよ。ま、強制じゃないから、普通にお茶飲むことも出来るけどね」

　泉は、やって来たＲＰＧの勇者風の格好をした店員に、人数を伝えた。

「琴蕗はこういうところ、よく来るのか？」

「何回か友達と来たくらいよ。小説のネタになるかと思って」

「アニメデス！　ゲームー！　オタクデス！」

　エルシーが顔を輝かがやかせる。確かに店内にある席にはテレビが設置されており、アニメやゲームの画面が流れていた。

「ああ、そうそう。利用料金さえ払はらえば、アニメ見放題、ゲームやり放題よ。だからエルシーにはちょうど良いかなって」

　確かに、と今にも食いつかんばかりになっているエルシーを見て風也は思った。

　店員に案内され、風也達は席に座すわったが、千紘だけが泉に止められる。

「はい、チヒロさんはこっちー」

　肩かたを掴つかまれて、強引に後ろを向かされる。

「え？　なに？　どうしたの？」

「言ったでしょ、どうせなら思い切れって。完全にチヒロさんだって分からなきゃ、バレようがないし」

「そ、それはそうだけど、この店に父の関係者が来るとは思えないわよ」

「そんなの分からないってば。ほら、こっち、こっち」

　戸と惑まどいつつも、千紘は泉に店の奥おくへ連れていかれた。

「へー。なんかすっげーとこだな！　イズミはいっつもこんなところで遊んでるのか！」

「いつもじゃないと思うけど。宗谷はこういうところ、苦手か？」

「いや！　でもよくわかんねえな！　ま、なんかおもしれぇからいいや！　エルシー、ゲームでもやるか！」

「ヤルデス！」

　がはは、といつものように笑って、貫はエルシーと共にコントローラーを握る。大体の場合、オタク以外の人間がこういうところに来ると忌き避ひ感を覚えるものだが、彼は全く気にしていないらしい。

「……宗谷って嫌きらいなものあるのか？」

　ふと疑問に感じて訊きくと、貫は格かく闘とうゲームでエルシーにぼこぼこにやられながら、

「あるぞ！　納なつ豆とうは苦手だ！　ねばねばしてるからな！」

「いや、食べ物じゃなくて。こういう人間が嫌いやだとか、こういうジャンルはダメとか」

「ん？　いや、別に！　知らないモンを知るのは楽しいし、自分と違う性格の奴は思いもよらないような考えもってたりするからな！　それはそれでおもしれぇよ！」

　すごい。無敵だ。風也は感心した。

　グリムヴェリアでたまに会う時から、何かにつけて豪ごう放ほう磊らい落らくな人物だとは思っていたが、ここまでの領域に達していたとは。その心の広さと柔じゆう軟なんさには敬意すら抱いた。

「……長く一いつ緒しよに居ないと、分からないこともあるもんだな」

　彼だけでなく、泉とてそうだ。グリムヴェリアに居る時はツンケンしているところが目立っていたが、こうして地球で会ってみると、案内役を買って出てくれたり、千紘をサポートしてくれたり、意外に面めん倒どう見みがいい。

　異世界で築いた絆きずなが地球で深まるというのは、不思議だが、全く悪い気はしなかった。

「はーい。お待たせー！」

　しばらくすると、泉の声がして、風也はそちらを向く。

　瞬しゆん間かん――息を呑のんだ。

「ほら、こんな感じになったわよ。どう？　結構良くない？」

　泉に押し出されたのは、彼女によってコーディネートされた千紘である。

　金きん髪ぱつのウィッグをつけられており、服はフリルやその他の装そう飾しよくが施されたドレス、いわゆるロリータと呼ばれるようなファッションだ。

　元々から白い肌はだをしている上、唇には薄うすい桃もも色いろの口紅が塗ぬられていて、非現実さを醸し出している。

　まるで、精せい巧こうな西洋人形に魂たましいが吹き込まれたような、妖よう艶えんさが漂ただよっていた。

「ね、ねえ、変じゃない？　私、こんな格好したことないんだけど」

「そんなことないってば！　ねえ、カザヤ？」

　泉から問われ、唖あ然ぜんとなっていた風也は、つい、こう言ってしまった。

「……滅め茶ちや苦く茶ちや可愛かわいいです……」

　しまった、正直過ぎた、とすぐに後こう悔かいしたのだが、既すでに遅おそい。

　千紘の顔が、見る見るうちに、赤くなっていった。

「あ……ありがとう」

「い、いえいえ、とんでもない！　せ、先せん輩ぱい、すごいですね！」

「すごいってなに、どういうこと？」

「いや、なんていうかこう……なんていうかこう、なんていうか……なんていうか！」

　あまりに圧倒的過ぎて上手い表現が見つからない。己おのれのボキャブラリーの無さをこれほど恥はじたことはなかった。

「チヒロさん、美人だし浮うき世よ離ばなれしてるから、似合うと思ったのよねー」

　泉は千紘を座らせると、店員を呼んだ。全員がそれぞれの飲み物を注文する。

「チヒロ、ステキデス！」

　エルシーから褒ほめられて、千紘は照れくさそうに俯うつむいた。実際、他の席に座っている客からも、彼女に陶とう酔すいするような眼まな差ざしを送っている者が多くいる。

「イズミはコスプレしないのか！　似合いそうな気がするけどな！」

　運ばれてきたコーラを一気に半分ほど飲んだ後で、貫が言った。

「しねーわよ。大体、あたしがどんなコスするっていうのよ」

「…………。小人とか！」

「あたしがちんちくりんだって言ってんのか！　はっ倒すわよ!?」

　泉は机を叩いたが、彼女が『白しら雪ゆき姫ひめ』に出てくる七人の小人のような恰かつ好こうをしているのを想像して、風也はつい吹き出す。

「あ、ちょっと、なに笑ってんのよ、カザヤ!?」

「な、なんでもない。なんでもないっす……」

「琴蕗さんはあれね、親おや指ゆび姫ひめとかいいかもね！」

「いや、やっぱりちっちゃいじゃないの」

　千紘の案に泉が突っ込むと、エルシーが手を叩いた。

「イズミ、イッスンボウシデス」

「せめて女にしなさいよ!?　あとなんであなたが日本の童話を例に出すのよ！　どいつもこいつも！」

　きーっ、と叫ぶ彼女に、皆が笑う。

　それから風也達は、他た愛あいない話をしたり、共にアニメを観るなどして盛り上がった。

「ふうん。じゃあ、宗谷は六人兄弟の長男なのか」

「おう！　弟が三人に妹が一人だな！」

「ん？　じゃあ、五人じゃないか？」

「あとは犬のタロべえだっ!!」

「犬も兄弟に入れてるのか!?」

「あいつも家族だからな！」

　などと、貫と彼らしいやりとりを交かわしていた風也だったが、ふと気づくと隣となりで女じよ性せい陣じん達たちが三人で会話をしているのが耳に入った。

「で、チヒロさんはぶっちゃけ、どうなの？」

　泉が、アイスココアをストローで掻き混まぜながら尋たずねる。

「ん？　どうって？」

「えー。それはほら。言わなくても分かるでしょ。それともはっきり口にした方がいい？」

「んん？　なにが？」

「カザヤのことよ」

　千紘が、飲んでいた紅茶を少し吹いた。風也も思わず飲み込みかけていたアイスコーヒーが妙みようなところに入り掛けて、激しく咳せき込む。

「でよぉ、カザヤ！　その時、山の頂上に登ったらこう、景色がバーッとなってな！　ベベーッて感じでよぉ！　なんかもう、すげぇんだよ！」

　貫が彼なりにエピソードを披ひ露ろうしてくれているのだが、申し訳ないことに、ちっとも頭に入ってこなかった。隣で展開される話の行き先が気になり過ぎる。

　一応、こちらに気遣ってか泉も千紘も互いに小声になっているが、はっきり言って丸聞こえだった。

「ちょ、ちょっと、琴蕗さん、本人がそばにいるのにそういうことは……」

「えー？　あたしはカザヤとどうなのって訊いただけよー？　仲良くしてるのかなーって。それとも、チヒロさんはそれ以上の何かを掘ほり下さげられると思ったの？」

　泉は完全にからかっている様子でにやにやとしていた。千紘はそれで、自分がはめられたことに気付いたのか、頬を赤らめる。

「くっ……さ、策士ね、琴蕗さん。やるようになったじゃない。もう私が教えることは何もないわ！」

「チヒロさんが何の師し範はんなのかよく分からないけど、で、どうなの？」

「……あのね、琴蕗さん、君、面白おもしろがってるでしょ？」

「いいえー？　べつにー？」

　そっぽを向いて、口笛を吹く泉。

「ナンノ、ハナシ、デス？」

　エルシーが首を傾げるのに、泉が答えた。

「チヒロさんがカザヤを好きかって話」

「ち、違います！」

「え、じゃあ、嫌いなの？」

「……いや……それはまあ……別に……好きだけど、でもそれはなんていうか、頼たよりになる後輩としてというか、友達としてというか、相棒としてというか……」

「んんー？　聞こえませんなー」

　わざとらしく耳をそばだてる泉に、千紘は手を伸のばした。

「年上をあんまり弄もてあそぶものじゃないわよ、琴蕗さん？」

　にこにことしながら頬を引っ張られ、泉は「いたいいたいいたい！」と悲鳴を上げる。

「はー。ちょっとやり過ぎたか……ところでエルシーは？　カザヤが好きなの？」

「スキデス！」

「うわ、直球！　こりゃ、うかうかしていられないわよ、チヒロさん！」

「な、なにをうかうかするのか、ちょっと分からないわね、私には」

　顔を背そむけて誤魔化す千紘を、エルシーはじっと見つめる。そして、

「チヒロ、チヒロ、カザヤ、アイシテル、デスカ？」

　とんでもなく大だい胆たんに踏ふみ込んだ。

「…………あの、エルシーちゃん？」

「アイシテル？　アイシテル？　アイシテル？」

　身を乗り出して、真しん摯しな眼差しを送るエルシー。対して千紘は顔を強こわ張ばらせながら、段々と身を引いていった。

「ど、どうしたの!?　なぜそんなに必死なの!?」

「ちょっと、エルシー、落ち着きなさいっての」

　見かねて泉がエルシーを引き留め、席に戻すと、彼女はそれでもどこか不服そうにしていた。まるで、自分にとって重要なことが曖あい昧まいなまま終わってしまったようだ。

「……で、どうなの？　チヒロさん？　アイシテル？」

　にやりと笑って尋ねた泉に、千紘は眉み間けんに皺しわを寄せた。

「知らないわよ！　はい、もう、この話は終わり！　大体、琴蕗さんはどうなのよ。宗谷君と仲良いじゃない！」

「はっはっはっは。次の話題いこっか？」

「露ろ骨こつに話題を逸そらそうとしてもそうはいかないわよ。やられたことはやり返す。それが御子戸家の家訓だからね。それとも訊かれて不味いことでもあったのかしら？」

　形勢逆転とばかりに、千紘は不敵な顔で腕を組んだ。

「痛くもねー腹を探られたくないってだけの話よ！　トオルとはなんでもないってば！」

「おれはオマエのこと好きだぞ、イズミ！」

　それまで風也に山の話をしていた貫が、いきなり泉の方を振ふり向むく。

「あんたは話に入ってくんな！　っていうか盗ぬすみ聞きすんな！」

　泉に肩を叩かれたが、貫は「照れんなよー！」といつものように軽く流すだけだった。まさに暖簾のれんに腕うで押おしとはこのことだ。

「…………津守君、さっきの、聞こえてた？」

　泉が貫に食くって掛かかっている様子を眺ながめている風也に、ふと、千紘が訊いてくる。

「へ、へぇっ!?　いえ、べ、べ、べつに!?　なにもきいてないでございますが!?」

　慌あわてたせいで、思いっきり疑わしい答え方になってしまった。

　千紘は「ふーん……」と意味ありげに相あい槌づちを打っていたが、

「ま、いいけどね。……そういうことにしておこう、うん」

　自分を納得させるように呟つぶやいた。

「…………ムー」

　そんなこちらを、エルシーはまた、意味ありげに観察しているのだった。

　ひとしきりカフェを楽しんだ後、店を出ると、すっかり日が暮れている。

「あ、いけない。そろそろ門限だわ」

　千紘が腕うで時ど計けいを見下ろした。

「六時半でしたっけ？」

　風也が確かく認にんをとると、彼女は頷うなずきつつ、

「今日は父の帰りが遅いから、ある程度は遅くなれるけど、それでも七時過ぎには家に帰っていないとね」

「ん、じゃ、そろそろ解散って感じね。エルシー、満足できた？」

　泉に尋ねられて、エルシーは喜色満面といった感じで、頷いた。

「ハイデス！　サイコーデス！」

「そりゃ良かった！　日本もいいとこだろ！」

　貫に笑いかけられて、エルシーが「イイトコデス。ジャパン！」と深々と頷く。

「それじゃ、名残なごり惜おしいけど、ここでお別れってことで――」

　と口にしたところで、風也の言葉は大きな音にかき消された。

　視線を傾かたむけると、遠くの方で、何かの閃せん光こうが瞬またたいている。

　よく見れば、浴衣ゆかた姿すがたの人達が、通りを行き交っていた。

「ああ、そういえば、少し行った先の川で花火大会があるのよね。行ってみる？」

　泉の提案に、千紘もある程度なら問題ないということで、全員が賛成した。

　連れ立って数分ほど歩くと、大勢の人間が集まっているのが見えてくる。

　川べりはとても落ち着けないということで、風也達は少し離れた橋の上に移動した。

　そこで待つこと数秒――不意に夜空に光の珠が上がっていき、頭上高くで、勢いよく弾はじけた。大輪の火花が咲さき、辺りを色いろ鮮あざやかに照らす。

「キレイデス……」

「エルシー、これが花火ってやつだぞ！　日本の風前の灯ともし火びってやつだ！」

「風物詩でしょ。無理に難しい言葉遣つかおうとするから失敗すんのよ」

　エルシーに説明する貫に、泉が呆あきれたような様子を見せた。やはり息の合うコンビだと思うのだが、泉は決して認めようとしないだろうな、と風也は思う。

　しばらく風也達は、無言で花火が打ち上げられる様を見上げていた。

　しかし、

「エルシー、カザヤタチ、アウ、ヨカッタデス」

　と、突とつ然ぜんに口を開いたエルシーを、全員が注目する。

「パパ、シゴト、イソガシデス。エルシー、ヒトリ。サビシイ。カザヤタチ、アウ、ヒトリ、チガウデス。タノシイ」

　にこにことしながら、場に居る一人一人を見ていくエルシー。

　父親が仕事で忙いそがしく、独りで寂さびしかったが、風也達と出会って良かった。楽しかった。

　カタコトではあるがそのような意味であると理解し、風也は顔を綻ほころばせた。いや、自分だけでなく、千紘も、泉も、貫も同じような表情をしている。

「アリガトデス、チヒロ、イズミ、トオル」

　エルシーは名を呼びながら、一人一人の手を握っていった。しかし、

「……カザヤ」

　微かすかに名を呼び――こちらのことを、両手を広げて抱き締しめてくる。完全に不意打ちだったので、跳とび上あがった。

「なっ、は、はっ……いや……」

「落ちつきなさいよ、カザヤ。ハグよ。外国じゃそんなに珍めずらしいことでもないわ」

　泉が諭さとすように言って、「ただ」とつけ加えた。

「これは……他の意味があるかもしれないけどね」

　風也がエルシーの方を見下ろすと、彼女は既に離れている。笑顔を作っているが、その裏にどんな意図を秘ひめているのかまでは察することが出来なかった。

　千紘が、また一瞬、複雑そうな顔を作る。が、

「ところで、エルシー、帰国するのはいつなの？」

　場の空気を変えるようにして、彼女はそう尋ねた。

「ン？　エット……ゴニチゴデス」

　ゴニチゴ。五日後ということだろう。

「そっか。ねえ、皆。エルシーが帰る前にもう一度、なにかしない？」

「なにかって、なんだよ？」

　貫が片かた眉まゆを上げると、

「そうね……地球での思い出は作れたから、今度はグリムヴェリアにするとか」

「お、いいな！　ここにいる全員で、島の探たん索さくでもするか！」

　その言葉に、エルシーは目を輝かせた。

「イク！　エルシー、イキタイデス！」

「いいわね。津守君はどう？」

　千紘から振られた風也は、考え込んだ。これまでソロでやってきて、最近では千紘と行動しているとは言え、それでも五人というのは初めてだ。

　しかし、今日、ここにいるメンバーと一緒に居て、色んな面を見てきて、彼かれらとならやれる、やってみたいと思っている自分が居た。

「……そうですね。いいですよ。オレも大だい丈じよう夫ぶです」

　だから、風也は深く、頷く。

「よし、じゃあ、皆の予定を合わせるわよ」

　泉が言い出し、全員が話し合った結果、日時はエルシーが帰国する前日と決まった。

　荷物などを纏まとめるのはその前にやるので、エルシー自身も問題ないという。

　そして、目的とする島は、

「どうせなら、エルシーも経験者だし、未踏破島にしないか？」

　風也の意見に満まん場じよう一いつ致ち。

　総勢五名で、第二十島を攻こう略りやくすることになったのだった。




　楽しみにしているイベントほど、それまでの時の流れが遅く感じる。

　だがようやく、風也達たちとの未踏破島攻略が明日となり、千紘は胸の高鳴りを抑おさえ切れずにいた。

（よし。明日に備えて、今日は早く寝ねよう！）

　体調を万ばん全ぜんにしなければ、という決意をしながら、その前に入浴しようと部屋を出た時だった。

「千紘」

　目の前に立っていた人物に、体が竦すくんだ。

　壮年の男である。特に威い厳げんがあるというわけではない。身長も体格も成人男性としては平均程度であり、顔つきもどちらかといえば穏おだやかだ。

　たとえばの話、雑ざつ踏とうの中で彼を見たとしても、すれ違ちがった後には何も覚えていないだろう。それくらいに『普ふ通つう』だ。

　だが彼こそが、千紘にとっては何よりも、グリムヴェリアの魔ま獣じゆうよりも攻略し難がたい相手だった。

　御子戸宗そう明めい。御子戸家の家長であり、世界にも名が知れわたる『御子戸グループ』のトップであり――千紘の父親であった。

「随ずい分ぶんと嬉うれしそうだが、何かあったのか」

　声こわ色いろには何の感情も含ふくまれていない。何気なく問いかけただけのようにも思えた。

　しかし、宗明の恐おそろしいところはここにある。彼は己の心の内を決して表には出さない。眼前でどのようなことが起ころうとも、眉一つ動かさないのだ。

　確かめたことはないし、そうでないことを祈いのってはいるが――家族の死を前にしても同じなのではないだろうかと、危き惧ぐすることさえあった。

　故ゆえにこそ千紘は、彼の思おも惑わくを探さぐる為ため、慎しん重ちような態度で臨のぞんだ。

「いえ、特に何でもありません」

　先さき程ほどまで浮うかべていた笑えみを即そく座ざに引っ込めた。幼い頃ころから、宗明に嫌というほど教え込まれた処世術だ。

『優すぐれた者はわずかな所作で相手の腹の内を探り、その隙すきをついて姦かん計けいを巡めぐらせる。だから外では表情一つ変えるな。行動一つ一つを完かん璧ぺきに演じろ。お前を御子戸家の癌がんにさせるわけにはいかないからな』

　そう、厳しく指導されたものだ。最も早はや、詳しよう細さいを思い出したくもないが。

「そうか。まあ、家の中であれば笑おうが悲しもうが構いはしない。好きにしろ」

　素っ気ない言い方。実の娘むすめを、必要とする場面以外ではどうでもいい存在と思っているように。千紘は、本当に自分はこの人と血が繋つながっているのだろうかと思うことがあった。母親は見合いで結けつ婚こんしたと言っていたが、どのあたりに魅み力りよくを感じたのだろう。

「……何か御ご用ようでしょうか？」

　千紘は自然と俯こうとする自分を律した。しっかりと宗明の目を見つめる。

　だがそれだけで、震ふるえが来そうな気がした。獅し子しを前にした兎うさぎの気分だ。狩かる者と狩られる者の区分が明確で、逆らうという発想すら思おもい浮かばない。体に染しみついた呪じゆ縛ばくのようなものだと思った。

「用が無ければお前を探しはしない。余計な質問をするな」

　怒られているわけではない。それは分かっているのに、背筋が凍こおった。

「申し訳ありません。以後、気を付けます」

　深々と頭を下げた自分に、宗明は軽く頷く。そして、

「少し付き合ってもらう用事が出来てな――」

　彼が口を開いて続けた言葉を。

　耳にした瞬間、千紘は、絶望した。







第三章　風也にとっての相棒は







　エルシーと出会った記念に、第二十島へと挑ちよう戦せんする当日。

　英気を養う為、風也達は春はる鐘がね亭ていへと来ていた。

「それじゃ、乾かん杯ぱいっ！」

　互たがいに果実水の入った陶とう器きをぶつけ合い、一気に飲み干す。

「――ぷはっ！　美味うまいのうっ！　バドさん、お代わりや！」

　テーブルに置いて、エルシーが手を上げた。相変わらず、地球との口調がまるで違うので、別人になったように思える。

「お待たせしました、果実水です！」

　注文の品を持ってきたニーナが、風也達の姿を見て「あれ？」と声を上げた。

「チヒロさんがいませんね。どうしたんですか？」

　風也は他ほかの仲間達と顔を見合わせる。次いで、少し困った表情で答えた。

「いや、それが、集合場所に姿がなくてさ」

「ずーっと待ってたんだけど、全然来ないから、仕方なく先に来たのよね。チヒロさん、携けい帯たいに知り合いを登録することが出来ないから、連れん絡らくの取りようがないし」

　泉いずみの説明にニーナが「けーたい？」と不思議そうにしていたが、それよりも千ち紘ひろの不在の方が気になったのか、眉間に皺を寄せる。

「それは心配ですね。どうされたんでしょうか」

「まあ、先輩の家は色々とあるから、何かトラブルがあって抜ぬけるのに時間がかかってるだけだと思う。春鐘亭に行くことは伝えてあるから、その内に来るさ」

　風也が言うと、ニーナは「そうなんですか」と安心したように息をついた。

「ところで今日は、随分と賑にぎやかなんですね。……この間の人もいるし」

　警けい戒かいする様にエルシーを見るニーナ。彼かの女じよは風也に近付いてくると、服の裾すそを握る。

「あんまり、カザヤさんにくっつかないで下さいね」

「なんで？」

「な、なんでって……カザヤさんが困るじゃないですか！」

「ほーん。うちがくっつくと困るんか？　カザヤ」

「いや……まあ、困るっていうか、なんていうか……嫌ではないんだけど……エルシー、色々と大胆だったりするから」

　あけすけな態度に当とう惑わくするのだ、という意味を遠回しに伝えた風也だったが、

「嫌でないなら、ええじゃろ。うちの愛情表現じゃけぇ！」

　全く通じず、エルシーはにっこりと笑ってこちらに寄より添そってきた。

「あーっ！　だからやめて下さいってばー！」

　エルシーの方へと回って、ニーナが彼女を引っ張る。が、エルシーは少しも体勢を崩くずさない。

「ちょっ……だからエルシー、そういうのだって！」

　どうしたものかと風也が困っていると、

「モテモテだなぁ、カザヤ！　はっはっは！」

　貫とおるは呑のん気きに三杯ばい目の果実水を飲み干した。

「いや、助けてくれよ、宗そう谷や……」

「いいじゃねえか！　ほら、あれだ、よく言うだろ。英えい雄ゆう、エロを好むってよ！」

「それを言うなら、英雄、色を好むでしょ。……まあ、珍しく、意味合いとしてはそんなに間ま違ちがってないけど」

　泉が複雑そうな顔をして、ほとんど後ろに倒たおれるような格好でエルシーを引き続けているニーナに言う。

「今日はチヒロさんを含めたここにいるメンツで、未踏破島を攻略しようって話になったのよ。だから大勢で集まってるの」

「ええーっ！　なんですか、いつのまに皆みなさん、そんなに仲良くなったんですか！」

　驚おどろいた拍ひよう子しに手を離はなし、ニーナは後ろにひっくり返った。

「カザヤさん！　どういうことですか！　チヒロさんだけでなく、イズミさんやエルシーさんまで！　せ、せ、節操がないです！」

「なんでだよ」

　人を女たらしのように言わないで欲ほしい、と風也はニーナが立ち上がろうとするのに手を貸す。

「だって、だって、カザヤさんってば、少し前までずっと独りでやってらしたじゃないですか！　孤こ独どくを愛していたじゃないですか！」

「別に愛してたわけじゃないよ。そっちの方が気楽だからやってただけで。でも、先輩と一緒にやり始めて、誰だれかと島を探索するのもいいなって思ったから、たまにはこういうのもありかなと」

「ありじゃないです！　ありじゃないですーっ！　ますます危なくなるじゃないですか！」

「なにが？」

「だから、その……カザヤさんが別の女性と一緒に居る時間が長くなるというか……」

「ああ、まあ、そうだな。……それで？」

「それで……それで……それでー！　いやー！　カザヤさんのバカーッ！」

　なぜか罵倒され、風也はニーナからパンチを喰らう。

「イズミさーん！　ふえーっ！」

　あまつさえ、泉に泣きつきに行かれ、目を白黒させるしかなかった。

「……カザヤ、あなたね、もう少し乙おと女め心ごころってものを理解しなさいよ」

「え、な、なにが？」

「ハーレム物の主人公じゃないんだから……こりゃ、チヒロさんも苦労するわ」

　泉は盛大にため息をつく。なぜここに千紘が出てくるのだろうか、と風也は首を傾かしげた。

「そうだぞ、カザヤ！　ニーナはオマエのことが好――」

「あんたはあんたで余計なことを言うな！」

　貫は言いかけたところで、泉から裏うら拳けんを喰らって、それを受け止める。

「皆で仲良く島の攻略なんてずるいですよぅ！　ニーナも行きます！　連れてって下さいー！」

「無む茶ちやを言うなって」

「無茶くらいなんですかー！　ニーナもたまにはわがままくらい言いますよおおおおおお！　わああああああ！　うわあああああん！」

　泉に捕つかまえられながら、ついに暴れ出だすニーナ。

「ああああ、こうなったら小さい子は無敵よ、カザヤ」

「確かに。手の付けようがないな……」

　恥はじも外聞もなく派手な動きを展開するニーナに、風也も泉も戦せん慄りつした。

「こら、ニーナ。いい加減にしなさい。皆さんに迷めい惑わくだろう。他のお客さんから注文をとってきなさい」

　しかし、バドから怒おこられると、ニーナはすぐに止まり「……はい」とシュンとした様子で立ち上がる。根が素す直なおというところもあるだろうが、教育が良く行き届いているのだろう。

「それにしても、チヒロは遅いのう」

　ニーナが鼻を啜すすり上げながら場を去ったところで、エルシーが入り口の方を眺めた。確かに。集合して春鐘亭に来てから、かれこれ三十分ほどが経過していた。

「カザヤだけでも一いつ旦たん、地球に戻もどった方がよくない？　チヒロさんの家は知ってるんでしょ？」
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「まあ、一応は」

　千紘の自宅は、近所でも有名になるほど大きな屋や敷しきなのだ。知らない方がおかしいだろう。

「そうだな。様子だけでも見に行った方がいいかも――」

　と立ち上がりかけたところで、扉とびらの開く音がした。

　千紘が、荒あらい息をつきながら、入り口に立っている。顔が真っ青だ。

「先輩！　どうしたんですか、何かあったんですか!?」

　風也が駆かけ寄ると、千紘はこちらの肩に手を置いてきた。よほど急いできたらしく、呼吸が整わないらしい。

　が、しばらくすると、ようやく落ち着いてきたのか、肌の色も戻って来た。

　上体を起こした千紘は、一度、長く息を吸い込んでから、大きく吐はく。

　そして。

「――ごめん、エルシー！　未踏破島の攻略、ダメになっちゃった！」

　深々と、綺き麗れいな角度で頭を下げた。

「どういうことや？」

　エルシーが首を傾げると、千紘は顔を上げる。柳りゆう眉びは下がり、口はへの字になっていた。本当に残念でたまらないといった表情だ。

「急に父の付き合いでパーティーに行かなくちゃならなくなって。多分、帰るのは夜よる遅おそくになるわ。今日も朝から父が家にいるから、中々グリムヴェリアに来る隙がなくて……やっとトイレにいくって言って来たの」

「えー！　そんな、じゃあチヒロさん、今回は不参加ってこと？」

　泉の言葉に、千紘は頷いた。

「……そうだったんですか。また、タイミングが悪いですね」

　なんと慰なぐさめていいか分からずに、風也は頭を掻かく。

「ええ。私もどうにかして回かい避ひできないかと思ったんだけど、やっぱりダメで……本当にごめんなさい」

「チヒロ……もう謝あやまらんでもええよ」

　席を立ったエルシーは、千紘に近付くと、彼女の肩かたを抱だいた。

「それだけ焦あせって来てくれたいうだけで、うちには十分じゃけえ。それに、国に帰ってもグリムヴェリアには来れる。これで絶対のお別れいうわけじゃないき」

「エルシーちゃん……でも、君が日本に居られる最後の日なのに」

「気にせんでええ。そういう事情なら、あまりゆっくりもしておられんじゃろ？　早く帰らんと」

「そ、そうですよ、先輩。こっちのことは任せて！」

「おうよ！　ま、エルシーの言う通り、機会はまたあらぁ！」

「ええ。パーティー、頑がん張ばって来て！　また一いつ緒しよに島を攻略しましょ！」

　風也を始めとして、泉や貫からもはげまされ、千紘は目を潤うるませた。

「皆……ありがとう。分かった、行ってくるわ！　未踏破島の攻略、頑張ってね！」

　手を振ると、やや名残惜しそうにしながらも踵きびすを返かえし――再び出て行く。扉の閉まる音だけが、盛せい況きような店内であるにもかかわらず、やけに大きく響ひびいた。

「……先輩が、来れないのか」

　風也は複雑な想おもいを抱いた。

「どうする？　このまま四人で行く？」

　泉が全員の意見を纏めようと発言する。

「そうさなぁ。チヒロが居ないってのは残念だが、エルシーは明日帰るんだろ？」

　振り向いた貫にエルシーは頷いた。

「もうチケットはとっとるけぇ。キャンセルするっていう手もあるけど……」

「それも選せん択たくの一つだけど、エルシーがさっき言った通り、これが今生の別れってわけでもないわよ。それにこれで中止にしたら、チヒロさんが余計責任を感じちゃうかもよ」

　泉の言う通りだ。千紘がそういう人間であることは、風也が何よりも分かっていた。

「カザヤ。カザヤはどうしたい？　うちはカザヤが決めたことに従うけぇ」

「そうだな……」

　エルシーからの問いかけに風也は腕うでを組んだ。

　しばらく唸うなっていたが……やがて、決断する。

「行こう。先輩だってそっちの方がうれしいはずだ」

　その答えにエルシーは微笑ほほえんだ。

「うん。うちもそう思う！」

　すると泉や貫もまた、同意した。

「そうね。チヒロさんの分まで頑張りましょう」

「おう！　絶対に長を倒して帰るぞ！」

「はい！　やってやります！」

　ニーナまでもが元気良く決意表明をして、

「お前は店に残りなさい」

　やって来たバドさんに抱き上げられて、カウンターまで連れて行かれた。

「いいいいやああああ！　お父さあああああああん！」

「どう考えてもカザヤ達の足手まといになるだろう。大人しくしていなさい」

「……うう。はい。分かりました。カザヤさん、皆さん、上手うまくいくことを祈ってますね」

　がっくりと肩を落とし、こちらに手を振るニーナ。

　風也達は苦く笑しようしつつ、春鐘亭を後にしたのだった。




　第二十島に辿たどり着ついたのは、港から出て三十分後のことである。

　浜はま辺べに降りてすぐ、風也達は震えた。

「なんか……寒くない？」

　泉が自身の体を抱き締める。確かにかなり気温が低かった。

「寒いはずだぜ！　雪が降ふってらぁ！」

　掌てのひらを広げた貫が天を仰あおいだ。空は厚い雲に覆おおわれ、純白の粒つぶが次から次に落ちてくる。

　いやそれだけでなく、前方には針葉樹林が広がっているのだが、その全すべてが真っ白く染まっていた。土にも薄うつすらとではあるが雪が積もっている。

「どういうことやろね。まるでこの島だけが真冬になってしまったようじゃけぇ」

　エルシーが周囲の景色を不思議そうに眺めた。

「神様の仕し業わざってやつなんだろうけど……なんでまた、こんな仕様にしたんだか」

　まるで、わざわざ挑いどむ者に苦難を用意しているかのようだ、と風也は訝いぶかしむ。

「でも、雪が降ってる割に薄うす着ぎでもそれほど辛つらくはないわね。十月くらいの感じがしない？」

「守護結界のおかげかもな。これで冷たい空気を緩かん和わしてくれてるんだろ」

　風也が答えると、泉は納なつ得とくしたように目の前の空間を突つついた。

「でも、ということは、来訪者に対しての試練じゃないってことだよな。ひょっとしてこの世界の歴史に関係してたりして……」

　興味を惹ひかれた風也だったが、

「まあ、なんだっていいじゃねえか！　今日の目的は未踏破島の攻略だろ！」

　貫に背中を叩たたかれて、咳き込んだ。

「い、いや、そうだけど。ほら、グリムヴェリアって所々、妙な感じがするだろ。その秘密が解けるかもしれないって思ってさ」

「そんなこと知っても何にもならねえって！　ほら、まずは探索、探索！」

「うん、長の居所を見つけな！」

　貫とエルシーは、二人揃そろって先を歩いていった。

「あの二人に知的好こう奇き心しんを期待しても無む駄だじゃない？」

　肩を竦めた泉もまた、進み始める。

「……ま、そうなんだけどなぁ」

　なんとなくがっくりときながら、風也は出発した。

（ここに先せん輩ぱいが居たら、きっと、付き合ってくれるだろうなぁ）

　改めて、相棒の不在を実感する。

　思えば、二カ月ほど前に千紘と出会って以来、グリムヴェリアでは常に彼女と共にあった。

　最初こそドキドキして緊きん張ちようしたものだったが、今では良い感じに慣れ、いつのまにかそれが当たり前になりつつある。

　だからこそ、なのかもしれないが――あの綺麗で良く通る、元気な声がしないというのは、ひどく不自然に思えた。

　千紘と居る時より、独りで居た期間の方が長いのに、妙みような話である。

「得た物を失うことは、何も持たないで居た時より寂しいもんなのかな……」

　つい、そんな詩人めいたことを口にしてしまった。

「カザヤ？　どうかしたんか？」

　しかし、戻って来たエルシーに声をかけられて、はたと我に返る。

「あ、ああ、いや、なんでもないよ。行こうか」

　風也が告げると、エルシーは顔を綻ばせた。

「うん。チヒロが居なくて残念じゃろうけど、その分、うちがカザヤの力になるけぇな！」

「ああ、頼りにしてるよ」

　そうだ。今日はエルシーの為に来たようなものなのだ。いつまでも千紘の不在を嘆いている場合ではない。目の前のことに集中しなくては。

「よっし――やるぞ！」

　風也は自分の頬ほおを叩いて気合を入れた。

　森林地帯に入ると、急に周囲が静せい寂じやくに包まれる。まるで、世界から一いつ切さいの音が消失したかのようだ。

「雪は近くの音を吸収するけぇ、こういう風にしんとなるんよ。でもその分、遠くの音がよう聞こえるよ」

　エルシーが、北ほく欧おう出身らしい知識を披ひ露ろうした。

「へー！　すっげーな！　やっほおおおおおおおおおおおおおおお！」

　突然、貫がとてつもない大声を出す。

「いきなりなにしてんのよ!?」

　泉が慌てたように跳び上がった。

「いやぁ、遠くの方に居る奴やつに声が届いたら面白おもしろいなって思ってよ！」

「あんたね、ここは未踏破島よ!?　聞こえるのは人じゃなくて魔獣でしょうが！　わざわざおびき寄せる真似まねしてどうすんのよ！」

「あ、そうか！　ははははははは！　悪い、悪い！」

「……エルシー、コンビ交代してくんない？　こんな日々脳のう味み噌そが後退していってる奴と一緒に戦える気がしないわよ」

　うんざりした顔でこちらを見てくる泉。しかしエルシーは風也の腕をとった。

「やじゃ。うちは今日、カザヤの相棒なんよ！」

「あー。そう言うだろうと思ったわよ」

「はははははははははは！　脳味噌が後退はははははははは！」

「笑うな！　笑うところ一個もないわ！」

　なんだかんだと言い合いながら、泉と貫の二人は足を進めていく。

　だが――間もなく立ち止まった。

　その理由はすぐに分かる。二人の前に、魔獣が出現していたからだ。

　狼おおかみである。それも三体。ただ地球でいうそれとは大きく違うところがあった。

　向こう側が透すけて見えるのだ。ただし、ガラスではない。わずかに歪ゆがんでいた。

「これ……氷？」

　泉が腰こしの短たん剣けんに手を伸のばしながら眉を顰ひそめる。

　そう、相手は氷で出来た狼だった。まるで、極きわめて精せい巧こうに作られた彫ちよう刻こくが、仮かり初そめの命を得て動き出したかのようだ。

　未踏破島以外を全て調査し尽つくした風也の知識にはない――つまりは、未発見の魔獣である。

「さすがに冬の島ってわけか。面白い奴が居るな」

　風也は魔ま剣けんを呼び出した。特別な能力のない、相手の力を試ためす時に使うものだ。

「でもよぉ、たかだか氷なんだろ？　砕くだいちまえば終わりだぜ！」

　言って、貫が手てつ甲こうに包まれた拳こぶしを引いた。そのまま、勢いよく飛び出す。

「ちょっと！　あんたはまたそうやって勝手に――」

「うおおおおおおお！　【大だい・鋼こう鉄てつ・砕くだき】っ！」

　魔獣が構えるより先に、貫の拳が相手の腹に衝しよう突とつした。

　直後、閃光が瞬き、何かが爆ばく発はつするような音が響く。

　貫が身に着けた手甲の先から、光の杭くいとも言えるものが突き出でていた。

　氷の狼は散裂し、ばらばらと地面に落ちていく。

　残りの二匹が、動作を終えたばかりの貫に襲おそい掛かかった。しかし彼はそちらを見ることもなく跳ちよう躍やくすると、振ふり払われた爪をかわし、相手へと向き直る。

「よっしゃああああああ！　二匹目ええええええええ！」

　先程と同じように懐ふところへ入り込むと、拳を突き上げ――一いち撃げき。轟ごう音おんが静けさを打ち破り、二匹目、三匹目も木端微塵と化した。

「えらい派手な攻こう撃げきやねえ。あれがトオルの御み業わざなん？」

　驚きに目を瞬かせるエルシーへ、風也は説明する。

「【爆ばく槍そう】っていう名前らしくてね。あの手甲の拳部分から巨きよ大だいな槍の先みたいなものを繰り出すんだ。威い力りよくは絶大だよ」

　それこそ、頑強な岩であろうと容易に打ち砕いてしまうほどだ。

「ほら、イズミ、早さつ速そく倒たおしたぞ！　すげぇだろ、俺の御業は！」

　貫が、強敵に勝利したプロレスラーのように、固めた拳を持ち上げた。

「あー、はいはい、単純なあんたにお似合いな単純な敵で良かったわね。で、どれくらい経験値もらえたの？」

　適当にあしらいつつ泉が尋たずねると、貫は「お、そうだな！」と言いながら虚こ空くうをなぞった。

　こちらからは見えないが、彼の方には現在の『レベル』とそれを上げる為に討伐する必要のある魔獣の数が表示されているはずだ。

　が――。

「あん？」

　貫は彼にしては珍しく困惑した声を上げた。

「……妙だな。ないぞ！」

「ないってどういうことよ。ゲームのバグじゃないんだから、消えたりするわけないでしょ」

「いや、消えてはねえ！　でもないんだよ！　変わってないんだ！」

「変わってないって……経験値が？」

　怪け訝げんに思った風也の問いかけに、貫は頷うなずく。

「おう、そうだ！　あいつら倒す前と経験値が変わってねえ！」

「いや、あんた、前の経験値忘れてるだけでしょ。寧むしろ覚えてる方が奇き跡せきよ」

　泉は結構な、しかし一部では真実だと思われる物言いをしたが、貫は頑として譲らなかった。

「いいや！　変わってねえ！　なんだこりゃ、間違いか？　おーい、神様！　間違えてるぞー！　直してくれー！」

　空に向かって声を張り上げる貫。その時――風也は彼の後ろで何かが動いたのを見た。

　先程、彼が倒した氷の狼、その破片だ。気のせいかと思って注視したが、やはり、動いている。

　しかも一つではない。三体分、全ての欠片かけらが、それぞれ三カ所に向かって移動を開始していた。

「これは……宗谷、こっちに跳ぶんだ！」

　咄とつ嗟さに判断した風也にすぐさま従ったのは、貫の経験と、野生の勘と呼べるものが総動員された結果だろう。

　貫が地面を蹴けってこちらに戻ってくるのとほぼ同時、彼が先程まで立っていた場所が深く抉れた。

　復活した氷の狼が、鋭するどい牙を立てたのだ。

「再生する魔獣!?　そんなの見たことないわ！」

　エルシーが唖あ然ぜんとして目を丸くした。

「オレもだ。どうりですぐに倒されたはずだよ。多分こいつら、バラバラにしたぐらいじゃ討伐できないんだ」

　風也の言葉に、泉が面めん倒どうくさそうに舌打ちする。

「だったらどうすりゃいいっていうのよ！　文字通り粉微塵にしろってこと!?」

「分からない。それを戦いながら探っていくしかないな！」

「ああ、もう！　不本意だけどトオル、あたしと組んで！」

「おう、任せろ！　突とつ撃げきするぜえええええええ！」

「だからそれは無駄だっつってんでしょーが！」

　思考を挟まず同じことをしようとする貫を、泉は後ろから掴つかんだ。

「あっちはあっちで心配だけど……まあ、二人のことだから、なんとかなるだろ。エルシー、やるよ！」

「分かったわ！　よぉし、ほんなら、徹底的に磨り潰して粉みたいにしてやるけぇのう！」

　エルシーが自らの御業【千せん斧ぶ】を呼び出しながら、突とつ貫かんする。

「ま、待った、エルシー！　迂う闊かつな攻撃は！」

　風也が止めたが、もう遅おそい。エルシーは得物を振りかぶって、相手へ叩きつけていた。

　しかし、大振りな軌跡はすぐに見抜かれ、一撃は不発に終わる。

　氷の狼は俊敏な動きでエルシーの御業を避よけると、彼女に牙を剥いた。

「まだまだぁ！」

　柄つかで受け止めると、強ごう引いんに相手を押し戻し、エルシーは千斧を振り回す。

「これを見ぃやぁーっ！」

　突き出した槍部分の切っ先が、刹せつ那な――伸びた。

　遠方に居る氷の狼の喉のど元もとを貫き、すぐ後ろの大木に突き刺さる。

　エルシーの御業がもつ能力の一つなのだろう。

　次いで彼女は柄を二つに割ると、鎖くさりで繋がれた斧部分をもって跳躍、刃やいばを振り下おろした。

　派手な音と共に狼が砕け、ただの氷の塊かたまりとなる。

　しかし、すぐに寄り集まり、また元に戻った。しかもそれだけではない。

　相手が口を大きく開き、咆哮のようなものを上げると、喉のど奥おくから無数の巨大な針のようなものが射出されたのだ。

　それは、氷柱であった。

「おお!?　なんや、これくらい！　おどりゃああああああ！」

　高速で飛来する群れに対して、エルシーは突如として、千斧を縦横無尽に振り回まわし始めた。斧の部分が氷柱を次々と捌いていく。いや、それ自体は良いのだが、

「うわっ、ちょ、ま、待って、エルシー！　こっち！　こっちに飛んできてるから！」

　エルシーの御業で跳ねた氷柱が、風也に向かってきていた。まさかそんなことをするとは予想しておらず、逃げきれずに、幾いくつかを受けてしまう。守護結界のおかげで怪我けがはないが、それなりにゲージが削れてしまった。

「うぬうううう！　やりよるのう！　しかし、まだまだじゃあ！」

　エルシーは鎖を引っ張って再び千斧を連結すると、氷の狼を鋭く睨みつけた。

「エルシー、ダメだって！　ただの魔獣とは言え、ここは未踏破島なんだ。ちゃんと考えて動かないと！」

　風也は忠告したが、彼女は頬を膨ふくらませる。

「うち、そういうの苦手なんや。とりあえず飛び出して、後は状じよう況きように合わせて戦法を変えていくやり方が性に合っとるけぇ」

「えええええええ。ってことは今まで、感覚でやってきたってこと!?」

「その通りや！　じゃから、こいつもそうやって倒すんや！　おどりゃああああ！」

　頭上で千斧を旋転させて、エルシーは再び氷の狼へと挑んだ。

　しかし、如何な変へん幻げん自じ在ざいの攻撃を繰り出そうとも、相手には通じなかった。

　どうやら魔ま獣じゆうとは言え、かなり知能の発達した種族らしい。

「ああ、もう！　先の読めない人とどうやってアクションを合わせろっていうんだよ！」

　風也はどちらかというと二手先、三手先を考えつつ、周りのことを常に把は握あくしながら行動するタイプだ。故にエルシーのような考えとは、かなり相性が悪いと言えた。

（こういう時、先輩がいればちゃんとサポートしてくれるんだけど……）

　ふと考えてしまい、いけない、と首を横に振る。千紘は千紘、エルシーはエルシーだ。比べてはいけないし、比べるものでもない。

（……オレはオレでやるしかない。相手はバラバラにしても倒せない。でも、だからといって心臓みたいな部位があるわけじゃないんだ）

　透けて見える体のどこにも、そういった物が見つからなかった。

　常識ならありえないことだが、魔獣に関しては基本的になんでもありだ。

（でもそうなら、結局は泉の言う通り、粉微塵にしなきゃ倒せない）

　だとすれば――寧ろ『そこ』にこそ、弱点があるのかもしれなかった。

「そうか。だったら――」

「きゃああああああああ！」

　考え込んでいた風也が顔を上げた瞬しゆん間かん、エルシーが吹ふっ飛とんできて、一緒に後ろへと転がる。

「いった……大だい丈じよう夫ぶか、エルシー」

「うん、なんとか！　ごめんなぁ、カザヤ。よっし、負けへんからなぁ！」

　即そく座ざに立ち上がると、またもエルシーは突撃していった。

　本能のまま戦う彼女を、氷の狼は巧みに動いては翻ほん弄ろうする。

「ああ、もう！　ちょこまかとするけぇ、面倒じゃわ！」

　苛立ったエルシーは、無造作に得物を振り払はらった。そこに出来た隙すきを、相手が見逃すはずもない。

　刃を掻い潜ると、彼女に向かってナイフのような牙を立てようとした。

「危ない！　エルシー！」

　風也は咄嗟に駆けると、エルシーを抱き込むようにして庇う。代わりに自分の守護結界が、相手の攻撃を受けて火花を散らした。

「このっ――ッ！　灼しやく熱ねつ王おうッ！」

　風也は魔剣を召しよう喚かんし、地面に突き立てた。敵の真下からマグマが噴き出す。溶けるかと思いきや、勢いに呑まれるように粉々になった。

（これでもダメか……!?）

　しかし、再生するわずかな間に、風也はある物を見た。赤色の丸い球のようなものだ。ともすれば見逃してしまいそうなほどの小ささだった。

「……なるほど、そういうことか！」

　すぐに悟る。定番と言えば定番だった。

「カザヤ！　大丈夫か!?」

　エルシーが確かく認にんしてくるのに、風也は頷く。

「エルシー、あいつをもう一度、砕き割ってくれないか？」

「え、でも、そんなことしても無駄になるじゃろ？」

「ならないよ。オレを信じて」

　風也が言うと、エルシーはしばらくこちらを見つめていたが、

「……うん！　分かったわ！」

　笑え顔がおで頷いた。

「ほんならもう一度や！　おどりゃああああああああああ！」

　エルシーは千斧を二つに割ると、槍部分を頭上で振り回し、勢いよく落とす。それはかわされたが、同時に彼女は動いていた。手にもった槍を、腰を振って溜め込み、思い切り振り払う。

　耳障りな音と共に、氷の狼は砕け散った。

　すかさず、風也は新たな魔剣を呼び出す。

「我わが手に現れよ――蛇じや咬こう王おう！」

　刃を振るうとしなるように波打った。鞭のような伸縮性を持つ得物を突き出す。即座にどこまでも伸びて行く切っ先が、砕けた体から現れた小さな球を真まっ直すぐに貫いた。

　真っ二つに割れたそれは、砂のように溶けていく。

　すると、氷の狼も幻であったかのように揺ゆらぎ、音もなく消え去った。

「……やっぱりか。古今東西、再生する敵には必ず核となる物がある！　お前は確かに強い。だがそれは、オレと出会うまでの話だ！」

　蛇咬王の刃を戻すと、風也は自分なりに格好良く決める。

「やった、さすがカザヤじゃ！　ほんなら、うちも！」

　エルシーが得物の斧部分を鎖によって振り回した。俊敏に動き続ける氷の狼を、しかし、見事に捉えて振り下ろす。鈍にぶい音と共に体が砕け、赤い球が現れた。すかさず彼女は千斧を元の状態に戻すと、槍の先を向けて投とう擲てきする。

　虚空を走る御業が、真っ直ぐに球を貫いた。

「どうや！　うちもやったきに！」

　笑顔を見せるエルシーに、風也もまた口元を緩めながら、泉達はどうなったかと視線を向ける。

「叩き潰しなさい！」

　そこでは丁度、貫が相手を砕き割った直後に、泉が指を鳴らしたところだった。彼かの女じよの傍そばには身の丈数メートルはあろうかという木の巨人がいる。無機物や植物を意のままに操る彼女の御業【傀儡くぐつ】にて生み出された、ゴーレムだ。

　ゴーレムは低い声を上げると、砕け散った氷の狼が居る辺り一体に拳を叩き落とした。地面が深く陥没し、同時に、氷の狼の姿が薄うすくなっていく。

　どうやら泉も弱点に気付いて、風也のように一点集中ではなく、広範囲に渡る破壊で核を潰すことにしたらしい。

「よっしゃ！　イズミの分析が当たったじゃねえか！」

　貫が手を上げた。泉は鼻を鳴らし、

「ま、当然ね。あんたも、それなりには良い動きしてたわよ」

　まんざらでもないようにして、珍めずらしく彼かれとハイタッチする。

（良い連携してるじゃないか、二人とも）

　なんだかんだ言いながら、互たがいの攻撃のタイミングがぴったり合っていた。

（それに比べると……オレとエルシーは上手くいっていたとは言い難がたいな）

　本能のままに戦うエルシーに対応するには、彼女が様々な場面でどういう行動をとるかを、ある程度把は握あくしていなければならない。貫も同じタイプだが、泉は今までの付き合いで、その辺りをなんとなくではあるが読み取っているのだろう。

（彼女とのコンビネーションを磨くには、まだ時間が必要か……）

　即興で組んだ為ため、無理もないと言えるのだが、それでもこれで長を倒せるのか少し不安になった。

「どうしたんや？　カザヤ」

　考え込んでいると、エルシーが顔を覗のぞき込んでくる。

「あ、ああ、いや、なんでもないよ」

「そうか？……もしかして、うち、あんまりカザヤの役に立てんかったか？」

「ううん。そんなことない。でもまあ、完かん璧ぺきにするにはお互いにもっと努力していかないとな」

「うん！　そうやね、うちもがんばるき！」

　エルシーは、拳を固めてやる気を見せた。

「ところでこの魔獣、なんて名前つける？　うちは『アイス・ウルフ』とかええと思うんじゃけど」

「んん。結構そのままな感じもするなあ。たとえば、【結晶の狼ダイアモンド・ウルフ】とか」

「おお！　格好良い！　ええセンスしてるわ！」

　そんなやりとりを交かわしながら、風也は気持ちを切きり替かえる。

（……そうだな。これからだ。数をこなしていけば、きっとなんとかなるはずだ）

　多少の強引さは自覚しつつも、己おのれを鼓舞し、前向きに考えた。

　が、そんな決意も虚むなしく――。

　それから何度か戦いを繰くり返したが、やはり、エルシーとの戦いにちぐはぐさが生まれるのは否めなかった。

　あっちに動こうとすれば、彼女はこっちに動き、逆にこっちに動こうとすれば、いつのまにか、まるで明後日の方向に居たりする。

　その度に風也が攻撃を防いだり、彼女を狙ねらっている相手まで急いで駆けつけて仕留めたりと、サポートさせざるを得ない場面が続いた。

　相棒というよりは、弟で子しか助手を支えているような、そんな気分を味わう。

「つ、疲れた……」

　幾つかの数をこなした後で、風也は近くにあった木にもたれかかった。ただでさえ場所が未踏破島だ。出てくる魔獣も未知のものであったり、そうでなくても強敵であったりする。そこにきてエルシーの自由気ままな戦い方に合わせるとあっては、体力が削れるのもやむなしといったところだった。

（やっぱり……先輩が抜ぬけた穴は大きいか）

　改めてそう実感する。思えば二人で戦うということは、出来ることが増える分、相手を常に意識しながら行動の選択をしなければならないということだ。

　確かにエルシーのフリーさも影えい響きようしているかもしれないが、元より誰だれかと組む方が、一人でやるよりも難しいことなのだ。

　少なくとも、風也はそう思っていた。

（でも、先輩と一緒にやっていた時は、そんなこと思わなかったんだよな）

　寧ろ彼女が傍に居ることが、何よりも頼たのもしく、楽しいことに感じた。

　もしかすれば、千紘はこちらが気付いているよりずっと、一つ一つを慎しん重ちように行動していたのかもしれない。風也の足りない部分を、自分が埋めてあげたいと思うように。

「カザヤ？　大丈夫？」

　知らずしてぼうっとしていたらしい。泉に声をかけられて初めて、自分が座すわり込んでいたことに気付いた。

「あ、ああ。ごめん。体力を回復してた」

「別にいいけど、あなたにしては珍しいわね。ちょっと休きゆう憩けいでもする？」

「いや、いいよ。エルシーと宗谷は？」

「なんか面白いもの見つけたって、あっちに行ったわよ」

　風也は腰を上げると、泉が指差した方へと向かう。

　背の高い木々の間をすり抜けて行くと、突とつ然ぜんにぽっかりと空いた場所に出た。

　そこには、高い塔のようなものが建っている。周りには台があつらえてあり、何かを備える祭壇のような造りになっていた。

「おー、カザヤ！　これ、なんだと思う!?　俺は秘密基地の入り口だと思うんだけどな！」

「うちは妖精の隠れ家やと思うわ。昔ここいらには沢たく山さん、小さい生き物がおったんじゃけぇ！」

　貫とエルシーが口々に持論を述べる中、風也は台の上に積もっていた雪を払った。

　すると、何かが書いてあるのが見える。ただし、経年劣化によってほとんどが掠れていて読めなかった。

「どう見ても宗教的な意味を持つものだと思うんだけどな。なんでこんなものが未踏破島にあるんだ？」

「明らかに人工物よね。誰かが作ったのかしら」

　泉が腕を組んで塔を見上げる。

「誰かって、誰が？　中央島の人達は島には渡らないだろ」

「そうよねえ。でも物好きな人が何人かいるって話でしょ。その人達だとか？」

「だとしても何の為に？」

「だから秘密基地だって、秘密基地！　隠かくされたスイッチを押すと地下への扉とびらが開いて、下に降りるとロボットがあんだよ！」

「妖精じゃけぇ。人間を恐れて隠れとるんじゃ、お菓か子しを置くと出てきよるよ！」

「ええい、うるさい、あんたらは二人で盛り上がってなさい！」

　泉に叱しかられ、貫とエルシーは言われた通り、互いに話をしてテンションを上げていた。

「そういえば、以前に先輩と行った第五島にも人工物っぽい建物があったな……」

　それだけでなく、グリムヴェリアにはそこかしこにそういった物が点在していることがある。恐おそらくは、この世界の過去に関係しているものなのだろう。

（先輩が見たら、大喜びで考察しそうだな……）

　頭の良い彼女のことだ。自分など思いつきもしないような突飛な説を唱え始めるかもしれない。きっとそれは、無む茶ちや苦く茶ちやなようで、しかしどこか的を射ているものなのだろう。

「……って、オレはまた先輩のことを」

　風也は俯き、頭をくしゃくしゃと掻き混ぜた。ここにいない千紘のことを事あるごとに思い出だしたところで、なんにもならない。皆みなで楽しんで、と一人で帰った彼女にも申し訳ない気がした。

　と――そこで風也は誰かに視線を向けられていることに気付き、ふと顔を上げる。

　いつのまにかエルシーが前に居て、一心にこちらを見つめていた。

「どうした、エルシー？」

　首を傾かしげた風也に、エルシーはぽつりと言った。

「カザヤ、さっきから変やね」

「ん？　そうか？　そんなことないけど」

「んーん。なんかぼうっとしてるし、いつものカザヤやないみたいじゃけぇ。なんかあったんか？」

「別に、なんにもないよ」

「――チヒロのこと？」

　思わず体が竦すくんだ、まさかピンポイントで、しかもエルシーに見抜かれるとは思っていなかった。

「い、いや、別に先輩のことは……」

　慌あわてて取り繕おうとしたが、彼女は確信している様子でじっと佇たたずんでいる。

　普ふ段だんのように朗らかな雰ふん囲い気きはなく、どこか真しん剣けんな態度で臨のぞんでいた。

「……まあ、うん、少しね」

「やっぱりやね。そうやないかと思っとったけぇ。カザヤ、チヒロがおらんと寂さびしい？　うちだけじゃあかんか？」

「ダメってことじゃないよ。でも……先輩もここに居たら、喜んだだろうなって」

「チヒロだけ？　カザヤも喜んだ？」

「それは……そうだね。本当はいるはずだったんだし」

　エルシーは顔を伏せ、指を絡ませた。言い難いことを口にする為、言葉の選せん択たくに迷っている。そんな印象を受けた。

「あ、でも、先輩が不参加だからテンションが下がってるとか、そういうことはないからな。エルシーや琴こと蕗ぶき達たちとこうやって島を冒ぼう険けんするのは初めてだし、これはこれで楽しいっていうか。でも、なんかちょっと変な感じというか……」

「――カザヤは、チヒロのこと、好きなん？」

　ひょっとして気を悪くしただろうかとフォローしているこちらを遮って、エルシーは唐突に問うてきた。

「……へ？」

「うち、カザヤやチヒロと会ってからずっと二人のことを見てた。そしたら、すごい仲が良いから気になったんじゃけ。二人はやっぱり、恋人同士なんか？」

「なっ――ちょ、ちょっと待った。いきなりなに!?」

　展開が急すぎてついていけない。風也はどぎまぎとしてたじろいだ。

「なあ！　カザヤとエルシーは何の話してるんだ!?　喧けん嘩かか!?」

「はいはい、あんたはちょっと静かにしてなさいね。今、二人とも大事な場面だから」

　大声を出した貫を軽く叩きながら、泉は彼と共にこちらから距きよ離りをとった。

「なあ、恋人同士なんか？　教えて欲ほしいきに」

「べ、別にそういうわけじゃないよ。先輩はオレの学校の先輩で、オレは後こう輩はいで、それだけの関係っていうか。いや、相棒である……とオレは思ってるけど、でも、別に恋人とかそんなんじゃ」

「でも、えらい仲良かったき。気持ちが通じ合ってるように見えたよ」

「それは、まあ、先輩がグリムヴェリアに来てからはずっと一いつ緒しよにいたし、その分、色んな話もしたから、親しくなったというか」

「ほんなら……カザヤはチヒロのこと、愛してないんか？」

「あ、あいっ!?」

　剛速球のストレートを投げられて、風也はすぐに二の句が継げなくなる。以前も思ったことだが、外国の人は言うことが大だい胆たんだなぁ、とか、見けん当とう違ちがいなことを思う始末だった。

「……あ、愛してるかどうかって言われると、それは結構、難しい問題というか。あの、言い切ってしまうのもアレですが、かといって真っ向から否定するのもアレでございましてですね……」

　動どう揺ようしてなぜか敬語になってしまう。

　確かに千紘のことは好きだ。

　単なる憧あこがれの先輩であった頃ころは、それこそ別次元の存在のように思えていた。

　しかしグリムヴェリアで出会い、彼女の真の姿を知ってから、多くのことに触れ――人として尊敬し、好意を抱くようになったのだ。

　ただそれを『愛』とはっきり定義してしまうのは、まだ早い気がした。何が早いのかと言われると、はっきりとは分からないのだが。

「で、でも、エルシーは、なんでそんなことを訊きくんだ？」

　ふと気になって逆に尋ねた。すると彼女は、顔を赤らめる。

「そんなの、決まっとるき。うちがカザヤのことを愛しているからよ」

「……へっ」

　喉から勝手に、自分の物とは思えないほど、間ま抜ぬけな声が漏れた。

「え、ええええ!?」

「なんや、あれだけアプローチしてたのに気づかんかったんか？　日本人は鈍いわ」

　エルシーは肩かたを竦めて、首を横に振る。

「いや、日本人っていうより、カザヤ特有の物だと思うけど」

　遠くの方で、泉が言った。

（そ、そうだったのか。外国の人特有のスキンシップかと思ってた……）

　今から思えば貫や泉にはしていなかったのだから、そんな訳はないのだが――意識していなかった自分を恥はじる。

「うちね。結けつ婚こんするなら、この人やって決めてた人がおるんじゃけ」

　もじもじとしながら、エルシーは言った。

「小さい頃に読んだ絵本に出てた王子様がね、えらい格好良かったんじゃけえ。竜にさらわれたお姫様が、逃にげようとして海に落ちるんじゃけど、それを助けに来るんよ。躊躇ためらいなく飛びこんで、必死で抱だき締しめて、岸まで泳ぐんじゃ。うちが川で溺おぼれた時、カザヤが同じことしてくれて、ついにうちの王子さまが現れたと思ったんよ。つまりは、一ひと目め惚ぼれじゃけぇ」

　白い肌はだをほんのりと赤く染めて、照れるように顔を伏せるエルシー。

「……エルシー、意外に乙女チックだったのね」

　泉がなんともいえない顔をする。貫一人だけが、状況の意味を分かっていないようで、腕うでを組んで首を傾げていた。

「だから……だからね、カザヤ」

　エルシーは両手をぎゅっと握り、決心したように、口を開く。

「も、もし、もしよ。チヒロと恋人じゃないんやったら、うちと」

　真っ直ぐと、こちらを見つめながら、言った。

「うちと、お付き合いして――」

　その直後。

　途方もなく巨大な音が、未踏破島全体に響き渡った。




　パーティー会場は、酷く居心地の悪い空間となっている。

　来ている人々の数が多いというだけではなかった。

　ここにいる者達の全員が、父親の関係者である。

　そう思うだけで、周囲の酸素が薄くなったように、千紘は息苦しくなるのだった。

　先さき程ほどから誰かが父親に挨あい拶さつへ来る度に、頭を下げ、社交辞令の一つも並べなければならない。

　偽物の礼儀、偽物の表情、偽物の会話。

　全すべてが本来の自分ではない。完璧な演技。御み子こ戸と家の息女という役目を与あたえられ、台本の無い舞台で踊らされているだけ。

　ただ、父が、母はともかく、自分まで社交場へ連れてくるのは、決して幸福な家族を持っているという見栄を張る為ではない。

　こうして御子戸の人間として立たせることで、教えているのだ。

　お前は普ふ通つうとは違ちがう。選ばれた者なのだと。

　だから、それに相応ふさわしい生き方に努めろと。

　父には他ほかに子どもがいない為、将来は千紘が御子戸の財産を全て受け継ぐことになる可能性が高い。

　故ゆえにこそ、繰り返かえし、繰り返し、教え込んでいるのだろう。他に人生の選択肢など、存在しないのだと。

　とは言え、ある程度は、慣れたものだった。

　本来の自分を遠くへと追いやり、仮初の己を前面に出していれば、それほど苦痛さを味わわずに済む。

　多少の辛さはあっても、耐え切れない程ほどではなかった。

　千紘に今、気にかかっていることがあるとすれば、それはグリムヴェリアのことである。

（津つ守がみ君達……未踏破島を攻こう略りやく出来ているかしら）

　風也はもちろん、泉や貫も実力者だ。心配はいらないだろう。

（それに、彼の隣となりには、エルシーもいるし）

　彼女は自分などより、よほど経験が豊富だ。仮に何かあったとしても、風也を支えてくれるだろう。

「……あれ？」

　千紘は、体の奥で何かを感じて、ついドレスの胸部分を押おさえてしまった。

「具合でも悪いの？　千紘」

　母親が様子を確かめてくるのに、千紘はわずかな笑えみと共に首を横に振る。

　なんだろうか。エルシーの顔を思い浮かべた途と端たん、小さな針で突つかれたような痛みを覚えた気がした。

　なんでもないと思えば、そのまま過ぎ去ってしまうようなわずかなもの。しかし、意識すればするほど、その正体を確かめたくなる。

（どうしてエルシーのことを考えるだけで、こんな感じに――）

　まただ。ちくり、と心の何処どこかが痛みを訴えかけてくる。

（……違うわ。これはエルシーのことじゃない。正確に言えば、彼女だけじゃない）

　エルシーの隣に居る誰かのことを思うと、疼うずくのだ。

　誰か、なんて、曖あい昧まいな表現にしたのは、わざとだ。

　あえて名前にすれば、必死でくっつけていた仮面が、剥がれてしまいそうな気がした。

　しかし、体を苛さいなむ物は抑おさえられるどころか、少しずつではあるが、大きくなっていく。

　意識しないことを、別の自分が禁じ、急かしているかのように。

（――津守君）

　だから名を呼んだのに、ずきん、とより大きく痛んだ。

　エルシーは今頃、風也と一緒に冒険しているのだろうか。彼と共に魔獣と戦っているのだろうか。珍しいものを発見しているのだろうか。未知の何かと触れ合い、共に喜びを分かち合っているのだろうか。

　考えれば考えるほど、堪えられなくなっていく。何か――今までの人生で得たことのない何かが膨れ上がり、途方もなく大きくなっていく。

　風也の隣――いつも自分が居た場所に、他の誰かが居る。たったそれだけのことに、千紘はたまらない切なさを覚えた。

　それは、エルシーに日本を案内している際、風也と仲良くしている彼女を見る度に感じたものと同じ。

　形容し難い感情だった。

（大丈夫よ。落ち着きなさい、千紘。津守君には今、琴蕗さんや宗谷君、それにエルシーちゃんがいる。私が居なくなったって、何でもないわ。寧ろ、居たからってなんなのよ。足手まといになるだけってこともあるじゃない）

　自分自身を必死で説得した。その通りよ、だからこの場を無事に乗り切って、後で皆の土産話を聞きましょう。そう、己が納なつ得とくしてくれるように。

（そうよ。別に、彼の傍に、私が居なくたって――）

　瞬間、頭にフラッシュバックした。

　風也と二人で第十島に行った時。自分にとって、そして、彼にとっても初めての未踏破島を攻略した時。

　長を倒たおした彼は、こう言った。

――先せん輩ぱいじゃなきゃ、嫌いやなんです

　疾しつ風ぷう迅じん雷らいの魔ま剣けん使いとさえ呼ばれ、異世界でも有名な来訪者である風也が。

　召喚されて間もなく、実力さえまだまだの千紘を求めたのだ。

（なんでよ……なんで、こんな時にあのことが……）

　思い出さなくてもいいことだ。思い出す必要のないことだ。

　関係がない。自分が今、風也の傍に居ないことと、それは、まるで関かかわりがなかった。

（…………本当に？）

　それはまるで、別の誰かが囁ささやき掛かけてくるように。

（本当に、関係ない？　まったく、ぜんぜん、これっぽっちも、関わりが無い？）

　そうだ。だって仕方がないだろう。自分は御子戸の人間だ。父の言うことは絶対で、従わなければならない。

　確かに風也に認められたことは嬉うれしかった。一緒に冒険するのが楽しくて、地球とは違う、頼たよりがいのある彼が、年下なのに眩まぶしく思えたから。

　でも、だからといって、あれはいわば放課後にだけ楽しめるイベントのようなもの。致し方の無い事情がある時は、彼だって分かってくれる。

　風也の相棒であるからといって、その為に、今の生活を壊すわけにはいかない。

（……そうよ。そうに決まってる）

　必死で自分に言い聞かせて、千紘は顔を上げた。

「おや、千紘さん、どうされました？」

　と、そこで通りかかった見知らぬ青年が話しかけてくる。年ねん齢れいは自分と同じか、少し下程度だと思われた。名前が分からなかったが、ここにいるということは、恐らく父親が仕事で関係している者の子どもか何かなのだろう。

「いえ、なんでもありません」

「大だい丈じよう夫ぶですか？　ずっと下を向いておられたので、御気分でも優れないのかと。もしそうであれば、ご遠えん慮りよなく仰おつしやって下さいね。あなたのようにお美しい方を介抱出来るとあれば、喜んでその役目を引き受けさせて頂きますので」

「……ありがとうございます。ご心配なく」

「そうですか……それにしても、以前よりお噂うわさには聞いておりましたが、実際にお会いすると、千紘さんは実に魅み力りよく的てきだ。あなたを前にすれば、世間で騒がれているような女優やモデルなど霞んでしまいます」

「お世辞がお上手ですね」

「なにを仰います。心からの言葉ですよ。それに、さすが御子戸の血を引く方だけあって、あなたには凡人には到底真似まねのできない気品に溢れている。同じ年の女性で、千紘さんのような方は滅多にいません。神聖さすら感じてしまうほどだ。いや、まさに、あなたの正体が神に使わされた天使だと明かされても、僕は何の疑いもなく信じてしまうでしょう」

　歯の浮くような、という表現があるが、まさにそれだった。

　必死で美辞麗句を駆使しているようだが、なに一つとして心には響かない。

　だがその原因は、目の前の人物がわざとらしいことを言っているということだけではなかった。

　彼が見ているのが、御子戸千紘という一人の人間ではないということが分かってしまうからだ。

　あくまでも、御子戸グループの総そう裁さい、御子戸宗そう明めいの娘むすめとして。ひいては、その全てを引き継ぐ存在として。

　顔や家柄、将来的に得るであろう莫大な財産――つまり、千紘を包む皮でしかないのだ。中身になどは興味がないのだろう。

（津守君は、こんなこと言わない。私が御子戸の人間であるとか、お金持ちだからとか、そんなの、気にしたことがない）

　いつだって、千紘を、千紘として見てくれた。接してくれた。導いてくれた。

　自分の全てを、ありのまま、受け入れてくれた。

（津守君……）

　なぜだろう。

　なぜこの人と、津守風也を比べてしまうのだろう。

　他の男性は沢山居るのに。

　その中で、どうして、自分は風也を選んだのだろう。

（彼は……特別だから……）

　なにが特別なのか。そう問いかけてみても、はっきりとした答えは出ない。

　それでも――そこに大事な何かを、感じた気がした。

　ふと視線を下に向けて、千紘は、あるものを目にする。

　首元から下がる、赤い宝石のついたペンダント。

　風也と共に倒した未踏破島の長から手に入れた素材で作った、記念品。

　全てが取り繕われた、偽物の世界の中で――唯ゆい一いつそこにだけ、本物が残されている気がした。

　だから、だろうか。

（……津守君。津守君……津守君）

　風也の名を呼ぶだけで。呼び続けるだけで。

　必死でせき止めていた物が、零こぼれ始める気がした。

（どうして……なのよ）

　父親の付き合いでパーティーに居ることよりも。

　作り物の自分を演じることよりも。

　御子戸の跡取りとして生きることよりも。

（どうして、今、津守君の傍に居られないことが、こんなに嫌なのよ……！）

　あらゆる感情を排はいしていたはずなのに、溢れてきて止まらない。

（ダメよ……ダメ）

　必死で抑えこもうとしても、衝動に押されていた。

　今の自分ではない。

　グリムヴェリアに居る時の自分が、力強く、背中を叩たたいていた。

「千紘さん？　どうされました？」

　見知らぬ青年が怪け訝げんそうに言う。と、そこで不意に、聞き覚えのある声がした。

「千紘。なにを惚けている。しっかりとしろ」

　近くに居た、父が告げる。いつものように抑揚のない、だが、自分にとっては頑強な鎖くさりにも思える圧力のある口調で。

　顔を上げた。しっかりと前を見据える。

　いつもなら自然と硬直してしまう体。雁がん字じ搦がらめになってしまう意志。

（……あれ？）

　だが、その時、千紘は違い和わ感かんを覚えた。

（どうして……平気なの？）

　不思議だ。

　あの宗明がいるのに。自分にとって最大で、最強の障害があるというのに。

　もう――怖くない。震ふるえが起こらない。

　今まで霧のように立ち込めていた何かが、綺麗に晴れたかのようだった。

　風也の傍に居たい。彼と一緒に冒険したい。

　そんな想おもいがあっただけで、はっきりと目に映った。

　乗り越えられるかどうか分からない程に、高い壁かべが。うず高く、手をかける場所すら見当たらない、最強の壁が。

（でも……ただ、それだけだ）

　正体不明ではない。謎に包まれ、不安だけが存在している物などではない。

（……なんだ）

　だったら、後は簡単だ。自分は御子戸の人間。今まで完璧を強いられてきた。学力も。身体能力も。心でさえも。

　だから、この程度では屈しない。

　はっきりと『ある』のなら、後は、越えるだけだ。

「……お父様。申し訳ありません、お話があります」

　千紘は振ふりかざした拳こぶしを、力ちから一いつ杯ぱい、壁に叩きつけ。

「なんだ？」

　出来た小さな穴を、それでも己の道として。

　遥はるか上を――目指し始めた。

「大切な。私にとって、とても大切な……お話です」




　最初、風也は、目の前にあるものが信じられなかった。

　それほどまでに、途方もなく大きなものだったからだ。

　いや、というよりも、そういう問題ではなかった。

　巨きよ大だいな雪玉が二つ縦に重なっている。上の方には真っ黒い目が二つ、赤い角に思える鼻が一つ、湾曲した黒い筋――口だろうか――が一つ。
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　雪だるまだ。

　天を突くような規模を持つ雪だるまがいる。

「……なんだこれ」

　さすがに圧倒された。自分だけではない。泉も、普段なら騒がしい貫やエルシーでさえ、呆気に取られて固まっていた。

「お、長かしら……」

　泉が口元をひくつかせる。そんな馬鹿な、という意味がこもっているように思えた。もしそうだとしたら、風也も同意である。

「いや、魔ま獣じゆうなのかよ、これ」

　ぽかんと巨大雪だるまを見上げる貫。

「北ほく欧おうでもこれだけのモンは見かけんねぇ」

　エルシーが半ば感心したように言った。日本でも札さつ幌ぽろなどでは雪まつりといって、雪を素材にした大きな彫像が造られるイベントがあるらしいが、それでもここまでのものはないだろう。

　あまりに常識はずれな存在に、風也達たちが愕がく然ぜんとなっていると、変化があった。

　雪だるまの目と思わしき部分がはっきりと動く。こちらを見下ろしていた。

　更さらには、ぐぐっ、と身を縮めた気がした。

「……おいおい、おいおいおいおい」

　激しく嫌な予感が風也の全身を貫く。だが何らかの対応をとる暇ひまさえなく――。

　雪だるまが、真上に向かって跳とんだ。

　強い衝しよう撃げき波はに煽あおられて風也達は吹ふき飛ぶ。慌てて起き上がろうとしたところで、急に辺りが暗くなった。

　風也は見上げて、度ど肝ぎもを抜かれる。

　視界を白い塊かたまりが覆い尽つくしていた。正体は明らかだ。

　上空へと舞い上がった巨大雪だるまが――こちらに向かって落下してくる。

「逃げろ――ッ！」

　そう指示するので精いっぱいだった。作戦を立てるなどという次元ではない。足がもつれそうになりながらも必死で駆かけ抜け、雪だるまの影かげの外へと跳んだ。

　間かん一いつ髪ぱつ。すぐ後ろで凄すさまじい轟ごう音おんが轟き、森が激しく揺ゆれた。ちょっとした地震に等しい。あんなものを喰くらっては、いくら守護結界といっても持つかどうか疑わしかった。

「こんなもんと、どうやって戦えっていうんだよ！」

　思わず天に向かって問いかけた。グリムヴェリア神がそこにいるのであれば、どうか教えて欲しい。

「はっはっは！　こいつはすげーな！　よっし、先手は俺だ！」

　貫が陸上選手のように綺き麗れいなフォームで疾しつ走そう。雪だるまの足元――足はないのでそれっぽい場所――に向けて腕を引いた。

　刹せつ那な、

「【大だい・雪ゆき玉だま・砕くだき】ッ！」

　拳が雪だるまへと衝しよう突とつし、閃せん光こうを放った。爆ばく撃げきが齎もたらされ、大量の雪が噴出する。

「やったか!?」

　予想以上の威い力りよくに風也は期待した。しかし、すぐにそれは失望へと変わる。

　確かに雪だるまの一部は大きく欠けていた。ただ、すぐに元へと戻もどってしまう。

　周囲の雪が吸い込まれるように動くと、抜けた穴を埋めてしまったのだ。

　貫の腕ごと埋め込もうとするので、彼かれは急いで引いた。

「どきなさい、トオル！　でかいモンにはでかいモンで当たるのよ！」

　代わりに泉が前に出ると、地面に手をついた。まるで沸き立つ湯のように場が揺らぐと、急速に盛り上がり、人の形をとる。

　雪交じりの土で出来たゴーレムが、両腕を広げて大きく吼ほえた。

「いきなさい。頂上決戦と行きましょう！」

　泉が指を鳴らすと、ゴーレムが地響きを鳴らしながら突とつ撃げきする。

「うおー！　うち、前にＤＶＤで見たことあるわ！　ロボットと怪かい獣じゆうの対決じゃけぇ！　がんばれ、イズミロボーっ！」

　興奮したようにエルシーが手を振り上げて応おう援えんする。

　それに応えるよう、ゴーレムが武骨な拳を振り上げて、雪だるまに叩きつけた。

　さすがに無傷というわけにはいかず、雪を撒き散らしながら、相手は後退する。

「まだよ！　粉々になるまで連打しなさいっ！」

　泉が決め顔で指差すと、ゴーレムは命令に従い、攻めに転じた。

　大地を力強く踏ふみしめると、気合を入れるように雄お叫たけびを上げ――拳を縦横無尽に繰り出し始める。

　一発一発が重い攻こう撃げきが、間かん髪はつ容いれずに決まり続けた。

　雪だるまの体が、みるみる内に崩れていく。

「ふはははははは！　見たかー！　今回の経験値はあたしが頂きよー！」

　泉はこれでもかという風に胸を張り、勝ち誇った。

　ただ――。

　鈍にぶい音と共に、ゴーレムの拳が止まった瞬しゆん間かん、彼かの女じよの笑いは途切れる。

　雪だるまが、攻撃を受け止めていたのだ。

　彼――あるいは彼女――が突如として生やした、雪の両腕によって。

「ええええええええええ!?　そんなのあり!?」

　驚きよう愕がくする泉を他所に、雪だるまはゴーレムの拳を掴つかんだまま少しずつ押し戻していった。

　しかも、そのまま、ゆっくりと持ち上げて、容易に放り投げる。

　宙に弧こを描くようにして飛んだゴーレムは、風也達の前で、頭から地面に落ちた。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　卑ひ怯きようじゃないの！　あんた、雪だるまでしょ!?　なんで両腕が生えてんのよ！　設定ミスよ！　ちゃんと資料読みなさいよおおお！」

　食ってかかろうとする泉を、風也は慌てて止める。

「落ちつけ、琴蕗！　敵に文句言っても仕方ないだろ！」

「離はなしてよカザヤ！　こういうことされると作家志望としては我が慢まんならないのよ！　そういうところに気を付けてあたしらがどれだけ苦労してると思ってんのよー！　レビューで散々突いてやるから覚悟しなさいよおおおお！」

「怒りの論点がずれてるって！　あいつ別に小説のキャラじゃないから！」

　必死で宥なだめると、泉はようやく心を静めたようだった。荒あらく息をつきながら、指を鳴らす。ゴーレムが再び立ち上がった。

「もういいわよ！　力比べなら負けないんだから！」

　再びゴーレムを雪だるまへと挑ませようとする泉。

　しかし、それは敵わなかった。

　突如として雪だるまが、口に当たる部分を歪わい曲きよくから丸に変えたのだ。同時に何かを吸い込む音が鳴る。

「カザヤ、なんか来るで！」

　エルシーの言葉通り、強烈な一発が放たれた。

　雪だるまの口から、凄まじい速度と勢いで、雪と風が吐き出されたのだ。

　周囲は一いつ瞬しゆんにして、猛もう吹雪ふぶきに襲おそわれたかのような様相を呈した。

「さむっ……！」

　守護結界をもって尚、凍り付くような寒気に包まれ、風也は自分の体を抱く。

　しかもゴーレムは吹雪をまともに喰らい、一瞬で、凍こおり付ついてしまった。

　雪だるまは跳び上がり、ゴーレムの上に落ちる。甲かん高だかい音と共に氷が割れ、中身もバラバラになった。

「ぎゃあああああ！　あたしの御み業わざが！」

　泉はへなへなと崩れ落ちる。

「さすがに未踏破島の長は一ひと筋すじ縄なわではいかないか……」

　ぞっとして、風也は息を呑のんだ。

　以前、第十島に行った時に出くわした大ムカデも中々のものだったが、こちらも同等か、あるいはそれ以上である。

「ほんなら次はうちの番や！　やってやるきぃ、見ときや！」

　エルシーは千せん斧ぶを頭上で回転させて、構えた。

「エルシー、その武器だと、とてもじゃないけどあいつには敵わないよ！」

　風也は注意喚起したが、彼女は不敵に笑うだけである。

「安心しぃ。うちの御業にはまだ隠された能力があるんよ。行くでぇ、でっかくなりゃあああああああああああ！」

　振り上げながらエルシーが叫んだ直後、彼女の持っていた御業が、急速に巨大化した。

「うわ、すご!?」

　さながら巨人が扱う武器のような規模である。持っているエルシーなど簡単に潰されてしまいそうだが、彼女は自在に操っていた。重さは変わっていないのかもしれない。

「真っ向から叩き割ったるわ！　おどりゃあああああああああああ！」

　跳ちよう躍やくしたエルシーは、そのまま、千斧を振り落とした。

　頭上から刃やいばで斬きり、雪だるまを真っ二つにしようということなのだろう。

　そして――。

　その思おも惑わくは、不運にも実現することはなかった。

　ばしん、という音と共に、斧が止まったからだ。

　理由は明白。雪だるまが、生やした両手で刃を受け止めたからだ。

「んなっ!?　うち、映画で見たことあるわ！　これ、真剣白刃取り言うやつじゃろ！　やるのう、あんた！」

　なぜか嬉しそうなエルシーだったが、雪だるまが斧ごと彼女を明後日の方向へと放ったので、そのまま遠くへと跳んだ。

「ああああああああああ！」

「ちょっ、エ、エルシーっ!?」

　風也は急いで【蛇咬王】を呼び出だすと、刃を伸のばした。縄のようにして彼女を縛ると、こちらまで連れ戻す。

「あははは！　あかんかったわ、カザヤ！」

　能天気な態度で笑う彼女に、風也は脱だつ力りよくした。

「これは中々、骨が折れそうだな……」

　破壊もダメ、力押しもダメとなると、後は何が残されているだろうか。

「仕方ない。オレがやってみる。琴蕗、宗谷、エルシー、サポート頼たのんだ！」

「ええ、任せなさい！」

「いつでも指示出せよ、カザヤ！」

「うちも役に立つよ！」

　三人の声に頷うなずき、風也は巨大雪だるまを前に思考した。

（琴蕗がやろうとした、粉々にするって点は正しい気がする。ってことは、反撃する間もなく一気に雪を失くせばいいんだ）

　だとすれば方法の選択はあまりない。風也は行動する。

「琴蕗、ゴーレムでアイツの動きを止めてくれ！　宗谷とエルシーは少しでもいいから魔獣の体を削って、意識を逸らして！」

　言いながら、地を蹴けって走り出した。

　こちらが指示した通り、泉はゴーレムを呼び出すと雪だるまに襲い掛かる。それを相手は生み出した両手で迎むかえ撃ったが、逆に動きが阻害された。

　その隙すきに、貫とエルシーが下の方を御業で削り取っていく。ゴーレムは先程と同じように投げ飛ばされたが、かなり失った体を補填すべく、雪だるまは辺りの雪を取り込み始めた。そちらに集中している為ため、風也が接近していることには気づいていない。

「迷い出た雪の魔ま者しやよ。我わが紅蓮の怒りにして、自らの行いを悔いるがいい。――我が手に現れよ、全てを断たち切きる天の武器、蒼そう穹きゆう王おう！」

　風也は魔剣を召しよう喚かんすると、巨大な剣けんを再び手に取り、再び叫んだ。

「同時励れい起き。我が手に現れよ、罪過を劫ごう火かで薙なぎ払はらう意志、灼しやく熱ねつ王おうッ！」

　左手に、刃に燃え盛る炎ほのおを宿した剣を握にぎった。

「爆はぜろおおおお！　【裂れつ紅こう衝しよう破は】！」

　叫びながら、風也は二本の魔剣を投とう擲てきする。

　雪だるまへと真まっ直すぐ飛んだ切っ先が、突き刺さろうとした。

　が――直前、相手は下に向けていた顔を上げると、巨大な腕を交差する。

「しまった……!?」

　それに阻まれ、魔剣は本体には届かずに、爆裂する。

　ただ、膨大な炎に包まれて――相手の体の大部分が砕け散った。

「……いや、でも、やったか!?」

　大きなダメージを与えられたことに、ひょっとすれば勝利が訪れる、そう思った。

　雪だるまが、半死半生とも言える状態で――口をすぼめるまでは。

　暴風が吹き荒あれた。ただし、今度は外に向けてではない。内に向けてだ。

　周りの雪が宙に浮かび始めた。それらは一気に雪だるまに向けて吸い込まれていく。

「ちょっ……きゃああああ！」

　雪だけでなく、こちらまで引っ張られ、泉は悲鳴を上げて近くの木にしがみついた。

　守護結界のおかげか、何とか耐えきれる程度ではあったものの、身動き一つとれない。

　そうこうしている内、周囲から一いつ切さいの雪がなくなった。

　その代わりに、雪だるまの体は元通りになっている。

「カザヤの魔剣でもダメなのかよ……！」

　貫が顔をしかめた。打つ手打つ手が次々と潰されてしまう。一体どうすれば討伐出来るのだろうか。

（今回ばかりは難しいか……？）

　一いつ旦たん、帰き還かんして作戦を練り直すべきかもしれない。

　だがその場合、せっかくのエルシーとの記念が台無しになってしまうことを意味していた。

「……ええよ、カザヤ。うちは別に」

　こちらの表情から内心を察したのか、エルシーは微笑ほほえむ。

「故郷に帰っても、また皆みなにはグリムヴェリアで会えるけぇ。うちは全然悲しくないき」

「確かにそうかもしれないけど……」

　遥か遠く北欧からやって来たエルシーが、日本に居られる最後の機会だ。仲良くなった証として、出来れば華々しく勝利して中央島に凱旋したい。

　残念だったね、で別れるのは嫌だった。

（なんとか。なんとかしてみせる。結果的にダメでも、次に繋つながるきっかけくらいは）

　風也は意地でも戦法を練ろうとする。

「……ザヤ……」

　だから、かもしれない。誰だれかが何かを言っていることに気付かなかった。

「――カザヤ！　危ない！」

　泉の声で気付き、見上げて、寒気が走る。

　再び跳躍した雪だるまが、もう目の前まで落ちてきているところだった。

「エルシー、逃げるよ！」

　呼びかけて、カザヤはエルシーの手を引いて駆けだす。どうにか攻撃の範囲外へと抜け出せそうだった。

「あっ……」

　しかし、不意に、するりと手にあった感かん触しよくが抜ぬける。

　後ろを振り向むくと、エルシーが地面につまずき、転びかけているところだった。

「エルシーッ！」

　風也は急いで戻ると、エルシーを抱き起こす。だが、もう二人で逃げる余よ裕ゆうはなさそうだった。

「――君だけでも！」

　迷いはない。風也はエルシーを力一杯に影の外へと投げる。異世界で身体能力が強化されていたおかげか、どうにか成功した。

　ただし、自分までもが逃げられるというような都合の良い展開は、訪れない。

「カザヤ――ッ！」

　エルシーの、声を枯らした叫びが聞こえた直後。

　容赦なく、雪だるまが落下した。

　鼓こ膜まくを打ち破るかのような轟音と共に、多大な衝撃を喰らって、体が吹き飛ぶのを感じる。直後にどこかの木に体をぶつけたのか、かなりの痛みが走った。

「いっ……た……」

　顔をしかめて、体を起こす。ギリギリセーフで直ちよく撃げきは避けられたようだが、ノーダメージとはいかなかったようだ。

　虚こ空くうを指でなぞって守護結界のゲージを呼び出すと、三分の一ほどに減っていた。

「攻撃の余波だけでこれかよ……たまらないな」

　土を払いながら立ち上がろうとしたが、上手うまくいかない。背中の痛みに呻いてうずくまった。

「カザヤ！　逃げて！」

　エルシーからの声に風也は顔を上げる。そこには、頭上高くから見下ろしてくる雪だるまの姿があった。

　生やした雪の手を、大きく振り上げている。それで叩き潰そうというのだろう。

「はは……これはさすがにアウトかな」

　さすがに守護結界も耐えられそうにない。そうなればレアンカスへと強制送そう還かんだ。来訪者として活動して以来、初めての経験だった。

「カザヤ！　今行くけぇ、待っとき！」

「来るな！　お前まで巻き込まれる！」

　駆け出そうとしたエルシーを、風也は制止する。そして、

「琴蕗、宗谷、エルシー！　後は頼んだ！　でも無理はするなよ！」

　風也は仲間へと視線を向けて、笑みを漏もらした。

「ごめんな、エルシー。オレはこれで、ゲームオーバーみたいだ」

　エルシーの悲鳴が聞こえてくる。彼女の悲しい声も、雪が消してくれればいいのに。そう、風也は場ば違ちがいに思った。

　そして――ついに。

　風也は、第二十島の長によって、守護結界を破壊された。

「諦めるのは――」

　という、シナリオを思い描えがいていたにもかかわらず。

「まだ早いんじゃないかしら、津守君！」

　それを綺麗に打ち壊す、言葉が紡がれた。

　誰かに体を抱かれ、そのまま連れ去られる。何事か分からない内に、遠くの方で、雪だるまが手を振り下ろすのが見えた。

「疾風迅雷の魔剣使いの二つ名が、泣くわよ！」

　信じられない気持ちで、風也は視線を傾かたむける。

　そこには、居るはずの無い人物が居て。

　あるはずもない笑え顔がおを浮かべながら。

　颯さつ爽そうと――立っていた。

「……先輩……？」

　呆然と呟つぶやいた後で。

「え!?　ええ!?　先輩!?」

　風也は痛みも忘れて立ち上がった。

「そうよ！　頼りになる、尊敬できる、憧あこがれる、『三る』でお馴染みな君の先輩、御子戸千紘よ！」

　間ま違ちがいない。いつの間にか現れていた千紘が、自身の御業【神しん弓きゆう】を構えている。

　彼女は、つがえた巨大な矢を雪だるまに向けて放った。彼女の御業が持つ能力の一つで、溜め込んだ力を一気に解き放つのだ。

　虚空を貫くそれは相手へと当たり、頭蓋を砕き割る。態勢が揺らぎ、そのまま後ろへと倒れた。

「せ、先輩……先輩！」

「ふふっ、なにかしら、津守君。お礼ならいいのよ。仲間を助けるのは当然のことだもの！」

「三るってまるで意味が分からないです！」

　気になっていたことを告げると、長い髪を払っていた千紘はずるっと足を滑らせる。

「いや、そこ!?　そこはいいのよ、流してよ！　ノリなんだから！　もっと言わなきゃならないところがあったでしょ!?　ほら、先輩は格好いいですとか、先輩はタイミングがヒーローですとかもうオレをとっくに超えちゃってますよとか！」

「す、すみません、そこだけ引っかかって後のことは割と忘れてしまったというか……」

「えー！　言わなきゃ良かったー！　変なこと思いついて言わなきゃ良かったー！」

　千紘は頭を抱かかえた。そのいつも通りの姿に、風也は思わず吹き出す。

「なに笑ってるのよ。こっちが自分のネタチョイスの不ふ甲が斐いなさに落ち込んでるっていうのに」

　こちらの反応に頬ほおを膨ふくらませる千紘へ、風也は微笑みかけた。

「いえ――先輩はいつでも先輩だなって。なんだか、安心しました」

「……なによ、それ。変な津守君」

　言いながら、千紘もくすりと笑う。

「でも、先輩、お父さんのパーティーに行ったんじゃないですか？　もしかして早めに終わったとか？」

「ううん。抜け出してきた」

「……へ？」

　予想外の言葉が飛び出して来て、風也は目を見開いた。

「父に『大切な用事があるからパーティーには参加できません。失礼します』って言いきって、止めるのを強ごう引いんに振り切って出てきちゃったわ」

　可愛かわいい舌を出し、千紘が片目を瞑つぶった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか、それ!?　後で大変なことになりません!?」

「なるかもしれないわね。ま、その時はその時よ」

「ダメですよ！　もし先輩に何かあったら、オレ……！」

「一いつ緒しよよ」

　風也の唇くちびるに、千紘は細く長い指を当ててくる。

「今焦あせってる君と一緒。私も、津守君に何かあったらって思うと、我慢できなかったの」

「……どうして……」

「あ、どうして、とか聞くかなぁ。がっかりよねぇ」

　はあ、とわざとらしくため息をついて、千紘は頬を染めた。

「私は君の相棒よ。心配するのは、当然じゃない」

「あ――」

　風也は自分の鈍さを呪った。いや、間違いを悟さとったというべきか。

　千紘は以前までの彼女ではない。こちらが手助けするだけの存在ではなくなったのだ。

　既すでに同等の立場。互たがいに救い、救われるパートナーである。

「……すみません。先せん輩ぱいを下に見てたってわけじゃないですけど、でも、まだ指導役って感覚が抜けてなかったというか」

「いいのよ。実際、津守君よりは未熟だしね。父の方は何とかしてみるわ。それより今は、目の前の敵に集中よ！」

　千紘は、視線を前へと戻した。巨大雪だるまが起き上がろうとしているところだ。

「それにしても、変な魔獣よねえ。どういう仕組みになってるのかしら」

「ええ、かなり苦戦させられてます」

　今までの経けい緯いを風也が説明する内に、泉達がこちらまでやってきた。

「チヒロさん！　いいの、こんなところまできて！」

「あはは、いいのよ、いいのよ」

　千紘が軽く流していると、エルシーは風也の元まで来て、涙ぐんだ。

「カザヤ、ごめん！　うちのせいで……！」

「気にするな。オレも迂う闊かつだったんだ」

　慰めると、エルシーは頷いてから目元を拭い、千紘の方を向いた。

「チヒロ、ありがとう！　カザヤを助けてくれて……うち、相棒をするどころか、足を引っ張ってもうて、情けないき……」

「なに言ってるのよ、私が居ない間、津守君を助けてくれたんでしょ？　こっちこそありがとうだってば」

　千紘がエルシーの肩かたを叩くと、彼女は「チヒロ……！」と顔を輝かがやかせて、彼女を抱だき締しめた。

「しかし、あいつ、どうやって倒せばいいんだか……何をやっても通じないんですよね」

「ああ。カザヤの魔ま剣けんでもダメってなると、どうすりゃいいのかって感じだぜ！」

　貫が風也の言葉に腕うでを組んで、唇をへの字に曲げた。

　一方、巨大雪だるまと言えば、奇き妙みような動きを見せている。

　こちらに攻撃してくる様子はなく、時折小さく跳んでは場所を移動し、体を傾かせて地面を見つめているのだ。何かを探しているようだった。

「結局、こっちの攻撃も全部不発に終わるし、疲れただけって感じ」

　ため息をついた泉だったが、

「どうかしら。……そうでもないと私には思えるけど。よく見て。あいつ、何やってると思う？」

　千紘が考え深げに言ったので、彼女は「んん？」と相手を注視した。

　風也もつられて観察する。すると、あることに気付いた。

「あれ……あいつの頭、欠けたままだ」

　千紘が先さき程ほど放った攻撃によって砕けた部分が、元に戻っていない。

　正確に言えば、戻りつつあるのだが、かなり時間がかかっているといった方がいいだろう。

「……あ、そういうことか。あいつのやってることは、『再生』じゃないんだ」

　すぐに思い当たった。たとえばの話、第二十島に来たばかりの頃ころに出で遭あった魔獣クリスタル・ウルフのように、砕けた体そのものが元に戻っているわけではない。

　あくまでも周囲の雪を取り込んで、くっつけているだけなのだ。

「そうか……さっきカザヤの攻撃を喰らって周りの雪を吸い込み過ぎたから、量が少なくなってるのよ！」

　泉もこちらと同じ考えに至ったのか、手を打った。

「なるほど！　そういうことか！」

「お、珍めずらしい。トオルにも理解できたの？」

「……そんな気がしたが、やっぱり、さっぱり分からん！　あっはっはっは！」

　何の躊躇いも無く言い切った貫は、泉に遠えん慮りよのない蹴りを喰らわされる。今回の突っ込みばかりは仕方がない気がする、と風也は思った。

「ほんなら、あの雪だるまはずっと元通りになるわけやない、ゆうこと？」

　エルシーが首を傾かしげるのに千紘は頷く。

「恐おそらくはね。ここから畳みかけていけば、いつか雪不足になって、消えてなくなるわ」

「なるほど……だったら、一いつ気き呵か成せいに畳みかければいいですね」

　自分の魔剣二刀流が役に立ちそうだ、と風也は拳を握った。

「ええ。ただ、相手だってバカじゃない。同じ手は通じないかもしれないわ」

「そうですね。だとすれば……」

　風也は思考の海に潜る。別の手があるとすれば、相手を油断させて攻撃を仕掛けることだ。ただそれにはわずかな隙もなく、瞬間的に決められるような連携が必要だった。

「……先輩、琴蕗、宗谷、エルシー。オレに任せてくれないか」

　風也の発言に、千紘は口元を緩める。

「なにか思いついたのね、津守君」

「ええ、上手くいくかどうかは分かりませんが」

「いいわ、それでいきましょう。私達は何をすればいい？」

「……起こる結果も聞かずに決めてしまっていいんですか？」

「津守君の立てた作戦よ。上手くいかないわけがないわ。そうでしょ？　皆」

　寸分の揺らぎもなく言った千紘へ、場に居た全員が首肯した。

「先輩……ありがとうございます」

　その信しん頼らいに応えてみせよう、という覚悟を決めて、風也はかいつまんで皆の行動について話し始める。

　全すべてを語り終えたところで、地響きが聞こえた。

　完全に頭を元に戻した巨大雪だるまが、こちらに迫せまりつつある。

「よし、じゃあ、さっき伝えた通りの手順で！」

「了りよう解かい！」「任せとけ！」「反撃開始よ！」「絶対に倒たおしてやるけぇ！」

　全員が答えて、散っていった。

「最初はあたしよ、このでかぶつ！」

　泉が地面に手をついて、ゴーレムを生み出すと、指を鳴らした。彼女はそのまま、近くの森林へと避難する。

　ゴーレムはがっぷりよつ、雪だるまと力の押し合いを始めた。

「ほら、行きなさい、押せ！　押すのよ！　がぶり寄り！」

　相撲観戦のような泉の応援に発破をかけられたのか、ゴーレムが強く雪だるまを押し込んだ。そのまま倒そうと力を入れるが、相手も易々とはやられなかった。

　ゴーレムの両手を掴んだまま、少しずつその巨躯を持ち上げると、やはり投げ飛ばす。改めて見ても凄まじい膂りよ力りよくだった。

　更には、ゴーレムが起き上がり掛けたところで口をすぼめ、吹雪を吐き出した。

　たちまち冷凍庫に長時間突っ込んだかのように、土で出来た人形が凍り付く。

　止とどめを刺そうというのか、雪だるまは跳躍して近付いた。

「今だっ！」

　しかし、それこそが作戦の内だ。泉が指を鳴らすと、雪だるまとゴーレムの間に一本の線が出来た。彼女が隠かくれている木の枝が【傀儡】によって急激に伸びたのだ。

　体を引っかけた雪だるまは、そのまま派手に転んだ。

　地響きを立てて大きな隙が出来たところで、ゴーレムの体を駆け上がるようにして二つの影が宙に踊った。

　貫とエルシーだ。

「おらあああああああああっ！」

「おどりゃああああああああっ！」

　力強い雄叫びと共に、二人は左右同時にそれぞれの得え物ものを振ふり下おろした。爆撃が右腕を破壊し、巨大な斧が左腕を切り落とす。

　これで邪じや魔まな腕は無くなった。先ほどのように、こちらの攻撃を防ぐことは出来ない。

　雪だるまは起き上がりこぼしのように前後に体を揺らして起き上がり、貫達たちを潰さんとして跳び上あがった。

　しかし二人は既にそこにはいない。面めん倒どうな両腕を消すのがそもそもの彼らの役目だったからだ。

　直後、光の矢が雪だるまの胴どう体たい部分を打った。千紘だ。彼女は更に、着地した瞬間を狙ねらって弓の弦つるを引ひき絞しぼった。

【軍ぐん鳥ちよう矢や】のスキルによって、次々と光の矢が出現してくる。雪だるまは千紘へと視線を移して、再びジャンプする。

　そこで、千紘は的確に狙いを定めて、矢を一気に解き放った。

　流星にも似た無数の光が、一いつ斉せいに相手へと襲い掛かる。雪だるまの体が次々と削られていった。

　しかし、それでも間に合わない。残り少なくなった体が、そのまま千紘に圧し掛かろうとした。ただ彼女は、逃にげようとしない。今度は光を溜め込み、巨きよ大だいな矢を作ろうとする。

「先輩、いきますよ！」

　千紘が頷いたのを見て、風也は魔剣【蛇咬王】を呼び出した。縄のように伸ばして彼女の体を絡めとる。

　そのまま引くと、千紘は宙を飛んだ。

　自由を失い、上下反転しながらも、雪だるまが接地する瞬間に彼女は矢を射った。

　風を切るような音を立てながら、チャージショット――巨大化した閃光の矢が目標の胴体を穿つ。

　見事な腕うで前まえだった。雪だるまの下半分が、粉々になる。

「ナイスタイミングよ、津守君！」

「恐縮です！」

　風也の隣となりに立った千紘からお褒めの言葉を与あずかり、風也は笑った。

　頭だけになった雪だるまは、どうすることも出来ずに左右へ揺れる。

「よし、作戦成功だ。これで後は一気に刺せば！」

　風也は魔剣を二つ呼び出そうとした。

　と、そこで雪だるまが、大きく後ろへと顔を傾ける。

　かと思うと、あまりに突とつ然ぜん――こちらへ向けて、転がって来た。

「うわ!?　まだ手を残してたのかよ!?」

　どこまでしつこいんだと驚愕している間にも、雪だるまは急速度で迫ってくる。あんなもので弾き飛ばされては堪たまったものではなかった。

「津守君、下よ！」

　そこで千紘の指示が飛んだ。どういうことだと訊きく間際、風也はふと気づく。

「そうか！　ありがとうございます、先輩！」

　握っていた魔剣を消し、新たな一本を召喚した。

「我が手に現れよ、鋼鉄の拳こぶしにて全てを打ち砕く、【巌がん窟くつ王おう】ッ！」

　集結した光より生まれた、刃が絡みつく蛇のように渦を作っている剣。

　風也は柄つかを掴み取ると、切っ先を地面へと突つき立てた。

　岩盤をドリルで砕くような音が鳴り、風也達たちの真下に大きな穴が出来上がる。

　落下した体が奥おくへと落ちる刹せつ那な、頭上すれすれを雪玉が通り過ぎていった。

「はは……助かりましたよ、先輩」

「これくらい、なんでもないわ。それよりさっきの台詞せりふだけで良く私の言いたいことが分かったわね」

「ええ。伊達に先輩の相棒はやってませんよ」

　風也が誇ほこらしげに言うと、千紘ははにかんだ。

（……なんだろうな。やっぱり、しっくりくる）

　単に一緒に過ごした時間の長さなのかもしれない。

　だがそれでも、千紘が隣に居てくれると、なんだか安心出来た。

　互いが互いのことを良く知り、また、知ろうとしているという感じがするからだろうか。

　風也達が急いで這い上がると、雪だるまはそのまま、いずこかへと向かおうとしていた。

「そうか、あいつ、雪のあるところまで逃げようとしてるのか……！」

　そんなことをされては今までやってきたことが無む駄だになってしまう。焦る風也に、

「――行って、津守君。私が君を助ける！」

　千紘が告げた。何かを確信しているかのような声で。

　具体性も何もない。ともすれば何の保証すらないと思えるその言葉。

　だが風也は理解できた。いや、知っていた。

　彼女には考えがある。そして、それは恐らく、この場を切り開く何かだ。

　だとすれば自分がやることはたった一つだった。ひたすらに突っ込み、臨機応変に合わせ、目的を実行する。それだけだ。

「頼たのみます、先輩！」

　風也は叫さけんで、走り出した。ただ前へ。ひたすらに前へと。

　しかし雪だるまの転がる速度は思いの外速く、距きよ離りは一向に縮まらなかった。

　そこへ――。

「ここまでやっておいてとんずらしようなんて、そうは問屋が卸さないっていうのよ！」

　やや古ふる臭くさい表現をした千紘の声が聞こえてくる。

「これで、終わりよっ！」

　背後で何か大きな物が放たれる音がした。間もなく風也の上空を影かげが駆かけ抜ける。

　千紘が生み出したチャージショットが通り過ぎ、雪だるまを直撃する――。

　と思いきや、そこを更さらに通り過ぎ、相手の目の前に落下した。

　地面で矢が炸裂し、土つち煙けむりを噴き上げる。同時に、多大な衝しよう撃げき波はが発生した。

「なるほど、こういうことか……！」

　風也は全てを悟って笑う。

　離れた場所の風也でさえ吹ふき飛びそうなそれをまともに受けた雪だるまが、風の壁かべへとぶつかったように、動きを止めたのだ。

　挙句、ふわりと浮かび、そのまま上空へと跳ね上げられた。

「ご協力感謝します、先輩！」

　風也は魔剣を召喚する。心が高こう揚ようしてきた。この瞬しゆん間かんだ。強敵に止めを刺すこの場面。これの為に、来訪者をやっている。

「――我が手に現れよ、風かぜ斬きり王おう！」

　右手に現れた細身の剣を握り、

「同時励起。灼熱王ッ！」

　自らの心を映したかのような、焔ほのおの宿りし剣を左手に持つ。

「手こずらせてくれたな！　これでも喰くらって溶けろ！」

　風也は声も枯れんとばかりに叫んだ。

「炎神に嘆け、風神に怯えろ――【神じん風ぷう烈れつ焔か】ッ！」

　巨大な炎の嵐あらしが、うねる二匹の龍が如く天を昇り出す。

　囚われ、焔の牙を突き立てられた雪だるまが、抵てい抗こうする時もなく一いつ瞬しゆんで溶けた。

　大量の水が、局所的に起こる豪雨のように激しく降り注ぐ。

　やがて、頭の中央辺りから何か小さな物が落ちた。

　最も早はや、丸焦げになっていて詳しよう細さいが定かではないが、見た目はヤモリにも似た生き物だ。

　ぴくりとも動かないところを見ると、既に息絶えているのだろう。

（もしかして、本体はこいつか？）

　雪を吸い込み、体にくっつけることの出来る魔ま獣じゆうが、最大限に能力を発揮した結果があの雪だるまだったのだろうか。

　風也が考えていると――高らかな音が、鳴り渡った。

　風也は虚空をなぞり、自分の状態を確かく認にんする。

　レベルが上がっていた。しかも一気に二つ。更に目の前に突然、一本の剣が現れた。

　魔剣だ。一見すると何の変哲もないように見えるが、鋼の刃には、等間隔で小さな穴が空いている。

　手にもって、何気なく振ってみた。――直後、目の前に大きな影が差し、異音が世界を震わせる。

　周囲にあった森林がごっそりと消えていた。代わりに、小山ほどもあるような木の塊かたまりが出来ている。

「周りの物を吸い込んで、一つの塊にするのか……また派手なものを手に入れたな。使いどころが難しそうだ。名前は何にしようかな」

　風也が悩んでいると、後ろから声が聞こえてくる。

「津守くーんっ！」
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　振り返ると、千紘が走ってくるところだった。

「やったわね！　未踏破島の長、二体目を撃破よっ！」

「ええ、先せん輩ぱいや琴蕗達のおかげです！」

「何言ってるの、津守君の作戦が功を奏したのよ！」

「いえいえ、先輩達たちの協力あってこそですから！　オレ、やっぱり、先輩が相棒でいてくれて良かったと思います！　さっきも色々と助けてくれましたし。なんていうか、一緒にいると、安心します！」

「ああ……もう、そんなの、私もよ！」

　突然、風也は暖かい感触に包まれた。千紘に抱きしめられていると遅おくれて気付き、顔が熱くなる。

「良かったわ、ちゃんと倒せて。私も父に逆らった甲斐があるってものだわ！」

「ああ、あの、先輩、えっと」

　不意打ちを喰らって、頭が沸騰しそうになっており、まともに返答できなかった。

　千紘は喜びに浸っているようで、気づいていないようだ。

「おー、おー、寒い島だっていうのにお熱いわねえ」

　が、泉のからかうような声が聞こえて、やっと我に返ると、慌あわてたように離はなれた。

「やったな、カザヤ！　見事な勝利だぜ！」

　千紘が頬を朱しゆに染めながら、咳せき払ばらいして離れると、代わりに貫が寄ってきて背中を叩たたいてくる。

「ああ。皆が助けてくれたからだよ。でも……結局、オレが止めを刺さしちゃったな」

　仕方が無かったとはいえ、経験値を独ひとり占じめしてしまったようで、風也は申し訳なく思った。だが、

「ああ、それなんだけどね。あたし達も入ってたのよ。幾いくつか。レベル上がったもん」

　泉が意外なことを告げてくる。

「お、そういや俺もそうだったな！」

　貫が頷けば、虚空に指を滑らせていた千紘も「あ、私もだ」と声を上げた。

「そうなのか。どういうことだろうな？」

「さあ。未踏破島の長だし、あいつ、無む茶ちや苦く茶ちや強かったしさ。今回は協力をした――ダメージを与えた奴やつらにもおこぼれがもらえたんじゃない？」

「神様も粋なことするな！　ありがとよー！」

　天に向かって吼ほえる貫を、泉が「聞いてねーわよ」と呆あきれたように見ている。

「それにしても、あれ、津守君がやったの？」

　巨大な木の塊を指す千紘に「そうです」と風也が答えていると、

「カザヤ、おめでとう！　やったなぁ」

　エルシーが笑顔で寄って来て、手を差し出だした。

「ありがとう。エルシーも大活かつ躍やくだったな」

　握り返して礼を述べると、エルシーは少し複雑そうな表情を見せる。

「どうかなぁ。千紘に比べると、うちは大したこと出来へんかったからなぁ」

「そんなことないわよ。エルシーちゃんと宗谷君がいなかったら、あの雪だるまの両腕は斬れなかったもの」

　千紘に慰められ、エルシーは顎あごを引いた。

「そうかもしれん。けど、チヒロが居た方がカザヤは活き活きしてた気がするけぇ」

「そ、そうかな。そんなことないと思うけど……」

　風也が戸と惑まどっていると、エルシーが俯うつむいた。

　が――すぐに顔を上げ、普ふ段だん通り、にっこりと笑う。

「まあ、そんなことはいいけぇ。とにかく、大成功やったな、カザヤ！」

「ああ！……と、こいつの素材を手に入れておかないと」

　風也は虫むし籠かごを取り出し、溶けた雪だるまが落下した場所に向けた。

「って言っても、あの雪だるま、ドロドロになったでしょ。回収できる物なんかあるのかしら」

「内部に小さい生き物が居まして。雪だるまじゃなくて、あいつが長だったんだと思います」

「それにしたって、素材にしたところで、大したものでもないんじゃ……」

　千紘が小首を傾げていると、元雪だるまであった水たまりへ急にさざ波が立ち、光の粒りゆう子しと化した。風也の持っている蓋の空いた虫籠へと吸い込まれていく。

「って、水かい！　そんなもん、何の役に立つのよ!?」

　泉が盛大に肩を落とした。

「ただの水じゃないかもしれないぞ。長の体を作ってたものだからな。万病に効くとか」

「へー！　じゃあ、それでラーメン作ろうぜ！　美味うまいかも！」

　風也の推測に貫が盛り上がったが、「作るか！」と即そく座ざに泉から突っ込まれる。

　二人の様子を見て笑っている千紘やエルシーに、風也は言った。

「じゃあ――帰ろうか、地球に」

　落ちかけた陽が、島を鮮やかなまでの紅に染め上げている。

　エルシーと共に挑んだ大冒ぼう険けんは、こうして無事に、終わりを告げた。







最終章　彼女が下した決断は







　風かざ也やは生あい憎にくと、海外にも、離れた土地にも旅行などをしたことがない。

　だから空港になど来るのも初めてで――周りに居る外国人の多さに、ひどく戸惑っていた。

「ミンナ、ミオクリ、アリガトゴザル！　デス！」

　大きなスーツケースを持ったエルシーが、笑顔で告げてくる。彼女の父親は、友達との別れを邪魔しないようにというのか、離れた場所で携けい帯たいを使い、誰だれかと会話をしていた。

「気にしないでいいってば、友達でしょ」

　泉いずみの言葉に、エルシーは「トモダチデス！」と繰くり返かえして、嬉うれしそうにする。

「今度はいつ日本に来れるの？」

　千ち紘ひろが硬かたい表情と口調で尋たずねた。どこに人目があるのか分からないので、この場だけは仮面を被かぶっている。

「エルシー、アシタ、クルデス」

「いや、明日って、早過ぎるだろ!?」

　さすがに予想外だったので風也が驚くと、エルシーはシュンとなった。

「パパ、イウ、ダメデス……」

　父親にお願いしてみたらダメと言われた、ということだろう。

「いや、そりゃそうでしょうよ。さすがにわがままよ」

　苦く笑しようした泉に、エルシーは「ムー」と不満そうにしつつ、

「デモ、チカク、クル、ゼッタイ！　デス！」

　と力強く言い放った。彼女の性格からして、本当にすぐ来日してきそうだ。

「おう、待ってるぜ！　今度は俺の街を案内してやるよ！」

　貫とおるが太く大きな腕を組んだ。

「宗そう谷や君の街って、エルシーが喜びそうなものあるの？」

　千紘が問いを投げかけると、貫は胸を叩いて、

「おうよ！　ほら、あれだ。モクドナルドとか！」

　世界規模で人気のあるファストフード店の名を上げた。泉がすかさず突っ込む。

「北ほく欧おうにもあるわ！　多分！……あるわよね？」

　が、一応、エルシーに確認をとった。

「アルデスヨ」

「ほらやっぱりあるんじゃないの！　もっと他に上げなさいよ、他に！　日本の物とか！」

「日本の物か！　そうだな！　あれだ、コンビニとか！」

「だからどこにでもあるっつーの！」

「売ってるものは日本にしかないものも多いぞ!?」

「そうだけどだからなに！　そうだけどだからなんなの!?」

　泉が連続して叫んで、ぜえぜえと荒あらい息をつく。

「前から思ってたんだけど、琴こと蕗ぶき、いちいち宗谷の言ってることにツッコミを入れる必要はなくないか？」

　ふと気になって風也は訊いた。

「……いや、なんか、無視したら負ける気がして」

「はっはっは！　愛情表現だな、イズミ！　俺はいつでも付き合うぞ！」

　貫から肩を叩かれて、泉は彼かれに容赦のない蹴りを入れる。

「なんだかんだで琴蕗さんは優しいのよ、津つ守がみ君」

「……まあ、そうですね」

　そういうことにしておこう、と、風也は同意した。

「日本に来る時は連れん絡らくしてね。エルシーちゃんの為ためなら、いくらでも予定を合わせるわ」

　千紘の言葉に、風也も続いた。

「ああ。それに、向こうに帰ってもグリムヴェリアで会おうな」

「……ハイデス」

　エルシーは首肯したものの、どこか浮かない顔で黙だまり込んだ。

「……ん？　どうした？」

　顔を覗のぞき込んだ風也と目を合わせてくれたものの、すぐに逸そらしてしまった。

　しかし、何かを逡しゆん巡じゆんするような間を空けた後――彼女は再びこちらを見て、口を開く。

「エルシー、カザヤ、アイシテマス」

「へえっ!?」

　前振りなしに告げられて、気の抜ぬけた声が出た。

「カザヤ、エルシー、コイビト、ホシイデス」

「え、い、いやいや、え、ええと、それは」

　そういえば、告白をされて返事をしないまま長が出てきて、結局、中断されてしまったのだ。

「津守君？　どういうこと？」

　千紘がこちらの肩に手を置いてきた。力は籠められていない。だが、とてつもなく重く感じた。

「あ、あの、先輩、なんていいますか、これは、その、オレとしましては……」

「デモ、アキラメタ、デス」

「……え？」

　どうにか状じよう況きようを説明しようとあたふたしていた風也は、エルシーの言葉に目を瞬またたかせる。

「エルシー、カザヤ、コイビト、ナイデス」

　首を横に振って、微笑ほほえむエルシー。

「津守君を恋人にはしないということ？　どうして？」

　千紘の問いかけに、エルシーが彼女を見上げた。

「カザヤ、トナリ、イルデス」

「うん？」

「カザヤ、トナリデス、チヒロ。エルシー、ナイデス」

「……えっと、どういう意味だろう」

　風也が戸惑っていると、言語の不自由さにじれったさを感じたように、エルシーが体をよじる。そして、

「――。――。――」

　何かを彼女の母国語で言った。千紘がわずかに目を見開く。

「先輩？　エルシーはなんて？」

「…………」

「先輩？」

　黙り込んだ千紘に風也が再度、声をかけると、彼女は咳払いをした。

「……津守君の隣にはもうしっかりと寄より添そっている人がいる。自分が居るべき場所はない。この前の、長との戦いでそれが分かった。そう、言ってるわ」

　グリムヴェリア以外では常にそうしているように、冷静で。

　一いつ切さいの感情を挟まず、表情すら変えない仮面を被っているのに。

　なぜか風也には、千紘が照れているのが分かった。

「カザヤ、エルシー、オボエテテ」

　しばし惚けていると、エルシーはそう言って、

「――トモダチ、ダイジョウブ、デス」

　背を伸のばして、こちらに顔を寄せる。

　頬ほおに柔やわらかな感かん触しよくが伝わった。彼女にキスされたことを悟って、風也は体を竦すくませる。

「わっ!?」

　どぎまぎしていると、エルシーはこちらから離れて、舌を出した。

「イズミ、トオル、チヒロ、カザヤ」

　踵きびすを返して、後ろ向きに手を振る。

「――サヨナラ、デス」

　そのまま彼女は、スーツケースを引っ張って、場を去っていった。

　風也としてはあまりに突然の出来事に、ただ、餌えさを欲しがる魚のように口を開閉させることしか出来ない。

「さすがエルシー、最後までやらかすわねぇ」

　泉の感心したような声でさえ、どこか遠くに聞こえるだけだった。




　車窓に映る景色が、右から左にただ流れて行く。

　エルシーが飛行機に乗った後、風也は泉や貫と別れ、千紘と二人で電車に乗っていた。

　空港から自分達が住む街の最も寄より駅まで、乗り換えを含めて一時間ほど。

　千紘と出かける際には彼女と他た愛あいない話をしている為、それくらいはすぐに過ぎた。

　だが――今やそれが、何時間、何十時間の長さにも感じている。

　互たがいに一切喋ることなく、無言だったからだ。

　間ま違ちがいなく、エルシーとのやりとりが尾を引いていた。

（き、気まずい……）

　何がと言われると、何がだろうと返す他はないのだが、なんとなく空気が重い。

（先せん輩ぱいに伝えた方がいいのかな。エルシーとはなんでもなかったんですって）

　ただ、それもどうだろう。別に自分は千紘と付き合っているわけではない。誤解を解くような言い方をして、逆に彼氏にでもなったつもりかと叱しかられる可能性もあった。

　そもそも千紘は自分とエルシーとのことをどう思っているのだろう。ちらりと視線をやったが彼女の顔からは一切の感情が窺えなかった。それが仮面を被っている為か、あるいは単に怒おこっているからなのか、分からない。

（……ええい。こうなったら直接訊いてみよう。いつまでもうじうじ考えていたって、仕方ない。言う。言うぞ。言うんだからな、オレは！　言え、言えよ、オレ！）

　無駄に何度も己おのれを鼓舞し、風也は覚悟を決めた。

「あ、あの、先輩……！」

「……なに？」

「オレは……オレはその……」

「…………」

「……お父さんとのことは大だい丈じよう夫ぶだったのかと、心配になりまして」

　ダメだった。全然ダメだった。千紘の顔を見た瞬間に不可能を悟さとった。どうにも恐こわい。真実を知るのが恐過ぎる。

「問題ないわ。用事っていうのは友人のことで、人間関係を円滑にして無用な波風を立てない為にも必要なことだったって、母がとりなしてくれてね」

「そ、そうだったんですか……良かったです」

「用事が何だったのかっていうのは追つい及きゆうされて、上手うまく誤ご魔ま化かすのに苦労したけどね」

「……オレの為に、すみません」

　頭を下げると、千紘は首を横に振った。

「謝る必要はないわ。私の勝手でやったことだもの」

　再び、沈ちん黙もく。人気のない車内に、車輪が線路を渡る音だけが響ひびいた。

（どうする……もう一度、トライするか？　した方がいいよな。するべきだよな。このままってわけにもいかない）

　風也は電車の座席に背を預け、深呼吸する。

（よし――再挑ちよう戦せんだ！）

　千紘の方を向いて、口を開いた。

「あの、先輩……！」

「――エルシー、可愛かわいい子だったわね」

　先手をとられた。踏ふみ込んで仕向けた槍やりを避けられ、逆に剣けんの切っ先を突きつけられる――脳内でそんな映像が流れる。

「え、ええ、ああ、そうですね……可愛かったです」

「北欧辺りの子って、皆みな、可愛く見えるけど。あの子は特にそうだったわね」

「……かもしれませんね」

「お国くに柄がらっていうのもあるだろうけど、かなり積極的だったし。津守君、ぐいぐいと迫られていたわね」

「まあ……そうですね」

「それで――どうだったの？」

　千紘が視線を傾けて、こちらを見てくる。

「ど、どうとは……？」

「あんな可愛い子に、あんなに積極的に来られて、青春真っ最中の津守君としてはどうだったのかなって思って」

　彼女ははっきりと口にした。

「――好きに、なっちゃった？」

　千紘の放った刃やいばが、胸の奥へと食い込んでくる。

　直接的だ。躊躇ためらいさえない。

「……オレは……」

　風也はすぐに答えなかった。目を閉じて、己に問いかける。

（確かに、エルシーは良い子だった。元気があって、明るくて、親しみやすくて。先輩とも、ニーナとも違って、同級生みたいなやりやすさがあって）

　ただ、それでも、どうなのだろう。

　自分にとってエルシーは、どういう子だったのだろうか。

　海中へと潜り、底を目指すように。

　風也は己の心の、深く、深くへと沈しずんでいった。

　そして――。

　果たしてそこには、目指すものがあった。

　自分にとっての、明確な答えが。

　だからこそ。

「オレには……もう、いますから」

　風也は目を開けて、照れくさくなりながらも告げた。

「抜けているところや、テンションが高過ぎて付き合いきれない時もあって」

　千紘の目を、きちんと見つめながら。

「でも――誰よりも大切にしている、相棒が」

　彼女はしばらくの間、大きな目にこちらの姿を映したままで、何も言わなかった。

　だがやがて、前を向き、こう呟つぶやく。

「本当に……君は、真まっ直すぐに言うわね」

　その時だけは、仮面を外し。千紘はゆっくりと、嬉しそうに微笑んだ。

　不意に風也は誰かの温度を感じた。見下ろすと、千紘がこちらの手を握にぎっている。

「先輩……」

　驚おどろいた風也だったが、千紘の頬に赤みが差しているのを見て、彼女も平然としているわけではないのだと理解する。

　だからこそ、微笑み、思い切って握り返した。

「でも、私は相棒ってだけなの？」

「え？」

　千紘の眼まな差ざしはいつのまにか前を向いている。横顔からは、言葉の意図が読み取れなかった。

「生まれて初めて父に逆らおうとした時ね、自覚したの。ああ、違うのかもしれないって。君は後こう輩はいで、グリムヴェリアの相棒で、だけど……違うんじゃないかって」

「違うって、なにが違うんですか？」

「ただの後輩なら。ただの相棒なら。私はあんなこと、出来なかったわ。父の言いつけを破って他人の為に駆け付けるなんて、到底、思いつきもしなかった。でも、あの時はした。しなくちゃいけないと思った」

　視線が再び、こちらの方へと流れてくる。

「どうしてだと思う？」

「どうしてって……」

　非常に困る質問だった。何が作用して、千紘が半ば呪いのようになっていた父親からの束そく縛ばくから、一時的とは言え逃のがれたのか。風也には上手い答えが見つからない。

　すると千紘は、また、少しだけ口元を緩ゆるめた。

「ごめんね、戸惑わせて。無理もないわ。自分の中でもまだ、はっきりとしてないの。ただ……ただね、エルシーちゃんと一いつ緒しよに島を探たん索さくした時や、街で遊んだ時に感じた自分の気持ちが、何からきたものだったのか、それくらいは理解できた気がする」

　電車が止まる。最寄り駅に着いていた。

「私はね、津守君。多分、君のことが――」

　千紘は立ち上がり、こちらを振ふり返る。

　風也は心臓が跳ね上がった気がした。彼女がなにを言おうとしているのか。どういうことを伝えようとしているのか。なんとなく想像が出来て、でも、信じられなくて。

　そんな馬鹿なという想おもいと、いやでもひょっとしてという期待がぶつかって、弾けて、体を固まらせていた。

「――なんて。続きはまた今度ね」

　だが、千紘は片目を瞑つぶると、人差し指を唇くちびるに当てた。小走りで、車両の外へと去っていく。

「ちょ、ちょっと待って、先輩！」

　慌てて追いかけた風也だったが、千紘は既すでにホームの階段を下りようとしているところだった。こちらを向いて、手を振る。

「さようなら。また会いましょうね。地球と……グリムヴェリアで」

「え……あ、さ、さようなら」

　風也は呆然と、千紘が居なくなるまで、彼女の後ろ姿を見送っていた。

「……って、見送ってる場合か、オレ！」

　はたと我に返って、失態に頭を抱かかえる。

　もっとやれることがあったはずだった。千紘を捕つかまえて、さっき言いかけたことがなんだったのかと尋ねるとか、こっちの気持ちを伝えるとか。

「こっちの気持ち……？　オレの気持ちって……？」

　いや、分かっている。そんなことは随ずい分ぶんと前から明確だ。

　ただ、それを伝えるとなると相当の精神力が必要とされた。

　はっきり言って、未踏破島の長を討伐すること以上の試練だ。

「で、でも、先輩も、もしかしてオレのこと……」

　都合の良い妄想だと片付けていたが、違うのだろうか。

　あの全生徒が注目する存在、御み子こ戸と千紘と、何の変哲もない平凡な生徒である自分が――？

「いやいや。いやいやいや。いやいやいやいや……いや、でも！」

　己の中で否定と肯こう定ていが火花を散らしていた。

「うううううう。先輩、どっちなんですかーっ！」







[image: ]







　風也は人目もはばからずに大声を上げる。

　答える者はなく、ただ、蝉せみの鳴き声だけがいつまでも聞こえていた。

Ｆｉｎ







あとがき







　外国の女の子が喋るカタコトの日本語って、なんか、いい。

　後、ギャップ萌えって、最の高。

　というような動機から今回の子が生まれました。そうです。本能のままです。

　お久し振りです、空埜一樹です。

「異世界クエストは放課後に！ ２　～銀髪美少女がオレに迫ってくるようです～」はいかがだったでしょうか？　楽しんで頂けたのであれば幸いです。

　今回、あとがきが一ページなので、短めに。

　この本に関係する全ての方へ、心よりの感謝を申し上げます。

　それではまた、お会いしましょう。

三月　空埜一樹　ＢＧＭ『Ｇｅｅｄの証』

ブログ　『空ノページ』　http://sorano009.hatenablog.com/
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